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序

大府市を含む知多半島は、現在も常滑焼に代表される焼き物の一大生産地であり

ます。その歴史は、古代に遡ると言われ、中世には、緩やかな丘陵地を利用した窯

が各地で築窯され、多くの焼き物が生産されてきました。窯に利用された丘陵地は

名古屋市南部から東部そして瀬戸 ・猿投山山麓まで続き、古代に操業を開始したと

言われる猿投窯の窯もこの丘陵地に点在しています。大府市は、古代の猿投窯と常

滑窯の影孵を受けた地域ととらえられており、現在約 14 0箇所の窯業辿跡が確認

されております。

大府市は名古屋市に南接した都市で、区画整理事業 ・道路建設 ・民間開発事業が

展開され、それに重なるように埋蔵文化財の発見 ・調査が増加しています。埋蔵文

化財は歴史的にも文化的にも貴重な人類共通の追産で、それを後世に伝えていくこ

とは国民の義務であると考え、調査事業を実施しています。

本市では、平成に入り市内各地で区画整理事業などの大型開発事業に関連した発

掘調査が実施され、海陸庵古窯群（平成6年）・神明古窯群（平成7年） ・円通寺古墓

（平成7年） • 森岡第 1号窯（平成8年） ・ガンジ山A古窯群（平成9年） ・深廻間A古

窯群（平成9年） ・羽根山古窯群（平成10年） ・深廻間B古窯群（平成11年） ・深廻間C

古窯群 • 砂原古窯・石亀戸古窯群（以上平成15年）・奥谷古窯 ・ 瀬戸B古窯群 ・ 瀬
戸c古窯群（以上平成16年） • 久分古窯群（平成17年）など、着々と窯業追跡調査が

実施され、多くの成果が得られています。

今回の砂原古窯跡の発掘調査は、平成 15年8月から行ったもので、ようやくこ

こに報告書として上梓いたしました。この報告書が知多半島の歴史解明に役立つこ

とがあるなら幸いです。

最後になりましたが、発掘調査を指導された調査員の方々のご苦労とご協力に心

から感謝いたします。また調査に際して、ご指蒻とご援助を賜りました、大府市役

所都市開発部区画整理課（現産業建設部都市整備課）、漉池 ・門脇共同企業体（大

府調整池工事事務所）、発掘調査作業にご参加された方々、この事業に対して、特

別なご理解とご高配をいただきました大府共和西特定土地区画整理組合理事長深谷

益道氏はじめ役員の方々には厚くお礼を 申し上げます。

平成 19年3月吉日

大府市教育委員会

教育長梶谷 修



例言

1. 本書は愛知県大府市共和町四丁目 18 8番地ほかに所在した砂原古窯跡の発掘調査報告瞥

である。

2. 発掘調査は大府共和西特定土地区画整理事業に伴う緊急調壺として大府市教育委員会の委

託を受けた玉野総合コンサルタント株式会社地理惰報部空間情報課および株式会社惜岡人

類史研究所が実施した。

3. 調査期間は、平成 15年6月27日に範囲確認調査で窯体を確認、本調査を 8月11日か

ら9月20日まで行った。平成 16年度は報告苦作成のための整理作業と編狛を実施した。

4 調査体制は、大府市教育委員会が調査主体となり調査を実施した。

調査主体者 大府市教育委員会

調査担当者古田功治（大府市歴史民俗賽料館 主任）

現場責任者 益田一臣（玉野総合コンサルタント株式会社）

現場担当者 中野恭伸（玉野総合コンサルタント株式会社）

調査員 中村伸吾（株式会社i静岡人類史研究所 主任学芸旦）

調査助手 安藤亮治（株式会社静岡人類史研究所学芸貝）

5. 調査にあたっては、下記の各機I樹および地権者の方々のご協力を得た。

大府共和西特定土地区画整理組合 鴻池 ・門脇共同企業体（大府調舷池工事事務所）

6. 発掘調査作業にあたり、下記の方々が参加された。

大野定夫、小沢幸雄、七ツ村消吉、那須昌俊、佐野栄作、保科懐子、鳥居和子、大竹登美

子（敬称略）

7 本古の編梨 ・執箪は叫寸伸吾が行った。また第4卒の熱残留磁気測定と炭化物の分析につ

いては、それぞれ富山大学理学部教授広岡公夫氏、小雑亮宜氏、金井友理氏（霜山大学理

学部地球科学教室）とパレオ ・ラボの植田弥生氏に玉税を賜った。なお、それぞれの原稿

の文立は文和の末尾に記した。

8. 辿物整理 ・図面整理 ・辿物復元 ・実測 ・トレース ・写真撮影・図版作成などについては、

古田氏の指尊のもと中村、前田武志（玉野総合コンサルタント株式会社）、加賀良子、牛

田長子、深貝郁子、アイシン粕機株式会社が担当した。

9. 炭化物の分析については、パレオ ・ラボに依頼した。

10. 窯体の熱残留磁気測定は、宜山大学理学部地球科学教室に依頼した。

11. 窯体及び謂査区の測砿は愛知玉野情報システム株式会社に委託し、座標は国土座標第VI1系

に準拠する。

12. 土色は、 『新版標準土色1111'.i 1990年版（農林水産省牒林水産技術会議事務局監修） 』に基

づいた。

13. 調壺記録および出土辿物は大府市歴史民俗骰料館で保管している。
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第 1章 調査概要

調査前全娯（南から）



第 1節 、位置と地形

大府市は、愛知県の西部、伊勢湾と三河湾に挟まれた知多半島の基部に位置し、面積33.68kni、人

口80,000人を数える。市域は、北は名古屋市 ・農明市、西は東沸市、南は知多郡東浦町、東はかつて

の尾張と三河の国境であり、三河湾へ南流する境川を陥てて刈谷市に接する。市域の大部分は東西に

二分された丘陵からなり、その間に形成された低地には石ヶ瀬川や鞍流瀬川などの境川支流が流れて

いる。

中京地域の中核をなす名古屋市に隣接している大府市は、ベッ ドタウンとして景観の変貌も著しい。

交通においても、南部を国道155号が横断し、半田市に至る国道366号と分岐するほか、名古屋市や刈

谷市を結ぶ国道23号や知多半島の各地域を結ぶ知多半島道路が縦断している。通勤 ・通学ではJR東

海道本線を始めとしてJR武盟線や私鉄バスなどの利用も多く、要所となっている①。

砂原古窯跡は、大府市北西部のJR共和駅から直線距離にして西北西約 1kmの場所にある。そこは、

鞍流瀬川に沿って樹枝状に広がる谷間の一つで、小規模な河川によって開析された舌状となっている

小丘陵の南南東から北北西へかけてなだらかな傾斜面の標高約28mの位四に立地する。同一丘陵上に

は南西に大府市立共和西小学校が、北の谷側や東 ・南の丘陵末端から平坦部には住宅が密躾している。
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第 2節地理的環境

愛知県の地質は、新生代古代三紀までと、新第三紀中新世以降とに大別される。古い方は固い岩石

でできており、まとめて基盤岩と呼ばれる。基盤岩類には，秩父帯 ・美濃帯と呼ばれる中 ・古生際、

領家帯の花尚岩 ・変成岩類、三波川帯の変成岩類、圧砕岩類などがあり、新しい方は固結したものも

あるが、多くは未固結の地感でできており、まとめて新第三系と呼ばれる②。

伊勢湾周辺の地域には、やや固結した礫 • 砂 ・シルト ・泥屑からなっている丘陵が拡がっており、

これらは東海思群と呼ばれ、見られる地域毎に呼称が異なる。例えば、濃尾平野より東のものは瀬戸

層群、知多半島のものは南部の師崎膀群と北中部の常滑層群である。地質年代は、最下部思は中新統

最上部、下部層は下部鮮新統、中部層は上部鮮新統、上部層は鮮新統最上部、最上部層は下部更新統

と考えられている③ （日本の地質5 中部地方II)。師崎阿群は、今からおよそ1,600万年前の第三紀

中新世中頃に堆租した砂岩 ・凝灰質泥岩および凝灰岩からなる海成陪である。常滑陪群は、師崎阿群

よりも新しく、第三紀末の鮮新世に存在した東海湖と呼ばれる淡水湖に堆校した淡水性堆積物で、砂

愚 ．泥層 ・亜炭愚 ・砂礫恩から構成されている。この地）阿は、尾張丘陵の瀬戸阿群の延長と考えられ

る。

大府市が位骰する知多半島北部は、地形的には尾張丘陵の延長と考えられ、尾張丘陵に属する有

松丘陵と大府丘陵および知多丘陵とからなる。有松丘陵と大府丘陵は、北流する大高川と南流する

鞍流瀬川の谷中分水界が見られる低地を境とし、大府丘陵と知多丘陵は、大田川の本 ・支流の作る

谷によって陥てられている。 これら三つの丘陵のうち、大府市には、有松丘陵と大府丘陵が含ま

れ、それぞれ東部の丘陵、西部の丘陵と称される。東部の丘陵は、標高40~50mでやや急な斜面を

なす。それに対して西部の丘陵は、標高70mを超える丘陵もあるが、およそ40mで傾斜のゆるやか

な丘陵地が広がる。これは、大府市にみられる地陪は、全て新生代第三紀鮮新世以降のものであり、

大府丘陵においては新第三紀 (Neogene) 後期中新世～鮮新世 (LateMiocene to Pliocene) 

東海層群 (TokaiGroup)常滑累層 (TokonameFormation)上部 (Upperpart) 火山灰層

(Volcanic ash layer)砂 ・シルト ・粘土及び砂礫（火山灰層 ・亜炭を挟む） (Sand, clay and 

pebbly sand intercalating volcanic ash layers and lignite)、大府丘陵北東の一部と有松丘

陵においては新第三紀 (Neogene)鮮新世 (Pliocene) 矢田川累居 (YadagawaFormation) 

砂及び礫層 (Sandand gravel)を主としているためであり 、東部の丘陵は透水性の嵩い礫が多く、

西部の丘陵は透水性の低い砂やシルトがあるため、流れやすいためと考えられる。 しかしながら、全

体的には有松丘陵及び大府丘陵、知多丘陵は、砂・シルト ・粘土陪から構成されているなど、地質や

地形が酷似しており、開析が進みやすく、いくつもの舌状の小丘陵が発達しているなどの共通点も見

られる。丘陵部に広がる常滑層群を構成する主な鉱物は、チャート ・ホルンフ ェルス・長石 ・石英 ・

雲母などである。長石は風化して粘土になりやすい。シルト思や粘土陪は、基本的には灰色をしてい

るが、水分を含む罹によりその涙さが変わる。また、砂層に伴うものは濃い灰色のものが多く、礫陪

に伴うものは桃色になるものが多い。常滑市周辺でみられる地層は、亜炭を挟むことが多いが、大府

市内では比較的少ない。

-3-

第 1f,,: 調査概要



河川流域の地形は、大府市では丘陵の上にわずかに残る高位段丘面を別にすれば、境川右岸や

石ヶ瀬川の河岸段丘が見られる。これは、第四紀 (Quaternary) 更新世 (Pleistocene)後期

(Late) に形成された低位段丘野 (Lowerterrace deposits) や中位段丘層 (Middleterrace 

deposits)で、標高10~20mの各段丘面は比較的小規模で点在している。この地層は、名古屋市

の熱田台地を形成している熱田層や知多半島の半田胴 ・野間阿などと同時期のものである。低地

は、第四紀 (Quaternary)完新世 (Holocene) の潮汐低地 (Tidalflat)・後背湿地 (back

swamp)・ 河道堆精物 (channeldeposits)や谷低平野堆積物 (Valleyplain deposits)からな

り、開析された丘陵深部まで入り込み、平坦面を形成 している④。

砂原古窯跡周辺に近いデータでは、大府市長草町において実施された深度800mに達するボーリン

グでは、厚さ約520mの東海層群の下位に、厚さ約260mの海成中新統が存在することが確かめられて

いる⑤。

本窯跡の立地する丘陵は、常滑陪群という陶器原料粘土やみがき砂（火山灰） ・褐炭が含まれてい

る地陀が広がる。そのため、製品の原料や窯体を構築する良質な材料 として広く利用されたものと考

えられる。現に、周辺には多くの窯跡が分布している。

今1111調査を行った砂原古窯跡は、主に砂及びシルト陪に築窯されていた。窯体は 1基のみで、いわ

ゆる山茶碗窯と呼ばれる地下式の筈窯である。農地改良により窯体の迫存状況は良好とは言えず、窯

体全体が削平を受けており、特に焼成室上半分以上と前庭部から灰原にかけては、完全に消失してい

た状態であった。

写真 1 調査前調査区全屎（北東から）

-4-

砂JJ;(古究跡



◎
▲
 

河川

市境界

大府市役所

砂原古窯

゜
2000m 

第 2図 大府市の表阿地質図
引用文献 ：「日本地質図大系」（名古屋南部、知多半島より加節 ・修正）
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第 3節歴史的環境

砂原古窯跡の位置する知多半島北東部は、濃尾平野と同様に、後氷期（縄文時代早期末～前期頃）

の急激な洵面上昇（縄文湘進）による影替を受けていたと考えられる。このことは、台地端部やそ

の後の沖積低地で生活跡、後背湿地を利用した農耕や、丘陵斜面を利用した窯業の跡が見られるなど、

古くからこの地において人々による生活が行われていたことを示している。本窯跡周辺にも、縄文時

代から近世に至る追跡が分布する。

縄文時代の追跡は、境川流域の台地の縁辺部に多く 、左岸側の刈谷市には県指定史跡の本刈谷貝塚

など縄文時代早期から晩期までの追跡が、右岸側では知多郡東浦町に、国指定史跡の入湘貝塚をはじ

めとするいくつかの追跡がみられるが、比較的左岸側に多い。大府市内では、散布地として共栄辿跡

（共栄町、区画整理により滅失）と境川右岸側に屈する桟敷貝塚（朝日町）の2辿跡が確認されている。

弥生時代の追跡としては、市北西部の台地上に子安神社辿跡（共和町、市教委調査1982・84年）と、

市北東部の境川流域の沖積低地に惣作迫跡（横根町、市教委調査1972年）の 2追跡が確認されている

が、いずれも弥生時代から中世までの複合追跡である。

古培時代の辿跡としては、市南部の丘陵上に散布地として源吾追跡 （森岡町、滅失か？）と、市中

心部の鞍流瀬川流域の沖積低地に接する舌状台地の先端に、高山古墳（中央町、滅失）と雨兼池西古

培 （中央11「r、滅失）が知られているが、裔山古墳の年代に関しては、惣作追跡から出土した須恵器・

土師器との比定により、古墳時代後期に編年付けられている。

律令制下における当市域は尾張国知多郡・愛智郡に屈していたと推定され、 「倭名抄」に見える知

多郡英比郷や、愛智郡成洵郷が当市域に比定されるというが詳細は不明である。惣作迫跡からは奈良

時代～平安時代の陶器が出土したが、その中に多屈の角形土器も含まれていた。これは三河湾や伊勢

籾沿岸の海浜集落辿跡からも出土している製塩用の土器である。尾張は塩が調として賦課された国で、

「延喜式」に記載されている「尾張国生道塩」は隣接している東浦町の生路付近で生産された特殊な

塩と考えられ、惣作の塩もこれに含まれていたと推測される⑥。

尾張は、平安時代初期に灰釉を施した姿器と呼ばれる陶器の産地である。姿器を焼いた野々宮古窯

（宮内町、市教委調査1972年）から出土した迫物の製作年代は、平安朝姿器第二型式期の後葉に位慨

づけられている。この時期になると他の地方では、生産が減少傾向となっているが、尾張では、国司

や荘園領主によりその生産体制が維持され、全国的な名主思の成長に伴い、需要は増大したため窯が

築造されたと考えられる⑦。

愛知県では、中世窯として瀬戸窯をはじめ猿投窯、常滑窯、渥美窯、藤岡窯、幸田窯、尾北窯、足

助窯、東栄窯といった多くの窯業地が確認されている。これらの窯には、焼成室と燃焼室の境に分焔

柱を布する窯体構造や、碗、皿、瓶、壺類といった初期の焼成器種において、古代からの灰釉陶器の

技術が見られるなど共通した部分が認められる。

これらの中世窯で生産された焼物は、平安時代の灰釉陶器系の施釉陶器の瀬戸 ・美濃、無釉の碗・

皿 ・鉢などの日常食器類のみを焼いた山茶碗（白姿系陶器）窯、壺 ・甕 ・播鉢（片□鉢）を主体とし

て生産した窯の 3つに分類される。施釉陶器や壺・ 甕の方が、山茶碗などに比べ編年等の研究が先行

しているようであるが、山茶碗の研究は、窯業成立時期や操業期間、窯業地間の関係などを決定する

上で、重要な指標となる。

山茶碗には、東涙窯、恵那 ・中津川窯といった岐阜県の中世窯を中心に、瀬戸窯の北西部にかけて

焼成された緻密な胎土の「北部系山茶碗」と、瀬戸窯、猿投窯、常滑窯、渥美窯、湖西窯など、愛
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知・静岡の中世窯で焼成された粗い胎土の「南部系山茶碗」の二系統の存在が知られている。

窯業範囲では、大府市北部が猿投窯の南限である鳴海地区の有松支群に属 し、大府市南部が常滑窯

の北限と考えられているが、焼成器種の山茶碗や小皿と、それらの胎土や形態変化の様相は、瀬戸窯、

猿投窯、常滑窯とそれぞれの判別が困難な程酷似しているため、非常に密接した関係であることが分

かる。そのため、大府市域での猿投窯と常滑窯の境界線を引くことは非常に困難である⑧。

中世には多くの丘陵斜面に窯が築かれるようになり、大府市内でも現在 13 6カ所の窯跡が確認さ

れている。これは、市内全辿跡のおよそ80%にのぽり（平成17年3月31日現在）、その多くが、碗．

皿などを中心に焼成した窯と考え られるが、 12世紀代には、鳥羽上皇の鳥羽離宮安楽寿院の瓦を生

産した吉田第 1. 第2号窯跡（吉田町、市教委調査1968・69年）、多最の広口長頸瓶が出土した神明

古窯跡群（半月町、市教委調査1995年）、三筋紋壺や箆描き紋のある壺が出土した森岡第 1号窯跡群

（森岡町、愛知県埋蔵文化財センター1996年）などもある。吉田第 1. 第2号窯出土の三巴紋軒丸瓦

と唐草紋軒平瓦・鬼瓦が、社山古窯群（東海市）出土のものと同箔であり、さらに、唐草文軒平瓦が、

鳥羽離宮東殿の安楽寿院（京都市）から出土している⑨。

大府市横根町出土と伝えられる県指定文化財の短頸壷は、肩部に「藤井宮大明神御酒瓶子」と箆描

きされており、製品の納入先と用途が知られる良い賓料といえる。藤井神社の神宝で、創建は建久 2

年 (1191)である。

砂原古窯跡の周辺には瀬戸B古窯群、瀬戸A古窯、奥谷古窯、久分古窯、荒池古窯群、大深田古窯

など、窯業追跡が多数残存しており、同丘陵上の北部から西部にかけても、多くの窯業辿跡やそれに

伴う辿物の散布地が確認されている。今後の発掘調査や分布調査において、その数は更に増加してい

くと考えられ、当市域における生産状況や有松丘陵から知多丘陵への窯業の拡がりを知る上での重要

な手がかりと考えられる。

室町時代の中期を境に山茶碗の生産は激減していった。最大の理由の一つとして、燃料である薪材

の獲得が困難になってきたこと、また、生産品が山茶碗から陶器などに移り変わっていったため、従

来の窯を必要としなくなったことなどが挙げられる。

大府市でも室町時代の窯業衰退が影牌していたと考えられ、現在の所、室町時代や近世の窯業追跡

は確認できておらず、古戦場や城館跡が見られる。 （中村）

註① 「大府市誌」骰料編 自然位四と生活圏頁3 (大府市役所 1 9 9 8年）

② 「大府市誌」賓科組 自然第3節地質頁14-36(大府市役所 1 9 9 8年）

③山下 昇編 「日本の地質5 中部地方の地質JIJ 頁130-177(共立出版株式会社 1 9 8 8年）

④猪木幸男 「日本地質図大系 中部地方」 （朝倉苫店 1 9 9 1年）

⑤桑原 徹 「i農尾盆地と傾動地塊運動」 7 頁235-347(第四紀研究 1 9 6 8年）

⑥角川日本地名大辞典編築委員会 「角川日本地名大辞典」23 愛知県編 頁1614-1615(角川料店 1 9 9 1年）

⑦加藤岩蔵他 「野々宮古窯発掘調査報告」第6章（大府市教育委員会 1 9 7 5年）

⑧藤澤良祐他 「東海の中世窯 一生産技術の交流と展開ー」 頁18-31(翻瀬戸市埋蔵文化財センター 1 9 9 3年）

⑨中野良法他 「森岡第 1号窯跡群」 （闘愛知県埋蔵文化財センター 1 9 9 9年）
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第3図調査地点地形圏
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平成 18年3月9日現在

番号 退跡名 時代 番号 迫跡名 時代 番号 追跡名 時代
1 子安神社迫跡 弥生～中世 60 円通寺古墓 近世 119 児子廻間B追跡 古代
2 共栄追跡 縄文 61 上入道古窯 中世 120 下入道子窯 中世
3 東光寺経塚 江戸 62 長根山A古窯群 中世 121 坊主山A古窯群 中世
4 翌聖院貝塚 中世 63 立根B古窯群 中世 122 井田B古窯 中世
5 惣作退跡 弥生～鎌倉 64 立根c古窯群 中世 123 梶田B古窯群 中世
6 棧敷貝塚 縄文晩期 65 立根D古窯群 中世 124 石屯土古窯群 中世
7 品山古墳 古墳後期 66 立根E古窯 中世 125 箕手C古窯群 中世
8 正官墳 中世 67 深廻間B古窯群 中世 126 古井戸A古窯 中世， 南島貝塚 不明 68 西浜田遺跡 不明 127 長峰北A古窯 中世
10 石丸迫跡 中世 69 ニツ池東古窯 中世 128 長峰北B古窯 中世
11 源吾迫跡 古墳 70 藤井宮御酒瓶子出土地 中世 129 長峰北c古窯群 中世
12 野々宮古窯 平安中期 71 平子古窯 中世 130 篭染西古窯 古代
13 森岡第1号窯群 12世紀中 72 鴨池北古窯群 中世 131 井戸場古窯群 中世
14 森岡第2号窯 13世紀 73 鴨池東古窯 中世 132 西定保根A古窯群 中世
15 北向古窯 13世紀 74 下北山古窯群 中世 133 品根山B古窯群 古代～中世
16 旧中部病院第1号窯 12世紀 75 川池西古窯 不明 134 品根山C古窯群 古代
17 旧中部病院第2号窯 不明 76 石亀土古窯 不明 135 山手C古窯群 中世
18 旧中部病院第3号窯 不明 77 柊山B古窯 不明 136 上り坂古窯 中世
19 ハンヤ古窯 13世紀 78 柊山C古窯 中世 137 山之神社北古窯 中世
20 吉田第1号窯 12世紀 79 雨兼池西古墳 古墳 138 八代山A古窯 中世
21 吉田第2号窯 12世紀 80 山口古窯群 不明 139 八代山B古窯 中世
22 律粉古窯 13世紀 81 大局山古窯 不明 140 八代山C古窯 中世
23 笥染第1号窯 13世紀 82 篭染第3号窯 中世 141 西定保根B古窯群 古代～中世
24 篭染第2号窯 不明 83 円通寺経塚 江戸中期 142 箕手D古窯 中世
25 大日古窯 不明 84 大廻間古窯 中世 143 箕手E古窯群 中世
26 外輪第1号窯 不明 85 みどり公圏古窯 中世 144 上東山A古窯 中世
27 外輪第2号窯 不明 86 品根山西古窯 中世 145 上東山B古窯 中世
28 外輪第3号窯 不明 87 口無池西古窯 中世 146 立合池東古窯群 中世
29 外輪第4号窯 不明 88 北崎大池北古窯 平安 147 立合池西A古窯群 中世
30 骨田末古窯 12世紀 89 箕手A古窯 中世 148 立合池西B古窯群 中世
31 吉川城跡 室町 90 箕手B古窯 中世 149 古井戸B古窯 中世
32 横根城跡 戦国 91 ガンジ山A古窯群 13世紀 150 脇ノ畑A古窯 中世
33 追分城跡 室町 92 律粉東古窯 中世 151 脇ノ畑B古窯 中世
34 石ヶ瀬古戦場跡 室町 93 上徳古窯群 中世 152 脇ノ畑c古窯 中世
35 大清水井戸跡 室町 94 丸根城跡 不明 153 馬池東古窯 中世
36 おしも井戸跡 不明 95 大深田古窯 12世紀 154 東端B古窯 中世
37 芦沢井戸跡 中世 96 荒池古窯群 中世 155 毛分田A古窯 中世
38 福池古窯 中世 97 砂原古窯 中世 156 毛分田B古窯 中世
39 大根古窯 中世 98 木根A古窯群 中世 157 家下古窯 中世
40 品根山古窯群 中世 99 木根B古窯群 中世 158 上家下古窯 中世
41 梶田古窯 中世 100 久分古窯 中世 159 車池A古窯 中世
42 別岨古窯群 中世 101 瀬戸B古窯群 中世 160 車池B古窯 中世
43 権兵衛池古窯 中世 102 奥谷古窯 中世 161 森東古窯 中世
44 名品山古窯群 中世 103 瀬戸A古窯 中世 162 前田A古窯 中世
45 立根A古窯群 中世 104 北山古窯 中世 163 前田B古窯 中世
46 深廻間A古窯群 鎌倉 105 石原古窯群 中世 164 前田c古窯 中世
47 柊山A古窯群 中世 106 長草城跡 不明 165 森前古窯 中世
48 石ヶ瀬古窯 中世 107 長根山B古窯 中世 166 骨田池南古窯 中世
49 江端古窯 中世 108 普門寺迫跡 中世 167 深廻間C古窯群 中世
50 延命寺貝塚 不明 109 寺田追跡 中世 168 子安古窯 古代～中世
51 割木A古窯群 中世 110 大品山西古窯群 中世 169 上田ノ松古窯 中世
52 東端古窯 中世 111 影清屋敷跡 不明 170 瀬戸C古窯群 中世
53 才田A古窯 中世 112 外輪南古窯 中世 171 中村迫跡 古代～中世
54 才田B古窯 中世 113 炭焼迫跡 中世 172 ウドA古窯 古代
55 山手A古窯 不明 114 上り戸古窯 中世 173 ウドB古窯 古代
56 山手B古窯 不明 115 井田古窯群 中世 174 森岡平子古窯 中世
57 羽根山古窯群 中世 116 池之分古窯 不明 175 笹山古窯 中世
58 神明古窯群 平安末期 117 山中沿跡 古代～中世
59 海陸庵古窯群 鎌倉中期 118 児子廻間A追跡 古代

第 1表大府市辿跡一魏表
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第4節発掘調査に至る経緯

砂原古窯跡は、当地区で区画整理事業が行なわれることに先行して、追跡分布調査の実施により新

たに確認された辿跡である。この窯跡は、地主のみが知る追跡で、戦後からの開墾により、かなり削

平されて平 らな畑へ変貌したが、その過程において碗 ．皿などの追物が出土していたようである。実

際、辿跡発見時には広範囲に追物が散布していたことがそれを裂付けている。

1 9 9 0年代は市内では区画整理事業立案が活発な時期にあたり、追跡の所在有無情報の問い合わせ

が多くなり、資料館で把握している追跡情報の乏しさから、 90年代末以降、開発予定地区へ事前の

辿跡分布調査に着手した。当地区へは平成 10年春に調査に入り、砂原古窯跡はじめ 5追跡を確認し

た。この調査は、その後共和西地区で展開する土地区画整理事業での追跡の事前調査に役立ち、スム

ーズな追跡本調査への移行に寄与した。

この地区での区画整理事業は、平成 11年 3月に区画整理組合が設立されたことにより開始される

が、砂原古窯跡のある場所での工事が日程に上ったのは、平成 13年頃で、平成 14年 6月6日に一

度、範囲確認調査を行ったが、指したる辿構を確認出来なかった。翌年6月27日に再度範囲確懃調

査を実施 して、窯体を確認することが出来た。これにより、わずかながら辿構 （窯体）が残っていた

ので、本調資を行うこととなった。調査面栢は窯体を含めて約 10 0面として、 8月 11日から開始

した。調査は、市から発掘調査の業務委託を受けた玉野総合コンサルタント株式会社と株式会社静岡

人類史研究所が行い、市歴史民俗壺料館が監督する形をと った。

平成 15年8月初旬に本調査の準備に入り、 8月 11日から調査区設定と草取り 、8月 19日には

国土座標VII系に基づいた 5mx5mのグリッドから、辿構確認をはじめたところ、 21日に窯体本体

を確認した。窯体以外の追構は確認できないことから、すぐに窯体本体へ調査の力点が置かれること

となった。窯体中心の調査のため調査の進行は早 く、 9月5日には窯体の掘削は終了し、 翌日の午前

には空撮がラジコンヘリにより行われた。空撮後、 窯体の床面下調査へと進んだが、床面下に施設が

存在することがわかり、調査にもうしばらく時間が必要なことが判明した。床面下施設を臨出させる

前に、熱残留磁気測定調査のサンプリングが9月 11日に富山大学広岡教授により行なわれた後、 窯

の床面剥ぎ取り作業へ進んだ。退構の確認とその図化と撮影などすべての作業を終えたのは、 9月

2 0日であった。24日には現場から出土品 ・作業道具 ・機器など調査区から搬出して、現場撤収が

終了した。 （古田）

写真2 調査前風景 （北から） 写真3 表土除去後調査区全景（東から）
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調査日誌抄

平成 15年8月11日

8月19日

8月21日

9月5日

9月6日

9月11日

9月12日

9月20日

9月24日

区分

文化財保護法

第58条の 2

(II]法）

終了届

追失物法第 1条

による届出

埋蔵文化財保管証

調査区設定と草取りおよびグリッド設定

辿構掘削開始

窯体確認

窯内完掘および

空撮測拡

熱残留磁気測定調査サンプリング

窯体断割作業開始

調査完了

現場撤収完了

大府共和西特定土
大府市教育委員会

地区画整理組合

報告、平成 15年

7月30日

大教生発第 22 8号

届出平成 15年

9月29日

大教生発第287号

届出平成 15年

9月29日

大教生発第 28 9号

平成 15年9月29日

大教生発第 28 8号

第2表 発掘調査に伴う法的手続き
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愛知県教育委員会

（愛知県啓）

通知、平成 11年

1 0月25日

1 1教文第63-331号

（受理平成 15年

9月30日

愛知県東洵秤察署）

通知、平成 l5年

1 0月2日

1 5教生第73-47号



第 2章 遺 構

発掘調査風景



第 1節窯体について

砂原古窯跡は南南東から北北西へかけてなだらかに傾斜する丘陵の、主に砂及びシルト陪に築窯さ

れていた。窯体は 1基のみで、いわゆる山茶碗窯と呼ばれる地下式の窪窯である。牒地改良により窯

体の追存状況は良好とは言えず、窯体全体が削平を受けており、焼成室上半分以上と前庭部から灰原

にかけては、完全に消失していた状態であった。

1号窯

1号窯は数回の農地改良を受けてお り、窯体の天井部及び焼成室上半分以上と前庭部から灰原にか

けては消失していた。窯体の残存長は、約5.lmである。窯体は焚き口を北北西に向けて築窯されて

おり、窯体の主軸方位はS- 15.8° -E、標高28.4lm~28.86mである 。

焚き口から燃焼室までの追存状態はあまり良好とは言えない。側壁は左右両方とも僅かに残存して

いるが、燃焼室左側 （東側）の方が若干残り は良い。燃焼室の幅は分焔柱基部で、 1.47m、燃焼室の

長さは分焔柱基部まで1.37mである。燃焼室の床面傾斜は、焚き口から14cmの地点までは、ほぽ水平

で、そこから39cmの地点までは6゚の傾斜で上昇し、そこから31cmの地点までは15゚で下降し、そこか

ら52cmの地点までは10゚で下降し、そこから30cmまでは1.5゚で下降し、そこから分焔柱基部まで8゚で

再びヒ昇する。床面は黄褐色でよく焼き締まっており、側壁は灰黒色でよく焼き締まっている。

分焔柱は、基底部のみが残存していた。残存している高さは約16cm、基底部の幅は49cmで、ほぽ円

形を品しているが、上部に向かい方形となっている。またこの分焔柱は、地山掘り残しによって作ら

れたものである。分焔柱の中央部における窯体の幅は、床面で1.6m、通焔孔の床面幅は右が50cm・

左が58cmとなっている。

焼成室はセンターライン上で残存長2.71m・ 最大幅2.52mである。側壁は高いところで0.38mを残す。

床面の傾斜は、分焔柱基部から61cmの地点まで30の傾斜で下降する。そこから22cmの地点までは9゚で

上昇し、そこから19cmの地点まではほぼ水平で、そこから32cmの地点までは12゚ で上昇し、そこから

6cmの地点までは30で上昇し、そこから38cmの地点までは14°で上昇し、そこから42cmの地点までは70

で上昇し、そこから19cmの地点までは50゚ と急上昇し、そこから26cmの地点までは3.5゚で下降し、そ

こから13cmの地点までは再び35゚と急上昇し、そこから10cmの地点までは21゚で上昇し、それ以降は10

で上昇していく 。焼成室の左側壁には土器片を貼り付けて補修された部分が検出された。

燃焼室床面の断割調査を行ったところ、床面下に碗（山茶碗）を伏せた状態または横にして敷き詰

めた施設が検出された。追物はほとんどが碗（山茶碗）で、僅かに皿（小皿）も含まれており 、個

体数は 28 7点であった。床面下施設の作られた位四は、分焔柱のまわりから南側の辿構残存部に

かけての範囲であった。分焔柱右側（西側）では、通焔孔部の辺りから長さ2.84m、分焔柱左側（東

側）では分焔柱基部から2.63m、幅は最大で2.42mとなっていた。この床面下施設は、分焔柱基底部

から焼成室へ2.35mの地点で、地山を約20cm掘り下げて作られていた。伏せられた碗の下は、地山を

掘り下げた状態のままであり、碗を伏せて並べて粘土を貼り付けた構造であった。敷き詰められた碗

は、前述したようにほとんどが伏せられた状態であったが、 壁沿いには横にした状態で置かれていた。

碗や小皿は単体のものと熔着したものが使用され、全体の1/5は後者であった。また燃焼室に近い方

- 14 -
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（床下辿構の北側1/3程）では 1枚ものが多く、掘り込みの深くなる所（床下追構残りの2/3)からは

重ねものの使用も見られた。伏せた碗や小皿の内部は空洞ではなく、ほとんどものが粘土や碗の破片

が詰められた状態であった。全体に 1陪の灰層が検出された。上居は上から黄褐色土居 ・暗褐色土層

となり、下陪は黒褐色土層 ・明黄褐色土層・明赤褐色土陪となり、地山へと続いていた。それぞれの

界の厚さは、上層が約3cm・約5cm、下層は約3cm・約4cm・約10cmとなっていた。 （中村）
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窯体完掘状況（北から）

窯休埋土完掘状況（北から）

• .... .、

窯体断割状況（北から） 床面下施設全体（北から）

床面下施設全体（上から） 床面下施設完掘状況（南東から）

写真4 1号窯窯体発掘状況
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28. 750→ 
B 

遺物

§A交点

↓ 〇
↑

゜
1m 

第1)1う 10YR6/4にぶい!Ji橙色（砂附） 粘性無く 、締まりやや強い。
2.5Y8/l灰白色粒 fとIOYRS/6黄橙色粒子と7.5YR5/8明掲色粒 f-を5%ほど含む。

第2k'.l IOYR5/8黄褐色（焼上） 粘性 ・締まりともにやや強い。
7. 5¥'ll6/8黄褐色焼上プロック (12mm大）と7.5¥'R5/8明褐色焼上プロック (12mm大）
とJO¥'R6/l灰色粒 fを3%ほど含み、炭化物をやや多く含む。

第3/0 7. 5YR5/6明褐色（焼土） 粘性 ・締まりともにやや強い。
7.5¥'RS/3浅拭橙色粒子と7.5YR8/6浅凶橙色粒 r-を1%ほど含み、炭化物を3%ほど
含み、 7.5YR5/8明褐色焼 kを多く含む。

C
↑
 

二 ＜乱

゜
1m 

第I/1:i IOYIM/4褐色（砂質シルト栢）粘性強く、締まりやや強い。
10Yll7/1lにぶい鉗褐色粒fと5YR5/8Iリ協褐色焼」：粒子と
7. 5YR5/6明褐色焼J:プロックを3%ほど含む。

第2凶 7. 5YR5 "8明褐色焼J:(シルト）粘性 ・締まりともに強い
IOYR6/8明黄褐色粒子と5YR5/8明赤褐色焼上粒{・と
IOYS/4浅凶橙色粒 r-を2%ほど含み、炭化物を5%ほど含む。

第3焙 7.5YR5/6明褐色（シルト形）粘性強く、締まりやや強い。
5YR6/8 橙色焼上プロックがso•.以上と IOYR5/8凶褐色J:が混じり、
IOYR7/2にぶい災橙色粒子と炭化物を1%ほど含む。

第4陪 IOYR5/6凶褐色（シルトRQ)粘性強く、締まりやや強い。
5YR6/8橙色焼上が斑状で5ヽ ほど混じり、 IOYR7/2にぶい黄橙色粒子を極少依含む。

第5柑 2. 5YR4/6オリープ褐色粘性 ・締まりともに強い。
5YR5/8 I引赤褐色焼L:プロック (20mm大）と炭化物(10mm大）を5%ほど含み、
IOYR8/3浅黄橙色粒r-を極少拭含む。

第6灼 7.5YR5/6明褐色（シルト庖）粘性強く、締まりやや強い 3屈より赤みがある
5YR6/8橙色焼上プロック（こぶし大）を多く含み、 IOYR5/8此褐色上が混じり、
IOYR7/2にぶい凶橙色粒子と炭化物を1%ほど含む。

D 
29.000→ 

〇
↑

かく乱

゜
1m 

第I~ IOYR4/4褐色（砂竹シルト屈）粘性強く、締まりやや強い
IOYR7/4にぶい黄褐色粒子と5YH5/8明赤褐色焼上粒子と7.5YR5/6明褐色焼上プロックを3%ほど含む。

第2/~ 7. 5YR3/4 II音褐色（シルト）粘性強く、締まりやや強い。
5YR4/8 赤褐色焼上粒子と炭化物を3怜ほど含み、 !OYR6/6 明黄褐色粒—fを極少駄含む。

第3附 7.5YR5/6明褐色（焼上）粘性 ・締まりともにやや強い。
7.5YR5/8明褐色焼 1こと炭化物を少依含む。

かく乱 §Bの第1/1".'iと§Cの第1陪が斑状に混じり合った上

第9図 1号窯埋土セクション図 2
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窯壁片
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第1庖 10Yll6/8明黄褐色 粘性無く 、締まり非常に強い。上部に庖厚1~2mmほどの灰肘がある。

第2/~ IOYR2/1黒色 粘性弱く、締まりやや強い。7.5YR5/8明褐色焼上を1%ほど含む。
第3恩 7. 5YR4/4褐色 粘性弱く、締まりやや強い。

lOYRS/3浅黄橙色粒子と7.5YR5/8明褐色焼上粒子を2%ほど含む。

第4庖 7. 5YR5/6明褐色（焼士） 粘性 ・締まりともに弱い。炭化物を1%ほど含む。

第5附 2. 5Y6/,Jにぶい貨色（シルト陪） 粘性かなり強く、締まりやや強い。

5Y6/l灰色粘上ブロックを5%ほどと焼土を1%ほど含む。
第6庖 5Y6/1灰色 粘性無く、締まり非常に強い。

第7)~ 2. 5Y7/6明黄褐色（砂/B) 粘性無く、締まりかなり強い。固く焼き締まっている。
2. 5Y7 /3浅黄色と2.5Y7/6明黄褐色土が混じる。

第8附 7. 5YR5/8明褐色 粘性弱く 、締まりかなり強い。5Y6/l灰色粘土プロックとlOYRS/2灰白色粒子を少批含む。
第9附 l0YR6/4にぶい黄橙色（砂附） 粘性無く、締まりやや強い。

2. 5Y8/I灰白色粒子とlOYRS/6黄橙色粒子と7.5YR5/8明褐色粒子を5%ほど含み、炭化物と焼土粒子を極少.!it含む。
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第liv.J 7. 5YR4/6褐色焼上 粘性 ・締まりともにやや弱い。炭化物を2%ほど含む。

第2府 5YR5/8明赤褐色 粘性弱く、締まりかなり強い。5Y6/l灰色粘上プロックと10Yll8/2灰白色粒子を少址含む。

第3附 7.5YR4/4褐色 粘性弱く、締まりやや強い。JOYR8/3浅黄橙色粒子と7.5YR5/8明褐色焼土粒子を2%ほど含む。
第4府 7.5YR5/6明褐色（焼上） 粘性 ・締まりともに弱い。炭化物を1%ほど含む。

第5府 2. 5Y6/4にぶい黄色（シルト庖） 粘性かなり強く 、締まりやや強い。

5Y6/J灰色粘上ブロックを5%ほどと焼上を1%ほど含む。

第6肪 7. 5YR4/3褐色 粘性かなり強く、締まり強い。炭化物と粘土と焼土を含む。

第7恩 10YR6/8明黄褐色 粘性無く、締まり非常に強い。上部に庖厄l~2mmほどの灰陪がある。

第8府 5YR5/8明赤褐色 粘性弱く、締まりかなり強い。5Y6/l灰色粘土プロックと IOYR8/2灰白色粒子を少紐含む。

第9阿 IOYR5/6黄褐色 粘性弱く、締まりかなり強い。5Y6/l灰色粘上ブロックと IOYR8/2灰白色粒子を少紐含む。
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第1陪 JOYR5/8黄褐色 粘性無く、締まり非常に強い。7.5YR5/8明赤褐色焼上粒子と JOYRS/3浅黄橙色粒子と炭化物を1%ほど含む。

第2陪 JOYR3/3 II音褐色 粘性無く 、締まり非常に強い。IOYRS/2灰白色粒子と炭化物を2%ほど含む。

第3府 IOYR2/3黒褐色 粘性ほとんど無く、締まりやや強い。炭化物を多く含み、5Y6/l灰色粘土を1%ほど含む。

第4庖 7.5YR4/6褐色焼土 粘性 ・締まりともにやや弱い。炭化物を2%ほど含む。

第5恩 5Y6/l灰色粘性無く、締まり非常に弛い。

第6恩 IOYR6/8明黄褐色 粘性無く 、締まり非常に強い。上部に陪肛1~2mmほどの灰府がある。

第7恩 5YR5/8明赤褐色 粘性弱く、締まりかなり強い。5Y6/l灰色粘土プロックと IOYRS/2灰白色粒子を少砧含む。

第11図 1号窯断割セクション図2
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第2翔逍構
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第12固 1号窯床面下施設実測図
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砂原古究跡



第 3章 遺 物

床面下施設迫物出土状況



第1節器形分類

砂原古窯跡で出土した追物は、窯跡の焼成品である碗類と皿類の他に、本窯を構築するために用い

られた床面下施設から出土した他の窯の焼成品である碗類と皿類も出土した。上記以外の辿物として、

窯道具である焼台も見られた。

この個体識別については、碗類、皿類ともに底部を基準にした方法を採用した。出土辿物の碗類、

皿類の底部の残存率50%以上のものを 1個体、それ以外のものについては、 一部の例外を除いて 0個

体と数え、総個体数として算出した。

砂原古窯跡から出土した迫物の総個体数は42 1点で、そのうち焼成品としての碗類は 29点、皿

類が37点で、碗類の焼成品全体に占める割合は6.8%、床面下施設から出土した碗類は 34 5点、皿

類が 10点で、碗類の床面下施設から出土した辿物全体に占める割合は97%である。各個体には登録

番号を記し、観察による情報は観察表として第 3表から第9表にまとめた。

碗類と皿類は、主として休部の断面形態を基にした分類と、これらをさらに口縁端部の断面形態に

よった分類を設定した。ただし、皿類については、底部に高台があるものと、無高台で底部が大きく

突出するもの、無高台で底部は突出しないものに分けた。

出土 した碗 ．皿の部位名称は第 13固に従って行った。

ド見込み

ロ径 > ロ端部

ロロ ー
益蘭

体部

ーゴ

［ 夏冒口〗／
高台径

高台底面

第13図部位等名称図
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砂原古窯跡



(1)碗類

碗類はイ本部と口縁端部とで分類した。

体部

A類 体部から口縁部にかけて断面形状が、直線的に立ち上がるもの。

B類 体部から口縁部にかけて断面形状が、曲線的に立ち上がるもの。

c類 体部から口縁部にかけて断面形状が、緩やかな S字形をとるもの。

D頬 体部の断面形状が直線的であるが、口縁部付近では外反するもの。

E類 立ち上がりのところで断面形状が内側にえぐれているもの。

口縁端部

1類 □縁端部がほぽ丸みを帯びたもの。

2類 口縁端部の断面形状が角張り 、端部の内と外の曲点がそれぞれほぼ直角なもの。

3類 端部の内側の曲点が外側の曲点より 、鋭角になるもの。

4類 端部の内側の曲点が外側の曲点より 、鈍角になるもの。

5類 口縁端部の端面が溝状にえぐれているもの。

6類 口縁端部の内側が突起状にはりでるもの。

7類 口縁端部が丸く外にはりでるもの。

碗類 体部

A類

-- C類

二

- E類

B類

二

- D類

口縁端部｀ 
i 第14図碗類器形分類図

ニニ ニニ 二
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(2)皿類

皿類は、底部と体部、口縁端部とで分類した。

底部

I系 底部が高台風にならないもの。

II系 底部が高台風になるもの。

皿系 高台が付いているもの。

体部

A類 体部から口縁部にかけて断面形状が、直線的に立ち上がるもの。

B類 体部から 口縁部にかけて断面形状が、曲線的に立ち上がるもの。

c類 体部から 口縁部にかけて断面形状が、ゆるやかな S字形をとるもの。

D類 断面形状が内側にえぐれているもの。

E類 断面形状が内側に 2段にえぐれているもの。

口縁端部

l類 口縁端部がほぽ丸みを帯びたもの。

2類 □縁端部の断面形状が角張り、端部の内と外の曲点がそれぞれほぼ直角なもの。

3類 端部の内側の曲点が外側の曲点より鋭角になるもの。

4類 端部の内側の曲点が外側の曲点より鈍角になるもの。

5類 口縁端部の端面が溝状にえぐれるもの。

6類 口縁端部が丸く外に張り出ているもの。

皿類底部ご □ -. 系□□□□二□：系
体部

A類 ~□□/ミ

D類 E類

ロ
口縁端部

v 
1類

?> 
2類

ク
3類

/
項

/
’
 
5類

/

6

 
第15図 皿類器形分類図
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第 2節窯内の遺物

碗 ．皿 ・焼台が出土しているが、その点数は少羅である。

碗（第16図）

碗は24点で焼成室と燃焼室に残っていたものである。

各部位の法是は、平均値で口径16.5cm、高台径8.2cm、器高5.4cmである。最大値は口径17.9cm、古 4
向口

径は9.4cm、器高6.2cmである。最小値は口径15.2cm、高台径は7.6cm、器高4.7cmである。高台底面付着

痕は籾痕が見られる。底部外面は糸切り痕が見られる。胎土は少最の砂が混じるものもあるが、ほ

ぽ良質である。焼成は良であるが、半焼けのものが4点見られた。器形分類はA類が4点、 B類が4

点、 C類が1点、 D類が5点で、更に口縁端部で分けると、 A類は、 1類が1点、2類が1点、 3類

が2点、 5類が1点あり、 B類は 1類が 1点、 3類が3点あり、 C類は 2類が1点、 D類は 1類が3

点、 3類が1点、 4類が 1点あった。なお、出土位置不明は試掘時に出土した迫物である。

--- ―-
- - . ＿ 

. -

-- - . 

-— 7 - 8 - 9 

- ----:_- -- 10 ー~- ---- 11 

_:_-_ -- - --

-_ - 12 - 13 - 14 

゜
10cm 

第16図 1号窯内出土碗類
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写真5 1号窯内出土碗類
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法量(cm)
翡 直グリット名 出土位置

口径 高台径

高台底面 底面外面見込み侠成胎土 釉の箇所 接合系統体部 口縁
器；；；｛寸精痕 内面口縁外面高台 蟷部

備考

1 碗 不明 16 5 80 5.0 もみ 糸切り 指ナデやや良良 あり あり A 3 

2 碗 20r 1号窯内 16.0 84 54 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり I A 
1 ゆがみきつい完影品に近い

3 碗 20r 1号窯内 16 3 85 55 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり A 5 

4 碗 20r 1号窯内 16 0 77 49 もみ 糸切り 不明 良 良ありありあり あり D 1 重ね2枚

5 碗 20r 1号窯内 15 2 77 54 もみわら 糸切り 不明 良 良ありありあり あり B 
3 内面全体Iこ釉付着有

胎土に小石含む

6 碗 20s 1号窯内 17 9 87 55 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありありあり あり A 
2 ゆがみきつい（長さ3X輻15)

7 碗 20r 1号窯内 16 8 8.2 48 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり D 1 

8 碗 20r 1号窯内 (16 3) 8.5 6.2 もみ 糸切り 指ナデやや艮良 あり 8 I 

9 碗 20, 1号窯内 17 3 8.1 47 もみわら 糸切り 18ナデ 良 良 あり あり

゜
3 

ゆがみきつい
寓台底面かまくそ付着

10 碗 20r 1号窯内 (164) 8.7 55 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 あり A 3 
口縁外面にかまくそ付着

11 碗 20s 1号窯内 (17 0) 83 58 もみ 糸切り ltiナデ 良 良 あり D 1 

12 碗 20s 1号窯内 16 9 89 5.4 不明 糸切り 1旨ナデ 良 良 あり D 
4 胎土に小石含む

13 碗 20s 1号窯内 16.6 85 57 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり B 3 

14 碗 Is 1号窯内 15.6 77 52 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり 8 3 ゆがみきつい

15 碗 不明 82 もみ 糸切り 不明 良 良あり
重ね5枚 始土に小石含む

16 碗 不明 8.8 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり
重ね慎片付着 1.6cm暢 板状
痕賓胎土に小石含む

17 碗 不明 8.8 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
胎土に小石含む内面磁灰板
状須賓

18 碗 不明 85 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
胎土に小石含む（慮郎糸切の面
に3ヶ所ワラ償賓）

19 碗 2200s r IIr s 1号窯慌成室 (7 8) もみ 糸切り 不明 良 良あり
内iii全体に111l付着

20 碗 20r 1号窯内 8.0 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり
胎土に小石含む

21 碗 20, 1号窯内 7.6 もみ 糸切り 不明 良 良 あり
内iii底邸かまくそ付着 2次使

- Illの釉賓

22 碗 20, 1号窯内 87 不明 糸切り 不明不良 良 あり
生煉

一 寓台底iii成9が不a窪み布

23 碗 20r 1号窯内 (16 0) (8.0) 55 不明 糸切り 不明不良良 あり C 2 生寓煉台1/3のみ残存

24 碗 20, 1号窯内 底径9I 不明 糸切り 不明不良良 あり
内面底郎にヘラ傷賓（長さ66X

一 幅02)生煉、高台1/7のみ残

25 硯 20r 1号窯内 82 不明 糸切り 不明不良良 あり
生煉 体郎に0.7x06と09 X 0.4 

ーの石賓

26 碗 Ir 1号窯内 76 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
寓台底面成1i不良窪み有

27 院 Ir 1号窯内 BI もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
内iii底郎に重ね煉片付着
胎土に小石含む

28 碗 Is 1号窯内 BO もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり
胎土に小石含む
冨台底面に板状頂布

29 碗 Is 1号窯内 94 もみ 糸切り 指ナデ 良 良

第3表 1号窯内出土碗類観察表

皿（第17図）

皿は 35点で焼成室から出土した。

各部位の法最は、平均値で口径8.2cm、底径4.6cm、器高2.2cmである。最大値は口径9.4cm、底径5.2cm、

器高2.7cmである。最小値は口径7.6cm、底径4.0cm、器高1.8cmである。これらを観察すると底部側面は、

糸切りが24点、糸切り後のナデが 1点、不明が2点、見込みは、指ナデが28点、ナデが 1点、不

明が1点であった。胎土は、 3mm大の小石が見られるが、均質で緻密な土で作られている。形態別に

観察すると、底部は高台風にならないものが 1点、高台風になるものが20点、高台がついているも

のが14点あった。体部では、 A類が4点、 B類が 1点、 C類が 1点、 D類が 12点、 E類が 16点

となり、更に口縁端部で分けると、 A類は 1類が4点、 B類は 1類が 1点、 C類は 4類が 1点、 D類

は1類が 11点、 4類が 1点、E類は 1類が 13点、 4頷は 3点である。

- 29 -
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cg30 ~ 31 

第17図 1号窯内出土Jl[l類 （その 1)

30 

写真6 1号窯内出土皿類 （その 1)

二三三／;1733

第171:X.I 1け窯内出土11□類（その 2)

33 

写真6 1号窯内出土Jlll類（その 2)

ロニニf36

第17図 1号窯内出土皿類（その 3)

36 

写真6 1号窯内出土皿類（その 3)

~ 34 

31 

ニ 32

゜
10cm 

ロニ35

゜

32 

10.cm 

34 

ニ 37

35 

~ 38 

゜
10cm 

37 38 

- 30 -
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ロニ39 ~d41 

゜
10cm 

第17図 1号窯内出土jJll類（その4)

39 

写真6 1号窯内出土皿類（その4)

40 41 

ロニ42 ~ 43 ニエ744
O

『

•

10cm 
j 

第17図 1号窯内出土皿類（その 5)

.4 
写真6 1号窯内出土皿類（その5) “ 4

 

C u45 ~ 46 ニ 47

＾
 

屑cm

第17図 1号窯内出土皿類（その6)

4 

写真6 1号窯内出土皿類（その 6)

46 

- 31 -
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ニ 48 ニ 49 ニ 50 ゜
10cm 

第17図 1号窯内出土皿類 （その7)

48 
写真6 1号窯内出土皿類 （その7)

4g 5d 

番号 器種 グリット名 出土位謂 ロ面 の P 口
傭考口径 器高 付舟痕 底面外面見込み焼成胎土 内面口緑外面 高台 接合系統体部 躇部

30 小皿 20, 20s I号窯燃焼室 (7 6) 23 良 良ありあり あり m B I 内面全IS重ね煉上段か
内面かまくそ付着

31 小皿 20r 20s I号窯撚燒室 81 2 1 良 良ありあり あり m D I 内面全釉重ね煉.tr~か
内面因蒻片付粁

32 小皿 20, 20s 1号窯焼成室 82 2 I 糸切り 指ナデ 良 良 あり D D I 

33 小皿 20, 20s I号窯焼成至 86 (4 6) 2 I 指ナデ 良 良あり あり m C 

34 小皿 20, 1号窯内 8.1 4.6 21 糸切り 指ナデ 良 良 ありあり Il D 1 

35 小皿 20, 1号窯内 8 1 48 23 糸切り 良 良 ありありあり N E 
I 内面全釉重ね煉上段か

内面かまくそ付青

36 小皿 20r 1号窯内 82 46 23 糸切り 指ナデ 良 良 あり n E 
I 内面絡灰

37 小皿 20, 1号窯内 94 50 26 指ナデ 良 良ありあり m D 1 

38 小皿 20, 1号窯内 82 43 2.4 もみ 良 良 ありありあり あり m 
内iii全釉重ね煉上fl!か

I 籍たまり打

39 小皿 20, 1号窯内 8.0 46 22 糸切り指ナデ 良 良 ありありあり あり Il D 
口縁にかまくそ付膏

40 小皿 20r 1牙窯内 8.3 48 20 もみ 指ナデ 良 良 ありありあり あり皿 D 
1 内iii重ね煉痕有

41 小皿 20, 1丹窯内 79 43 21 糸切り指ナデ 良 良ありありあり あり Il D 
内面重ね煉濱有

42 小皿 20r 1号窯内 82 47 23 もみ 指ナデ 良 良 あり皿 A 

43 小皿 20r 1号窯内 85 4.4 22 糸切り指ナデ 良 良 Il E 1 

44 小皿 20r 1号窯内 83 42 27 もみ 指ナデ 良 良 ありありあり あり Ill E 
4 口縁にかまくそ付精

45 小皿 20, 1号窯内 84 〈5I) 26 指ナデ 良 良 m D 
4 内面にかまくそ付"'

46 小皿 20, 1号窯内 77 45 24 もみ 指ナデ 良 良 ありあり 田 D 
外面隣灰

47 小皿 20, 1号窯内 8.0 4.7 27 糸切り 指ナデ 良 良 Il E 

48 小皿 20, 1号窯内 79 46 24 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 ill 

49 小皿 20, 1号窯内 83 44 24 糸切り 指ナデ 良 良ありあり D E 
外面R灰

50 小皿 20, 1号窯内 82 46 2 I 糸切り 指ナデ 良 良 あり D D 
I I 

51 小JIIl Ir 表土 (8 4) 45 23 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 Il I 

52 小皿 不明 表土、撹乱 40 もみ 糸切り指ナデ 良 良 Il 8 

53 小皿 20r 20s I号窯燃焼室 4 1 糸切り 指 ナ デ 良 良あり あり n 内面悶灰

54 小皿 20s 1号窯内 (77) 45 20 糸切り指ナデ 良 良 あ，) あり n E 
4 内面外面隣灰

55 小皿 20, 1号窯内 86 46 26 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 ありありあり あり皿 D 
I 内面外面11灰

56 小皿 20, 1号窯内 86 49 20 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり ll E I 

57 小皿 20r 1号窯内 84 4.6 22 糸切り 指ナデ 良 良 ありあり あり E E 

58 小皿 20, 1号窯内 [8 6] 45 (2 O] 糸切り 指ナデ 良 良 ありあり あり n A 
1 口縁変影

59 小皿 20, 1岳窯内 82 45 22 糸切り 指ナデ 良 良 ありありあり あり Il D 
1 内面重ね慎痕布

60 小皿 20r 1号窯内 86 46 1 8 糸切り 不明 良 良 ありありあり あり A 
底II釉布

61 小皿 20r 1号窯内 81 50 23 もみ 糸切り 指ナデ 良 良ありあり ありあり m A 

62 小皿 20, 1号窯内 82 5.0 2.2 糸切り 指ナデ 良 良 ありありあり D 
糸切りの後ナデがみられる

63 小Jill 20, 1号窯内 82 48 2 I 不明 ナデ 良 良 ありあり あり n 

64 小皿 20, 1号窯内 8.0 47 糸切り 指ナデ 良 良 ありあり あり Il 
口緑1こかまくそ付賛

20 I I重ね煉口縁1寸青

65 小皿 Is 1号窯内 8 I 52 21 糸切り 指ナデ 良 良 あり あり Il 
I 体郎にかまくそ付賛

口縁にII籟有

66 小皿 20, 1号窯内 77 45 20 もみ 糸切り 不明 良 良ありあり あり m E 
体郎にかまくそ付賛

第4表 1号窯内出土皿類観察表

- 32 -
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第3節床面下施設の遺物

ここでは、 1号窯焼成室床而の下に築かれた床面下施設に使用された土器について述べることに

する。床面下施設から出土した碗は 34 5点、皿は 10点であるが、分類できた迫物は碗21 6点、

皿9点であった。取上時の状況は、以下の第 10 (1)表から第 10 (10)表を、図は第 20図から第

2 1図を参照して頂きたい。なお取上番号は 1から 287までであるが、これは、単独の碗が複数枚

重ねられていたため、点数と番号は一致していない。

碗の各部位の法拡は、平均値で口径16.4cm、高台径8.4cm、器高5.2cmである。最大値は口径18.0cm、
高台径は9.7cm、器高は6.3cmである。最小値は口径15.0cm、高台径は7.2cm、器高は4.5cmである。底而

高台付筍痕はほとんど籾痕であり、 29 9点で86%を占める。籾菜痕は 17点で、邸痕は 3点であっ

た。底部外面は糸切り ・糸切り後ナデ調整 ・ナデ調整のいずれかで、糸切りは 31 8点で92%を占め、

糸切り後ナデ調整は 15点、ナデ調整は6点を数える。見込みは指ナデ調整かナデ調整のいずれかで、

指ナデ調整が28 2点で82%を占める。ナデ調整は 6点見られた。胎土には砂が混じるものもあるが、

直径3mm以上の小石を含むものが10 4点で全体の30%と比較的少なく、良と判断しているものが多

ぃ。焼成は、33 0点 (96%)が良という結果であった。

皿の各部位の法屈は、平均値で口径8.3cm、閲台径4.4cm、器邸2.4cmである。蔽大値は口径8.7cm、高

台径は5.0cm、器高は2.7cmである。最小値は口径8.0cm、高台径は3.7cm、器高は2.1cmである。底面嵩台

付珀痕は籾痕であり 4点を数える。底部外面は糸切りで、 6点を数える。見込みは指ナデ調監が6点

あった。胎土には直径3mm以上の小石を含むものが 1点のみ見られ、良と判断しているものが多い。

焼成は、良という結果であった。

イ五ミ！ 1類 2類 3類
A類

゜ ゜ ゜B類

゜ ゜ ゜c類 4 

゜
2 

D類

゜ ゜ ゜E類

゜ ゜
1 

合計 4 

゜
3 

第5表 1号窯床面下施設皿類器形分類別組合せ表

4 

3 

個体数 2

4類

゜゚
゜1 

゜1 

第18図 1号窯床面下施設皿類器形分類別組成図
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5類 6類 合計

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜
6 

゜ ゜
1 

゜
1 2 

゜
1 ， 

体部
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i~B 1類 2類 3類 4類 5類 6類 7類 合計

A類 15 7 13 3 2 5 2 47 

B類 28 13 34 13 8 7 2 105 

c類 15 8 7 1 3 ， 3 46 

D類 4 

゜
3 

゜
2 6 2 17 

E類

゜゜゜
1 

゜゜゜
1 

合計 62 28 57 18 15 27 ， 216 

第6表 1号窯床而下施設碗類器形分類別組合せ表

個体数

゜1類2類3類4類5類 6類 7類

ロ縁端部

、VE類
D類

c類 体部

B類

A類

第19図 1号慾床而下施設碗類器形分類別組成図

•号
67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

置
翡
醤
蹂
醤
蹂
蹂
翡
蹂
心
唱
唱
翡
翡
呻
蹂
蹂
蹂
蹂
翡
蹂
蹂
蹂
蹂
蹂
醤
蹂
蹂
翡
四

じ

jJI
下
IJI
下
IJI
下
jJI
下
jJI
下
IJI
下

Ill下
煉
下
jJI
下
jJI
下

Ill
下
IJI
下

jJI
下
IJI
下
IJI
下

Ill
下
IJI
下
jJI
下
jJI
下
IJI
下
IJI
下
IJI
下

IJI
下

jll
下
jJI
下
jJI
下
tJI
下

tll

ゴ
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯

iii
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯
面
窯

iii窯
iii
窯

iii窯
面
窯

iii
窯

面

窯

iii窯
面
窯
面
窯
面
窯

出
肉
床
渇
床
渇
床
渇
床
内
床
内
床
渇
床
内
床
渇
床
渇
床
舟
床
渇
床
内
床
渇
床
渇
床
渇
床
渇
床
渇
床
渇
床
内
床
渇
床
内
床
渇
床
渇
床
渇
床
渇
床
渇
床
渇

名

如

加

如

如

如

ゆ

如

如

加

如

如

如

叫

如

如

加

如

加

叫

如

叫

珈

グ

碩

硯

璃

磯

Ill

院

疏

磁

碩

IllIll

硫

慎

濃

IllIll

磁

慎

魏

疏

硯

硫

穫霧

魏 20, 

魏

磁

覇

璃

l 磯

第 7表

1

2

3

4

 

9

0

9

9

9

9

 

20, 

20, 

20, 

20, 

20s 

口径

17.1 

16 1 

153 

15.9 

163 

160 

15.6 

16.0 

16 3 

16.5 

16.6 

168 

16.0 

16.4 

16.2 

17.0 

164 

16.5 

159 

16.6 

15.8 

16 5 

16.6 

法量(cm)

寓台径

90 

79 

83 

80 

8 I 

80 

8.4 

86 

80 

80 

8.2 

84 

72 

8.2 

80 

9 I 

86 

83 

77 

84 

82 

86 

86 

捐高

SI 

so 

5 I 

48 

49 

55 

48 

52 

50 

53 

5.1 

50 

53 

5.3 

59 

56 

57 

56 

5 I 

5 I 

54 

55 

5 I 

付精痕 厩Iii外Iii見込み

もみ 糸切り指ナデ

もみわら 糸切り 指ナデ

もみわら 糸切り 糸切り

もみ 糸切り消ナデ

わら 糸切り指ナデ

もみわら 糸切り 指ナデ

もみ 糸切り指ナデ

もみ 糸切り措ナデ

もみ 糸切り指ナデ

もみわら 糸切り 指ナデ

もみわら 糸切り 指ナデ

もみ 糸切り指ナデ

もみわら 糸切り 11iナデ

もみ 糸切り指ナデ

もみわら 糸切り 指ナデ

もみ 糸切り措ナデ

もみ 糸切り指ナデ

もみ 糸切り 不明

もみわら 糸切り 指ナデ

もみわら 糸切り 指ナデ

もみ 糸切り 不明

もみ 糸切り 不明

もみ 糸切り 指ナデ

い

良

a
a
a
a
a
良

只

只

良

良

良

只

良

良

a
良

良

只

良

良

良

旦

159 8.3 54 もみ 糸切り指ナデ 只

164 86 51 もみ 糸切り指ナデ a 

16.3 BB 47 もみ 糸切り指ナデ 良

16.7 B.6 5 O もみ 糸切り指ナデ 良

15.9 7 7 51 もみわら 糸切り 揖ナデ 旦

1号窯床而下施設出土碗類観察表 （その 1)

舶土
証の●所

内面口絨外面高台
1量合系紐体郎

ロ
罐郎蓄号

只あり あり B 5 
9-71 
17 

a あり D 6 
9-71 
19 

良 あり C I 
9-71 lfl土に小石含む

28 

良ありあり B I 
9-71 lfl土に小石含む

32 内薦鱒灰

只 ありありありありあり D 6 
9-71 内園鰭灰

38 

a あり B 6 
9-71 lfl土に小石含む

41 

a ありあり あり A I 
9-71 裏台,.,員＂

42 

良ありあり あり D I 
9-71高台慮.,重ね慎片付着

46 

良ありありあり B 3 
9-71 内1ll仝体に籍付着

49 

只 あり D 6 
9-71 lfl土1こヽIヽ石を倉c
55 

良ありあり あり C 6 
9-71 
58 

旦 あり D 6 
9-71 裏台慮11l成”不ll窪み賓

59 

良ありありあり あり C 6 
9-71 1111土1こヽfヽ石を含む

65 

R ありありあり あり C 2 
9-71 1111土に小石含む

72 

良 あり B 6 
9-71 かまくそ付着

86 

良 B 6 
9-71 内●9本ひび劃賓

89 

只ありあり B I 
9-71 内漏円駐にかまくそぷつぶつに

90 付●

B あり C I 
9-71 OIiが3ヶ所はぜている

98 21欠●ね天場もの全体""付着

只ありあり A 6 
9-71 
106 

a あり A 2 
9-71 lfl土にヽ Iヽ石を倉む

110 

旦 あり あり C I 
9-71 重ね...
117 内llllこ重ね慎片付"'

旦 あり C I 
9-71 重ね9枚
119 

9 71 
完IIA

ー 内菖II灰の重ね慎き片H●
121 

9-71 内漏悶灰

126 
9-71 内薗●ね偵き片付●

134 かまくそ付●

9-71 ほぼ賽形晶

136 
9-71 OIiから体郎1こかけてひび割

148 れ賓り．

9-71 1111土に小石含む
153 Olliこ夏み賓り

良

a
a
a
艮

良

ありありあり

ありありあり

ありあり

偏考

あり

ありあり

ありあり

あり

B

8

C

D

D

 

34 
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——- - - - - --

- -_-

79 67 68 

゜
10,cm 

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その 1)

-9 
写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その 1)

―ニ―—-__  

- 69 - 70 71 

゜
10cm 

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その2)

ー
｀ 頌

写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その 2)

~o 

番号 器穫 グリット名 出土位置 ;t, 重 ¥CmJ 債1"ES/ff.lBI底面外面見込 煉成胎土 四の箇所 接合系絃体部 ロ諏取上 備考
口径高台径器高付着痕 み 内面口縁外面高台 靖部番母

95 硯 20, 1号窯煉成室 (154) 82 54 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり B 
9-71 内面贄灰

床面下施設 157 重ね2枚

96 祝 20r 1号窯悦成室 16 0 88 55 もみ 糸切り指ナデ 良 且 ありありあり あり A 
3 9-71 内iii鋒灰

床面下施設 166 

97 況 20r 1床号面窯下煉施成骰室 15 4 83 53 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり B 
3 9-71 高台底面にかまくそ付着

170 

98 硯 20s I床~面窯下燎抱成設窒 15 8 82 55 不明 糸切り 不明 良 良 ありありあり あり C 
3 9-71 重ね3枚

173 

99 碗 20s 
1号窯焼成室

16 6 8.1 5.7 もみ 糸切り指ナデ 良 良 ありありあり あり C 
9-71 口縁から体郎1こかけてひび窮

床面下泥設 177 れ(2ヶ所）

競 1岳窯焼成室 16.4 もみ 糸切り指ナデ 良 良 ありあり A 
9-71 

100 20s 
床面下沌!It

8.0 53 6 184 

101 碗 Ir 
1号窯侠成室

156 8.3 4,9 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり A 
3 9-71 胎土に小石含む

床面下柁設 191 

磯 1号窯悦成室 16 4 8.9 52 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり C 
9-71 口縁降灰

102 20r 
床面下施設 1 194 

103 碗 20r 1床号面窯下燒施成設室 16 5 85 52 もみ 糸切り 不明 良 良 ありありあり B 
9-71 2枚重ね
196 内iii患邸重ね片付着

104 碗 20s 1床号面窯下焼施成設室 16 8 86 53 もみ 糸切り指ナデ 良 良 B 
9-71 れ口縁ありから体純にかけてひび劃

197 高台澤面に板状須あり

105 碗 20s 1号窯燒成室 17.5 86 53 もみ 糸切り指ナデ 良 良 ありありあり あり B 7 9-71 
床面下施設 204 

106 碗 20s 1号窯侠成室 16,1 74 52 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり B 
6 9-71 

床面下杷設 210 

I 107 碗 20s 1号窯焼成室 16.4 9.0 5.4 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり ありあり B 
3 9-71 

臣面下臣位 213 

第7表 1号窯床面下施設出土碗類観察表 （その 2)
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72 73 

第20図 1号窯床面下施設出土碗類 （その3) ゜
74 

10cm 

l _~,4,Zi. 追ヽ・ふ造ニい：：ち；、
~ 

7_3 
写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その3)

番号 器種グリット名 出土位置
;"軍¥Cffl/ 高古底面 焼成胎 釉の憶所 接合系紐体部 ロ樟収上 備考口径 高台径 器；；； 付青痕 底面外面見込み 土 内面口緑外面高台 靖部番丹

108 碗 Ir 1号窯焼成室 16 2 85 4 7 もみ 糸切り 不明 良 良 あり B 
9-71 3枚重ね

床面下施設 I 215 

109 碗 Ir 1床号面窯下焼施成設室 16 4 76 52 もみ 糸切り 不明 良 良 あ り あ り C 
1 9-71 21タ重ね

219 

璃 Ir 1床号面窯下焼泥成設室 16.6 91 49 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 ありあり あり B 
9-71 

110 2 221 

111 貌 Ir 1-1}窯焼成室 16.0 90 49 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 あり B 
9-71 高内面台底部窪みあり

床面下肥設 5 227 高台底l/3面JJ板1-f.状痕あり

112 碗 Ir 
I-it窯煉成室

158 78 52 もみ 糸切り 不明 良 良 ありありあり あり B 
9-71 5枚重ね

床面下把設 1 229 高台底面板状痕2本あり

113 碗 Ir ＂床吾iiii窯下煉施成設室 164 88 55 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 B 
2 9-71 ほぼ元形品

231 

114 碗 Is 
1号窯焼成窒

154 88 50 もみ 糸切り 不明 良 良 ありありあり あり B 
9-71 4枚重ね

床而下施設 1 241 

碗 20s 1号窯悦成室 16 2 87 55 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 ありあり B 
9-71 

115 
臣面下迄慇 3 242 

第 7表 1号窯床面下施設出土碗類観察表（その 3)

- - -- -

--. - -

・-・ 75 76 77 

゜
10cm 

第201又I 1サ窯床而下施設出土碗類（その4)

L 
写真7 1号窯床面下施設出土碗類 （その4)

立
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番岳 器ll グリット名 出土位置 ;;r,; ー¥Cm/ '"'古1丘］底面外面見込み燒成胎土 氾の箇所 接合系統体部口紐収上 備考
口 径 高 台 径 騒 高 付 汽 痕 内面口縁外面高台 蟷部 番号

116 碗 20s 
1号窯焼成室 9 1 51 不明 糸切り指ナデ 良 良ありありあり あり B 

2 9-71 高台底面板状痕2本あり

1床号面窯下り柁設 16 2 
245 

117 碗 20s 床面下焼施成設室 16 1 78 5.4 もみ 糸切り 不明 良 良ありあり あり B 
3 9-71 2枚重ね

248 

118 碗 ls 
1号窯焼成室 16 3 88 53 もみ 糸切り 18ナデ 良 良 あり 8 

9-71 高台7/12'良存

床面下泥設 3 253 

119 碗 ls 1床丹面窯下焼陀成設室 (16 8) 87 57 不明 糸切り 不明 良 良ありありあり あり D 
5 9-71 5枚重ね

255 

120 碗 ls 1床号面窯下焼花成設室 158 8 1 5.0 もみ 糸切り 不明 良 良ありありあり あり C 
9-71 4枚重ね

1 258 

121 硯 ls 1床丹面窯下焼施成設室 154 82 5.2 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり 8 
9-11 内面底郎ひび割れ2ヶ所

1 260 

122 院 Ir 1床号面窯下燒施成設室 (16 2) 86 53 もみ 糸切り 不明 良 良ありありあり A 
9-71 3枚重ね

3 282 内面麟灰

123 碗 20s Is 1床号面窯下焼施成設室 8,2 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり あり
ー ー 9-31 高台底面に煉台付着

院
1号窯煉成室

生慎Itっぽい
124 Is 

床面下施設
底径 84 不明 糸切り 不明 不良 良 あり ー ー 9-58高台全剥饉

125 院 20, 
1岳窯焼成室

81 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり ＇ 
9-71 体郎外面糸切りの糸,:ね跡賓

床面下施設 I 1 外面底郎に重ねの捻布

1岳窯煉成室
ヤ

I 9-71 内II面高全ゆ体がみに釉賓付着
126 碗 20, 16.6 8.0 [5 2] もみ 糸切り 良 良ありあり C 

床面下施設 2 内面底的該釉付膏

127 碗 20r 
1号窯燒成室 9.0 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 あり

9-71 

臣酉ヱ筵位 3 

第 7表 1号窯床面下施設出土碗類観察表 （その 4)

- -~ ー・

- -~- - ~: 

― 78 80 - 81 

゜
10cm 

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その 5)

7g1 

写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その 5)
û1
 

8
―
 

81 

--一-- -

—-— 
ー 82 - 83 

゜
84 

10.cm 

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その 6)

8~ 
写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その 6)

- 37 -

第 3卒逍物



閉悶 器9璽 グリット名 出土位置 口径 法高量台(c径m) 器高 高付台粁底痕面 底il!i外面見込み 仇成 胎土内il!i 口袖繰の箇外所面高台 接合系紐体部 蟷口紐部取番号上 傭考

128 碗 20, 1床-rtilii窯下煉柁成設室 (16.0) 84 52 もみ 糸切り 良 良ありあり C 
9-71 (天場もの）内iii底郎に釉付着

3 4 給土に小石含む

129 碗 20, 1床号面窯下!l!栢成設室 (16.0) [83] 52 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり 8 
9-71 体郎外面に18の跡布

3 5 口縁内と外四方に粒布

130 院 20, 1号窯焼成室
83 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり ー 一 9-71 ・体台郎3外/4面残に存糸切の糸あたり跡

床面下施設 6 布

131 碗 20, 1号窯慎成窒
85 もみ 糸切り ＆ 旦 あり

9-71 内高面台底1/4郎fJに7-'/-ひ0び祈割々れはずあれりてい

床面下施設 7 る）

高台底面長さ4四寸5精x方幅にOfllJI1反寸状賛痕
1床号面窯下IJ!施成設室 (16 2) 

賓口繕内と外
132 碗 20, (8 3] [53] もみ 糸切り 指ナデ 良 良 ありありあり A 3 9-7! 内面底郎重ね付

8 

133 碗 20, 1床舟面窯下煉施成設正 (16 0) 86 (4 9) もみ 糸切り指ナデ 良 良 ありありあり C 3 9-，71 高へう台の濯あ面た板り状閉償布

134 碗 20, 1昇窯煉成室
85 もみ 糸切り指ナデ 只 良 ありあり

9-71 
床面下施設 10 

135 碗 20, 1号窯焼成室
87 もみ 糸切り指ナデ 只 良あり I ― ― 9-"71 内重面ねJft煉ft片l付精床面下施設

I 高台屯面粘土付着（長さ2X帽
136 碗 20, ·~ 窯煉成室 9.0 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり

9-71 07)内jjj底郎重ね浪片付糟
床面下胞設 12 

砂内薗小i底糾重わ慎片付蜻

I 
石付精

137 碗 20, 1号窯焼成空
9.0 もみ 糸切デリナ 指ナデ 良 良 あり

9-71 高台3/4残存
床面下栢設 13 寓台慮面紅釉付精

糸切りの復ナデがみられる

138 魏 20, 1号窯焼成室
94 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり

9-71 内面悶灰
床面下施設 14 

139 碗 20, 1床~面窯下焼施成設室 〈164) (8 5] 5.3 もみ 糸切り指ナデ 良 良 ありありあり あり A 
I 9-71 内面重ね煉片付膏

15 寓台が1●円Jj

140 碗 20, ＂床吾iili窯下焼肥成設窒 (17.0) 92 53 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありありあり あり B 
3 9-71 内面外聞隣灰

16 

141 院 20, 1床-<t面窯下煉施成設室 (17.o) 82 53 もみ 糸切り指ナデ 只 旦 あ り あ り B 
9-71 内iii陽灰

l 18 胎土小石含む

142 碗 20, 1床号面窯下煉詑成設室 (166) 7 7 〔50] もみ 糸切り 不 明 良 良 ありありあり あり B 
9-71 口縁覧駐

4 20 内面全体藉

143 碗 20, 1号窯焼成室
8.1 もみ ナ デ 指ナデ 良 良あり あり

0-71 内外面繹灰
床illi下肥設 22 

144 碗 20, 1号窯煉成室
82 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり

9-71 内面輝灰
床面下応設 23 

145 碗 20, 1床号面窯下煉応成設寄 (16.0) 85 46 もみ 糸切り ナ デ 良 良 ありあり あり

゜
7 9-2471 胎内面土臼•Iヽ灰石含む

146 碗 20, I床~面窯下煉肥成設宮 (170) 80 52 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 あり あり D 
I 9-71 内面紐灰

25 

147 磁 20, I床-Ii}面窯下燒陀成設窒 (16.2) 83 53 もみ 糸切り ナ デ 良 良 ありありあり あり C 
9-71 胎土に小石含む

6 26 内見園込鵠板ナ灰デ

148 綱 20s 1床号面窯下煉栢成設窪 (16.4) 85 50 もみわら ナ デ ナデ 良 良ありあり ありあり A 
3 9-71 内薗重ね慎片付青

27 胎土に小石含む

140 硯 20. 1号窯煉成室 16 2 92 50 もみわら 糸切り 指ナデ 良 良 あり C 3 9-2971 胎高台土慮に小面石に含帽む痕賓床面下柁設

150 慎 20, 1牙窯煉成室 168 8,6 53 もみ 糸切り指ナデ 旦 良 あり A 
9-71 胎土に1Jヽ石含む

床面下應設 1 30 

151 硯 20, 1床号面窯下焼施成設室 (166) [8 5] 5.4 もみ 糸切り IBナデ 良 良 あり あり A 
2 9-71 高底郎台外がl面員にFl餃籍付着

31 口繕饂灰

152 峨 20, 1床-I½面窯下燒柁成設室 (15.8) 80 5.0 もみ 糸切り ナ デ 良 只ありあり A 
7 9-71 拍土に小石含む

33 

153 碗 20, ·床~iii窯下慎庇成設室 (16 3) (8 1] (5 3) もみ 糸切り指ナデ 良 良 あ り あ り あり C 
6 9-71 畢口繰郎変外形面伝状百む痕打

34 胎土に小石
内面口縁緯

154 碗 20, 
,.q窯焼成宣

8.1 不明 不 明 指ナデ 良 良あり
9-71 内面糠は鱗灰

床iili下肥設 - - 35 高台慮郎に煉台付懲

1床<}面窯下焼施成設室 (16 2) 
給土重外に1・こロ小ね国小緯石煉に石鋒含“含片灰む釉む付

155 碗 20, 88 4 7 もみ 糸切り指ナデ 良 只 ありありありあり B 1 9-71内面 精
36 内面

厄郎 付潰

156 碗 20, 1床号面窯下焼肥成設窒 (15 6) 83 5.0 もみ 糸切り 指ナデ ＆ 良ありあり あり A 
9-71納土

I 37 内面賛灰

157 碗 20, I床~面窯下燒施成設室 (16 6) 7 3 4.9 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり あり A 
4 9-71 3桟重ね（法量．＂．その他は一

39 鬱下の璃を記入）

158 碗 20, 1床-it而窯下煉施成設窒 [17.4) 93 [5.5] もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり B 2 9-40 71 内口縁面籍覧形鴎灰

159 碗 20, 1号窯焼成空
7.8 もみ 糸切り指ナデ 良 良

9-71 体郎外面糸切りの糸あたり筍
床面下栢設 - - 43 賓（長さ75) 

160 碗 20, 1床号面窯下焼施成設窒 (160) (~.3) 58 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり C 

高台1/2残存

2 9-4471 体高郎台内慮iiiiii粘板土状粒復付賓精

161 碗 20, 1床号面窯下焼花成設室 (160) 85 5.3 もみ 糸 切り 指ナデ 良 良 ありありありあり C 
3 9-71 内面ぼ面割れ日布

45 体綿内外口方釉付糟

162 疏 20, 1床丹面窯下煉詑成設室 (16 6〉 83 45 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり B 
9-71 寓台底面板状痕賓

3 47 体部外面に小石布

163 碗 20, 1号窯焼成室
85 もみ 糸切り指ナデ 良 良

9-71 内iii底郎中央に窪み有
床面下庇設 48 

164 貌 20, l床'tiili窯下煉施成設窒 (16.0) 72 53 もみ 糸切り 不 明 良 只 あり A 1 95-071 給口紐土rr:::: ひ小び石mを含れむ布

165 碗 20, 1床号面窯下焼胞成設室 [16 6] 83 [50] もみ 糸切"Tり・ナ 指ナデ 良 a あり あり A 
6 9-71 糸切りの復ナデがみられる

51 口縁にかなくそ付賛

166 碗 20, 1床号ilii窯下煉施成設窒 [16 2] 83 [5.0] もみ 糸切り指ナデ 只 只ありあり あり C 
9-71ゆがみが強い

5 52 納土にヽ Jヽ石を含む

167 碗 20, ＂床号iili窯下煉施成設宣 (16 2) 85 55 不明 糸切り指ナデ不良 良 あり A 
9-71 生煉けっぽい

I 53 

168 碗 20, 1床-1}il!i窯下煉施成設室 (160) 底径85 5.0 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 ありあり A 
9-71 寓台1/4残存

4 54 

169 碗 20, 1床号illi窯下焼施成設室 (16 2) 底径85 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり ありあり C 
7 9-71 高台1/2,..l存

56 内聞閾灰

170 碗 20, 1床号面窯下焼施成設窒 (16.4) 9.0 50 不明 糸切り指ナデ 良 良 あり A 
9-71 高台2/3残存

I 57 

171 碗 20, 1号窯燒成室
85 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり

9-71 内記綽灰
床面下杷設 58 

172 碗 20, 1号窯燒成室
16 7 8 7 52 もみ 糸切り指ナデ 且 良 あ り あ り あり A 6 9-5871 重内ね菌臼煉灰片付着床面下泥設

173 碗 20, 1号窯jJ!成室
92 もみ 糸切り指ナデ 良 G. 

9-71 胎土に小石を含む
床面下詑設 59 

174 碗 20, 1床号面窯下焼施成設窒 (5 5] 79 50 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 あ り あ り A 6 9-71 ゆ内が面み鴎灰彊い

175 院 20s 
1号窯焼成室

7.8 もみ 糸切り 指ナデ 良 良あり
96-0 71 ほ内ぼ国完隣形灰品

床面下施設 - - 61 内珊底郎かまくそ付精

176 碗 20, 1中号=窯~燒..,成,室~ 〈16 2) 80 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あ り あ り あり C 
6 9-71 内面降灰

62 

第 7表 1号窯床面下施設出土碗類観察表 （その 5)
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- 85 - 86 

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その 7) ゜
87 

10cm 

製 I 

一
紅

写真7 1号窯床而下施設出土碗類 （その7)

番号 器種 グリット名 出土位置 ;t, 軍 <Cm/ 高台底面底 胎 粒の箇所 t妾 系 口鰈収上
備考口径 高台径 翡高 付青痕 面外面見込み煉成 土内面口縁外面高台 合 杭体部蟷部番号

177 碗 20, 
1号窯煉成室

8.0 もみわら 糸切り 指ナデ 良 良
9-71胎土に小石を含む

床面下花設 63 

178 碗 20s 1号窯燒成室 (16 2) 78 58 もみわら 糸切り 不明 良 良 ありありあり あり
9-71 内面全面粒着

床面下施設 B 4 64 高重台ね3慎14片112存枚

179 碗 20s 
1号窯煉成室

84 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり
9-71 I底綿外ililこ籍がみられる）

床面下施設 66 飴土に,,ヽ石含む

180 碗 20s 1号窯燒成室 (17 2) 9.0 47 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり C 
9-71 胎土に小石含む

床iili下詑設 I 67 

181 演 20, 1岳窯焼成室 (166) 82 5 7 わら 糸切り指ナデ 良 良 あり A 
9-71 口縁釉緯灰（底郎外面に籍が

床面下施設 3 68 みられる）胎土に小石含む

182 碗 20, 1号窯燒成室 (17 4) 93 5.0 もみ 糸切り 指ナデ 良 良ありあり あり A 1 9-71 ° 内縁面内に重面ね籍煉閾片灰付着
床面下施設 69 底郎外iii板償あり

183 碗 20r 1号窯燒成室 (17.4) 95 50 もみ 糸切り ナデ 良 良 あ り あ り A I 9-71 胎口絨土内にヽ面Iヽ石籍含緯む灰
床面下施設

71 内面重ね煉片付賛

184 碗 20r 1床号面窯下焼栢成設室 (16.6) 8.3 54 もみ 糸切り ナデ 良 良 あり B 
9-71 底邸ひび割

1 73 

185 碗 20r 1号窯憬成窒 (16 4) 86 57 わら 糸切り 不明 良 良 ありありあり
9-71胎土に小石含む

床面下施設 B 74 内iii全iii釉の中に外iii粕鯰
灰、鉄粒賓

186 魏 20r 
1号窯燒成室

8.4 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
9-71 内外iii枯鋒灰

床面下施I反 75 

187 碗 20r 
1号窯慎成室

[8.4] 不明 糸切り指ナデ 良 良あり 9-71 冨台軸が贄9員Pl
床面下庇設 77 内iii 灰

188 碗 20, 
1号窯jJ!成室

17,0 底径93 ~2 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり A 
5 9-71 高台が楕円

床面下施設 78 

189 碗 20r 1号窯煉成室 (164) 83 53 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり B 
3 9-71 口縁釉緯灰

臣面下臨慇 79 

第 7表 1号窯床面下施設出土碗類観察表 （その 6)

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その8)

-- -
. -

88 -- 89 90 

~ 
写真7 1号窯床面下施設出土碗頬（その8)

- 39 -

89 

O
・
 

10cm 

g(j 

第3平 辿物



遺物 法量(cm) ム 釉箇
番号 器 種グリット名出土位置 高付口精底痕面 底面外而兄込み焼成胎土 の所 接＾系統体部 口繰 Jlli上

口径高台径器高 内面 口縁外面高台 ロ 端部番号 備考

190 碗 20r 1贔贔母沿酎窯砧醤慎鷹成器¥ 室 [152) 8.7 [5.4] もみ 糸切り 指ナデ 良 良 あり あり A 7 9-71元"の濃だが変形碗 80 胎土に小石含む

191 20, (17 2) 8.9 5.2 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あ り あ り あり A 9-71 口縁内面釉絨灰I 81 

192 碗 20, - 86 — 不明 糸切り指ナデ 良 良 ありありあり 9-71底糾ひび割

193 碗 20, ー 74 - もみ 糸切り 指ナデ 良 良 - - 98-271底胎郎土高に台小石全含面む釉外面釉伍灰

194 碗 20r — 83 ー もみ 糸切り指ナデ R 良あり 98-3 71 

195 碗 20, (172) 84 46 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あ り あ り C 98-3 71胎土9こ,,ヽ石含む
19 硯 1 84 口縁内面釉鴻灰
6 20, (16.0) 80 55 もみ 糸切り指ナデ 良 只 あ り あ り あり B 3 9-71胎土に小石含む

197 碗 20r (164) 9.1 47 もみ 糸切り 指ナデ 良 良 ありあり C I 98-4 71胎土に小石含む
198 碗 85 口縁内面粒滋灰

A 2 9-71 口縁内面註応灰

199 碗 20r (166) 85 52 もみ 糸切り 1旨ナデ 良 良 ありあり B 98-7 71胎土に小石含む
200 碗 2 88 内面重ね慎付着

20, (170) 82 52 もみわら 糸切り 指ナデ 良 良 C 9-71胎土に小石含む6 91 

201 碗 20, - 82 ー もみ 糸切り rnナデ 良 良 9-71飴土に小石含む

202 碗 20r - (84) ーもみわら糸切り指ナデ良良あり 一一 99-2 71裏台1/3残存
碗 糸切り 93 重ねi見片付着

203 20, (164) 86 ,o もみ ナ-・ 18ナデ 良 良ありあり あり B 4 9-71糸切りの後ナデがみられる
碗 T 94 胎土に,1ヽ石含む

204 20, 掲暦晶.配贔贔醤科混霞践翡 ー 90 ー 不明 糸切り指ナデ不良 良 あり 9-71生慎けっぽい
205 碗 20, - 85 ー もみ 糸切り、 指ナデ 良 良あり あり 99-5 71糸切りの復ナデがみられる

ナT 96 内iil陽灰

206 碗 20, (16.4) 85 48 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり C 2 , -71高台底面に板状頂賓
胎土に小石含む

207 碗 20, (16.4) 底径80 残<存n長 不明 糸切り指ナデ 良 良あり あり B 6 9-9"7 7' 1高台全郎欠けている

第7表 1号窯床而下施設出土碗類観察表 （その 7)

10cm 
j 

第20図 1号窯床而下施設出土碗類 （その9) ＾
 

91 
＇ 

写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その9)

- - --
- --

94 こ 96

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その10) ゜
97 
10cm 

.9. 
写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その10) ＾
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芦 鱈II グリット名 出土位置 口径 法高量台(cm径) 彗高 ""付古讀心痕四 底面外iii見込み 煉成 胎土 内面口糠縁の111外所面高台 接合系紐体部 蝸口縁郎 Ill!蓄号上 傭考

208 硯 20s 
1号窯悦成室

8.6 もみ 糸ナ切Tり、 指ナデ a 良あり
9-71 糸切りの検ナデがみられる床面下糀設 - - 99 内11!鱈灰

209 璃 20s 
1丹窯煉成室

85 もみ 糸切り指ナデ 良 a あり あり
9-71 糸切りの紐ナデがみられる

床iii下肥設
100 内裏11台麟霞灰面鮫韓付●

210 碗 20s 1床号面窯下慎花成設室 16 8 82 5.8 もみ 糸切り 不明 只 a あり あり A 
3 9-71 重憲ね村3付校着

101 富台慮飾1こひび＂れ
211 碩 20s 1床号面窯下煉応成設室 (170) 8.0 55 もみ 糸切り 指ナデ a 良 ありありあり あり B I 91-0721 内裏Iii台●慶糾llilかこ慎拿く台そ付付●着

212 璃 20s 
1号窯煉成室

16 8 底径90 5 1 もみ 糸切り憎ナデ 良 Q あり あり C 7 91-0731 ●飴台土にI,小●残石存を含む床iii下柁餃

重ね5牧
213 璃 20. 

1号窯燒成室
6.5 もみ 糸切り 不明 良 良 あり 8 4 91-0741 内内園●金に富111く軸そ付付•• 床面下施設

裏裏台露聞にひび劃れ
214 碩 20s 1床号面窯下慎純成設室 16 8 底径 95 残5存5長 もみ 糸切り憎ナデ 良 9. ありあり C 

9-71 台I-4残存
1 105 

215 琉 20s 
1号窯煉成室

8.5 もみ 糸切り指ナデ 良 良
9-71胎土に小石を含む

床面下路設
107 

216 譲 20s 1床号iii窯下煉応成設室 170 85 55 もみ 糸切り 不明 良 a あり A 1 9-71 ゆ重がねみ5桟憧い富り付•
108 内II!全ll!lt付着

217 碗 20s 1床号面窯下煉花成設室 (16,0) 8.8 55 もみ 糸切り 不明 良 良 ありあり あり D I 91-079 1 重内ね園2金枚体に竃材付着

218 磯 20s 1床号iii窯下煉範成設室 (16 2) 8.7 5.5 もみ 糸切り指ナデ 良 a あり C 
4 9 ＿71 富内.台.2/3.残粘存土付•

111 富台霞面かまくそ付着
219 魏 20s 1床号面窯下慎應成設室 (16 5) 測定不能 5.4 不明 不明 不明 良 良 ありありあり あり

9-71 内11竃麟重ね3桟片付層

C 2 1 12 重寓ね台憲3塵り枚撞面Iiiナ煉極ア竺台が●faみll!賓ら1号窯煉成室
糸ナ切Tり、 指ナデ 良

富台220 譲 20s 85 もみ R あり あり ー一 9-71 糸切 れる床面下純設
I 140 内Ill霞鱈重ね燻片9寸●1号窯慎成室

もみ
I 9-71 寓台1/4残存221 碗 20s 

床面下栢設 底径 83 糸切り 不明 a 良 あり D 7 114 重ね3枚
1号窯煉成室 I • 9-71 重ねヽ 校222 碗 20s 
床面下施設

8.7 もみ 糸切り 不明 只 良 あり C 6 115 

223 演 20s 1床号lli窯下煉柁成設室 (170) 86 53 もみ 糸切り揖ナデ 良 良ありあり B 
9-71 内墨竃●●ね慎片付着

2 116 

224 碗 20. 
1号窯煉成室

85 不明 糸切り指ナデ 良 良 ー 一 9-71 富裏台台31慮●薗残飯存状●賓床面下施設
118 諭土に小石を含む

225 磯 20, 1床丹iii窯下煉詑成設室 153 7.7 5.0 もみ 糸切り揖ナデ 良 R ありあり あり A 
9-71 馳土1こヽIヽ石を倉む

• 120 内ほ11ぼ1亮こ麟"灰

226 競 20s 1床号面窯下慎施成設室 (16 2) 85 50 もみ 糸切り措ナデ 良 R ありあり あり B 
3 9-71 外内薗圃慶体馘鶴にに重重ねね慎煉片片付付●● 

122 

227 磯 20, 
1号窯煉成室

72 もみ 糸切り憎ナデ 良 良あり
9-71 馳土1:::,11石含む

床面下詑設 124 

228 慎 20s 
1号窯慎成室

9.3 もみ 糸ナ切デり、 指ナデ 只 a ぁり あり
I 9-11 馳糸切り貨ナデが見られる

床面下篇設 125 土1こヽIヽ石含む

229 磯 20s 1床号lli窯下9良柁成設室 (150) 底径 85 5.3 不明 糸切り措ナデ 良 a あり B 3 91-275 1 • 馳台土に1,小4J.l石~含(.•
230 碗 20, 

1号窯慎成室
(8.7) もみ 糸切り指ナデ 良 良あり 9-71 体齢外iii糸切りの糸あたり11i1床面下應設 - - 125 あり

231 覇 20s 1床号iii窯下煉応成設室 160 80 (5 5) もみ 糸切り 不明 良 良 あり A 3 9-71 重富ね台3竃校薗極状●あり
127 ゆがみ彊い

232 硯 20s 
1号窯煉成室

83 もみ 糸切り 不明 良 良
9-71 重ね8枚

床面下柁設 ―l - 128 寓材付着
233 碩 20s 

1号窯煉成室
92 もみ 糸切り 措ナデ 旦 良 i 9-71 内圃竃麟ひび割れあり

床面下11!i餃
I 129 

1号窯慎成室 9-71 生慎Itつぼい234 磯 20, 
床面下柁設 85 もみ 糸切り Illナデ不只 良 あり ーー 寓台7/10残存

129 寓重台慮1li板状虞あり
235 碗 20.- 1床号面窯下煉誕成設室 (17 6) 8.8 55 もみわら 糸切り 不明 良 良 あり あり

9-71 ね5枚
C 2 130 内●慮“重ね煩e片付着

236 磯 20r 
1号嘉煉成室

18 もみ 糸切り 不明 良 良 A 
9-71 重ね3tt

床面下沌設 3 131 
1号窯伐成室 ： 

9-71 内園鯰灰237 碗 20, 
床面下栢設

85 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり 132 内圃鰭灰

238 硯 20r 1床号iii窯下煉肥成設室 (168) 82 52 もみ 糸切り !Iiナデ 只 a ありありあり B 
9-71 内曇..重ね1.tP片付•

3 132 

239 魏 20, 
1号窯慎成室

168 85 48 もみ 糸切り指ナデ 良 a あり B 
9-71 寓台2/3歿存

床面下庇設 4 133 

240 濃 20. 1床号iii窯下煉応成設室 17 2 94 4.8 もみ 糸切り 不明 良 良ありありあり あり A 
2 9-71 ”2校●体藝に重ね慎片付鴫重ね

135 内111竃齢重ね慎e片付•
241 碗 20, 1号窯煉成室

(9 2) もみ 糸切り揖ナデ 只 只
9-71 寓台1/2以.t残存

床面下柁設
137 

242 碩 20r 
1号窯煉成室

8.9 もみ 糸切り 指ナデ 良 a ぁり 9-71 内薗鱒灰
床iii下屁設

138 
243 慎 20r 1床号面窯下煉詑成設室 (16 2) 底径 9.0 46 もみ 糸切り 憎ナデ 良 良 あり C 

9-71 ●も1,2以上11存
1 139 

244 碗 20, 1床号面窯下煉詑成設室 〈160) 底径 85 5.0 もみ 糸切り指ナデ 良 a ありありあり B 4 91-470 1 寓馳台土に1/,3,残ヽ石存含む

245 碩 20r 1床号面窯下煉応成設室 (168) 90 5.3 もみ 糸切り揖ナデ 良 良 あり B 4 9-71 
141 

246 院 20, 1床吾面窯下煉柁成設室 (16.8) 87 55 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり A 
9-71 内111闊灰

I 142 富台慶面板状饂あり

247 競 20.-
1号窯慎成室

87 もみ 糸切り 指ナデ a a あり
9-71 Ill土1こヽIヽ石含む

床iii下抱設 142 
248 璃 20,- 1床号面窯下煉詑成設室 16 2 8,5 52 もみ 糸切り !Iiナデ 良 良ありあり あり B 

3 9-71 馳土に小石倉（；
142 

249 碗 20, 
1号窯煉成室

7.7 もみ 糸切り 指ナデ R a あり - - 91-4731 馳内土11に重小ね石燻會き片む付●床面下柁設

250 磯 20.-
1号窯煉成室

88 もみ 糸切り 憎ナデ 良 良あり
9-71馳土に小石含む

床iii下抱設

＇ 
143 

251 碗 20,- 1号窯煉成室
83 もみ 糸切り措ナデ 良 良 9-71 

床面下施設
145 

252 嬢 20, 1床号iii窯下慎純成設室 (166) [84] 5.3 もみ 糸切り 指ナデ 良 a ありあり B 3 91-4761 馳内土●に重小ね石慎含き片む付●

253 Ill 20s 1床号面窯下煉施成設室 [17 2) 8.7 [5.8] もみ 糸切り 不明 良 良ありあり B 
9-71 重ね4牧

I 147 馳土が小石を含む罵材付•

254 碗 20, 
1号窯煉成室

81 もみ 糸切り 情ナデ a 只あり - - 9 -71 馳内土薗にに小重石ね燻含む片付•床面下詑設
148 富台に重ね慎e●見られる

第7表 1号窯床而下施設出土碗類観察表 （その 8)
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゜
10cm 

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その11)

98 

写真7 1号窯床而下施設出土碗類 （その11)

99 100 

101 102 

第201又I 1号窯床面下施設出土碗類（その12)
n
 

103 

呼rn

101 

写真 7 1り窯床而下施設出土碗頷（その12)

102 10 

104 105 106 

゜
10cm 

第20図 1号窯床面ド施設出上碗類 （その13)

'.. ;.i・ 7;1~ 齊鴨翠大・知

ど~~!
-・・-

10 

写真7 1号窯床而下施設出土碗類（その13)

r" 
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;;  器9璽 グリット名 出土位置 口径 法；；；量台(c径m) 器；；； ""付古寿Jt<痕llll 底面外面見込み 煉成 胎土 内面口11111縁の箇外所面高台 接合系統 体部 靖口縁部番取上岳 傭考

255 碗 20s 1床号面窯下焼施成設室 (170) 87 52 もみ 糸切り 不明 良 良 あ り あ り あり 8 3 91-479 1 胎内土面に釉小隣石灰含む

重ね？枚

256 碗 20s 1床号面窯下燒陀成設室 (16 4) 80 58 もみ 糸切り 不明 良 只 あ り あ り D 
9 -7 1 胎口土縁に変小Jfj石含む

6 150 重ね3枚上段に窯材付精

257 碗 20, 1床号面窯下煉詑成設室 [17 OJ 8.4 [5 3) もみ 糸切り 不明 a 只ありあり あり B 
6 9-71 胎口土縁に査,形1ヽ石含む

151 重ね2枚内国全面釉

258 碗 20, 1床号面窯下焼施成設室 [170] [8 2] (50] もみ 糸切り 不明 良 良 あり あり 8 
2 9-71 高口絨台捐変円影

152 重ね2枚内園全面藷で窯村付

259 碗 20, 1床号面窯下煉応成設室 (17 2] 85 [5 O] もみ 糸切り 不明 a 良 あ り あ り あり B 
9-71 割口れ絨ロ一郎に釉付珊

6 154 が変"重ね2枚 Ill材付

260 碗 20s 1床号面窯下煉施成設室 (17 4) 8.6 52 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり A 
9-71 

2 155 

261 埠 20s 
1号窯煉成室

8 I もみ 糸 切り指ナデ 良 良あり あり - - 91-5761 内内面面鰭重灰ね煉き片付糟床面下肥設

262 碗 20, 1号窯煉成室 8,8 もみ 糸切り IBナデ R 良 あり
9-71 給土に小石含む

床面下柁殺 156 

263 碗 20, 1号窯焼成室
80 不明 糸切り 指ナデ 良 良あり あり

9 ー71 患内綿iii1重こ板ね痕慎もき見片ら付れ慧る
床ll!i下栢設 158 高台に重ね慎き痕覺られる

264 碗 20s 
1号窯煉成室

86 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
9-71 内面緯灰

床面下栢設 159 

265 碗 20s 1床号面窯下煉施成設室 (164) 82 50 もみ
胎土に1Jヽ石含む

糸切り 指ナデ 良 良ありあり あり B 1 91-6701 慮高翻台ににか釉けがてか割かれる日あり

266 疏 20, 1床号面窯下燒詑成骰室 (16 2) 8.3 5.0 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あ り あ り あり C 
9-71 胎口繕土に内小石含む

2 161 高台に重iiiね饂慎灰き償見られる

267 碗 20, 1床号面窯下慎泥成設室 (16 2) 84 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あ り あ り B 
9-71 口縁内面に全面釉

3 162 

268 碗 20, 1号窯煉成室
87 もみ 糸切り指ナデ 良 只あり あり

9-71 胎土に小石含む
床面下屁設 - - 162 内面闘灰

269 碗 ,, 1号窯燒成室 [8 5] もみ 糸切り 指ナデ 只 良あり
9-71 高台が情円

床iiii下施設 - - 163 内面鱗灰

270 碗 ,, 1号窯煉成室
8.6 もみ 不明 不明不良 良 9-71 生煉It

床面下施設 163 

271 碗 20, 1号窯煉成窒
16 7 90 52 もみ 糸切り 揖ナデ a 良 あり B 

9-71 裏台3バ残存
床面下施設 4 165 

272 碗 20, 1床号面窯下煉陀成設室 (17 4) 8.6 5.0 もみ 糸切り 指ナデ 良 良ありありあり B 3 9-71'"iii重ね煉き痕付着寓台慮
167 面割れあり

273 現 20, 1号窯煉成室
底径 83 不明 糸切り 不明 不只 艮 あり - - 91-6781 高生煉台I罵tくなっている床面下肥設

274 璃 20, 1床号面窯下煉施成設室 (17 2) 93 50 もみ 糸切り 指ナデ 良 只 あ り あ り あり C 3 91-6781 重内面ね慎慮翻き片1こ付着 糸切り検ナデ

275 璃 20, 1号窯煉成室
75 50 もみ 糸ナ切Tり、 不明 良 良 あり B 

9-71 重ね3枚
床面下把設 3 169 

276 祝 20s 1号窯煉成室
不明 糸切り 不明 .61 良

9-71 重ね4枚
床面下施設 171 

277 璃 20s 
1号窯煉成室

78 もみ 糸切り指ナデ 只 a あり
9-71 胎土に小石含む

床面下詑設 172 

278 碗 20, 1号窯煉成室
93 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり

9-71内iii縫灰 高台底iiiひび割れ
床面下詑設 172 

279 硫 20, 
1号窯jJ!成室

80 もみ 糸切り指ナデ 良 a ぁり あり
9-71 内彊慮薗重ね慎き片付着

床面下応設 172 

280 碗 20, 1床号面窯下侠施成設室 (160) 82 51 不明 糸切り指ナデ 良 良 ありありあり A 
9-71 

3 174 

281 碗 20, 1号窯煉成室
82 もみ 糸切り 指ナデ 良 良あり あり

9-71 内面閾灰
床iili下肥設 175 

282 碗 20s 
1号窯煉成室

底径 90 もみ 糸切り指ナデ 良 良 9-71 
床iiii下尼設 176 

283 碗 20, 1床号面窯下煉詑成設室 (16 6) 84 50 もみ 糸 切り指ナデ 良 良 あ り あ り あり B ＇ 9-71 
176 

284 況 20s 
1号窯煉成室

84 もみ 糸切り 指ナデ R 良あり
9-71 内薗縫灰

床面下胞設 177 

285 碗 20, 1号窯煉成室
底径 85 不明 糸切り指ナデ不良 旦 9-71 生慎rt

床iiii下詑設 178 

286 碗 20, 1号窯煉成室
78 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり

9-71 給土に小石を含む
床ll!i下花設 179 

287 碗 20s 
1号窯煉成室

88 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
9-71 

床il!i下施設 180 

288 碗 20s 1号窯煉成室
82 もみ 糸切り 指ナデ a 良

9-71 舶土に小石を含む（高台）
床面下施設 181 

289 碗 20, 1床号面窯下燒柁成設室 (17 6) 87 53 もみ 糸切り 指ナデ 良 良ありありあり B 3 9-71 
181 

290 碗 20s 1床号面窯下焼柁成設室 (17 4) 底径 77 ＊残4存5長 不明 糸切り指ナデ 良 旦 あ り あ り あり B 7 91-8721 体痕郎あり外iliゆlこが糸み切愴りいの糸あたり

291 碗 20, 1号窯煉成室
92 もみ 糸ナ切Tり、 指ナデ 良 良 - - 91-8731 糸内切lliり<I復薗ナひデびが割見れられ賓るり床面下杷設

292 碗 20, 1号窯慎成室
93 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり

9-71 胎土に小石含む
床面下施設 - - 184 内面鱈灰

293 碗 ,, 1床号面窯下慌胞成設室 (160) 86 51 もみ 糸切り指ナデ 旦 只ありあり B 
9-71 胎土1::ヽJ1石含む

5 185 口縁内面に緯灰

294 碗 ,, 1号窯燒成室
73 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり

9-71 
床面下施設 185 

295 碗 ,, 1床号面窯下煉陀成設室 (16.0) 84 52 もみ 糸 切り指ナデ 良 良 あり B 
9-71 胎土に小石含む

2 186 高

296 碗 ,, ＂号窯煉成室 76 もみ 糸 切り指ナデ 良 良あり ありあり
9-71 内面に重ね煉き片付着

床面下施設 - - 187 高台に重ね慎き痕あり

297 碗 ,, 1床号iili窯下煉詑成設室 (17,2) 82 52 不明 不明 指ナデ不良 只 あり D 3 91-8781 胎生土慎にけ,1ヽ石含む

298 碗 ,, 1床号面窯下煉庇成設室 (16.0) 85 49 もみ 糸切り指ナデ 良 只ありあり A 
9-71給土Iこ1/1石含む

3 188 内面闘灰

299 碗 ,, 1-1}窯焼成室
80 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり

9-71給土に小石含む
床面下施設 - - 189 内面麟灰

300 碗 ,, 1号窯煉成室
91 もみ 糸切り指ナデ 只 良あり ありあり

9-71 
床面下柁設 190 

301 碗 ,, 1床号面窯下煉詑成設室 (17 0) 88 50 もみ 糸切り 指ナデ 只 只ありあり C 
9-71 口繰内面に全面釉あり

I 190 

302 況 ,, 1床号面窯下焼柁成設室 (17 6) 87 5.0 もみ 糸切り 指ナデ 只 良 あ り あ り A 3 91-9721 飴口土縁に内1園Jヽ石閾含灰む

303 碗 ,, 1床号面窯下煉柁成般窒 (170) 93 51 もみ 糸 切り指ナデ 良 良 あ り あ り あり B 
9-71 胎土に1Jヽ石含む

3 193 

304 碗 ,, 1号窯慎成室
85 もみ 糸 切り指ナデ 良 良あり

9-71 胎土に小石含む
床面下庶設 - - 195 内面麟灰

305 碗 ,, 1床号面窯下煉陀成設室 (16.0) [7 9] 46 もみ 糸切り 指ナデ 良 良ありあり B 1 91-9751 胎寓土台にが小9貴石円含む

硯
1号窯燒成室

もみ 糸 切り指ナデ 良 a ありありあり
9-71 給土に小石倉む

306 20• 
床ilii下花設

17 0 8.6 5.4 A 1 197 底糾にひび釈れ

第7表 1号窯床面下施設出土碗類観察表 （その9)
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107 

第20図 1号窯床而下施設出土碗類（その14)

.1Q 

写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その14)

第20図 1サ窯床而下施設出土碗類（その15)

109ロ□。
゜

10cm 

û-

10cm 

1L1 
写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その15)

113 116 

第20図 1号窯床面下施設出土碗類（その16)

112 

゜
114 
10cm 

10~ 
写真7 1号窯床面下施設出土碗類（その16)

112 114 
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ぢ 彗II グリット名 出土位置
法量(cm) 器高 高付台精底痕iii 底iii外iii見込み煉成胎土 釉の筐所 接合系統体部 口絨取上口径 高台径 儡考内面口縁外iii高台 蟷部蓄号

307 硯 lr 
1号窯煉成室
床ilii下施設

83 もみ 糸切り 措ナデ 良 良あり 9-71 
198 

308 碗 20s 1号窯燒成室 (17 2) 88 56 もみ 糸切り 指ナデ R 良 9-71 
床面下詑設 あり B I 199 

309 硯 20s 
1号窯9見成室
床iii下抱設

74 もみ 糸切り措ナデ 良 良
9-71 Ill土に小石含む

310 演 20s 
1号窯煉成室

199 

床面下純設 87 もみ 糸切り 不明 艮 良あり
9-71 内面食面贄灰で窯材付着

311 疏
1号窯煉成室

200 
20s 

床面下沌設 75 もみ 糸切り指ナデ 良 a あり
9-71 111土に小石含む
201 

312 現 20s 
1号窯煉成室
床面下施設

91 もみ 糸切り 指ナデ 良 良あり 9-71 内園に重ね惧き片付着

313 頃 20s 
1号窯煉成室

201 

床面下詑設
80 不明 糸切り指ナデ 旦 良あり

9-71内111,.灰
202 重ね燻e片付着

314 演 20s 
1号窯慎成室
床面下沌設 84 もみ 糸切り指ナデ 良 只 9→ 71 

1岳窯燒成室
203 

315 演 20s 94 もみ 糸切り 18ナデ 良
9-71 内ill鱒灰高台慮ill板状償あ

床面下施設 良あり あり ー 一 204 り内lill!lilこひび割れ

316 演 20s 1号窯煉成室 168 
床面下箱設

80 5.0 もみ 糸切り 不明 良 且ありありあり あり B 
3 9-71 馳2校土重にね,1ヽ石含む

206 内111厩iiiに重ね煉き片付着

317 碗

11床床号号iiiiii窯窯下下燒煉詑花成成設設室室
20s 8.7 もみ 糸切り 不明 良 良あり 9-71 2枚重ね

あり 207 内蜀鱒灰
318 演 20s 80 もみ 糸切り 不明 良 良あり

9-71馳土に小石を會む
208 

319 碗 20, 
1号窯煉成室
床面下施設 (17,4) 9,0 50 もみ 糸切り 指ナデ R 良 あり B 3 92-078 1 

320 硯 20s 1号窯煉成室 (170) 
床iii下詑設 83 52 もみ 糸切り 不明 良 旦ありあり A 

3 9-71 内111畢面ひび劃れあり

321 璃 20, 
1号窯競成室

209 

床面下陀設 78 もみ 糸切り措ナデ 良 良
9-71 馳土にヽ lヽ石含む

322 碗 20s 
1号窯煉成室

211 

床lii下応設
82 もみ 糸切り 不明 Q 良あり 9-71 2枚重ね

212 内II!慶11!1こ重ね慎e片付着
323 環 Ir 1号窯煉成室 (16 6) 8 I 4.6 もみ 糸切り 18ナデ 艮 良ありあり I 9-71 床面下柁設 B 

324 碗
1号窯慎成室

216 
Ir 

床面下範設 85 もみ 糸切り 指ナデ R 良 あり
9-71冨台1/21.I存胎土に小石含む

1号窯煉成室 (174) 
216 

325 碩 Ir 84 50 もみ 糸切り 措ナデ 1il ll ありあり
3 9-71内Ill息郎かま（そ付●

床iii下詑設 B 

326 魏
1号窯競成室

217 
Ir 

床面下施設 85 不明 糸切り 18ナデ不良 只 あり
9-71 生慎ft

1号窯慎成室
217 

327 硯 Ir 
床面下施餃

84 もみ 糸ナ切デり、 指ナデ 良 良あり あり
9 -7 1 糸内切II皐り鼠面ナにデ重がね見燻らeれ片る付着
218 

1号窯慎成室328 院 Ir 8.4 もみ ナデ 指ナデ 良
9-71 裏台慶iii!こ板状嘱あり

1床号面窯下煉施成設室
旦あり

329 碩 Ir 糸ナ切ァり、 揖ナデ 良

218 

床面下範餃 7,8 もみ 良 あり
9-71 Ii<切り盪ナデがJlられる
220 

1号窯慎成室 (180) 330 硯 Ir 87 5.7 もみ 糸切り 18ナデ 良 良 1 9-71 床iii下詫設 C 

331 硫 1号窯煉成室 (168) 
220 

Ir 85 5.0 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり 2 9-71内Ill鱗灰
床面下施設 C 

222 
332 嬢 Ir 

1号窯煉成室
床iii下陀設

底径 95 不明 糸切り 18ナデ不良 良 9-71 生慎It

1号窯慎成室
222 裏台鑽し

333 硯 1, 
床面下柁設 9.0 もみ 糸切り 18ナデ R 反あり

9-71 外菖体郎II饒あり

1号窯慎成室 (160) 
223 

334 魏 Ir 83 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
1 9-71 内聞闘灰

床面下施餃 B 

335 碗 1, 1号窯煉成室 (170) 糸ナ切T-り、 指ナデ 良

223 

床面下把設 84 5.0 もみ a C 
1 9-71 体飩外逼1こ糸切りの糸あたり

1号窯煉成室
223 麟あり

336 燒 Ir 
床面下範設 82 もみ 糸ナ切Tり、 指ナデ R 良あり

9-71内Ill鯰灰
224 糸切り畿ナデが見られる

1号窯煉成室 (160) 337 魏 Ir 80 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり J 9-71 床面下陀設 B 

1床号面窯下煉詑成設室 (17 2) 

225 

338 碗 Ir 85 5.2 もみ 糸切り 指ナデ R 只ありあり
I 9 -7 1 外内Ill111慮体郎1111糸こ重あたねり慎鱒きあ片り付着

あり B 
225 

339 硯 Ir 1床号面窯下煉抱成設室 84 もみ 糸切り指ナデ不良 良
9-71 生慎け

あり
227 

340 碗 1号窯煉成室Ir 
床面下栢設

底径 7.8 もみ 糸切り指ナデ 良 a ぁり 9-71 
228 

341 璃
1号窯煉成室

Ir 
床iii下範餃

92 もみ 糸切り措ナデ 良 良あり 9-71 
228 

342 碗 1号窯煉成室 (17 4) 1r 87 5.3 もみ 糸切り 不明 良 且ありありあり
3 9-71 2枚重ね

床面下柁設 B 

343 璃 Is 1号窯煉成室 (170) 
230 

床面下柁誼
87 50 もみ 糸切り揖ナデ 良 良ありあり C 

2 9-71内Ill應おひび嗣れあり

344 碗 1号窯目下煉柁成L室IT 
232 

Is 
床面

85 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
9-71 内ii鱒灰

345 碗 Is 1号窯煉成室 (16 4) 糸ナ切Tり、 憎ナデ 且

- - 234 寓台息iii極状蠣あり

床面下柁設
83 5.0 もみ 且ありあり B 

2 9-71 糸1/lり絨ナデが見られる

346 璃 1床号iii窯下煉範成殷室 (17 2) 
234 

＂； 78 52 もみ 糸切り指ナデ 良 9. ありあり
I 9-71 Ill土に小石を倉む

あり B 234 内11属灰
347 碗 Is 

1号窯煉成室
床面下施設 86 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり 9-71 

1号窯煉成室
235 

348 演 Is 
床iii下抱設 86 もみ 糸切り憎ナデ 不良 良 9-71生慎け

あり

1床号面窯下煉把成設室 (180) 底径 83 
235 

349 硯 1● 55 もみ 糸切り指ナデ 良 良 5 9-71冨台1,3残存あり D 
235 

350 硫 Is 1~ 窯競成室 (16 8) 86 5.5 もみ 糸切り指ナデ 良 a ぁりありありありあり
I 9-71 体11外冨に糸切口り縁のに糸ヽ Iヽあ石たあリり

床lii下柁設 B 236 ●あり

351 碩 Is 1床号面窯下燒柁成設室 85 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
9-71 内薗慶ililこ重ね慎き片付着
237 

第7表 1号窯床面下施設出土碗類観察表 （その10)
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116 

第201i1 1号窯床面下施設出土碗類（その17) ゜
10cm 

116 

写其7 1号窯床面下施設出土碗類（その17)

117 118 

119 

筍201i1 1砂窯床面下施設出上碗類（その18)

10cm 

iヽ

119 

写真7 1号窯床而下施設出土碗類（その18)

120 

121 

12 

写真7 1号窯床而下施設出土碗類（その19)

／／ク•

------,, ,-; クi多／ク／
二ニーニ>-'>;;,/

•一___.,., I 
122~ 翌m

第201:x.1 1り:,灼未而下施設出上碗類（その19)
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が悶 器種 グリット名 出土位置 口径 法高菫台(c径m) 器高 高付台精底痕面 底面外面見込み 悦成 胎土 内面口釉縁の箇外所面高台接合系統体部 靖口縁部番取号上 淵考

352 硯 1床号面窯下慎施成設室 (16 2) 底径 85 50 不明 糸切り指ナデ 良 良 あり あり A 
9-71 

1 238 

353 碇 1床号面窯下煉陀成設室 (17 2) 82 55 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり ありあり B 
5 9-71 胎土に小石含む

239 内面鋒灰

354 婉
1号窯悦成室

171 89 55 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり B 
5 9-71 高体郎台底外紀iliにlこ板糸状切痕りのあ糸りあたり

床面下施設 239 筍あり

355 碗 1号窯焼成室 測定不能 83 [6 3] もみ 糸切り 不明 良 良 ありありありあり C 
5 9-71 8枚重ね

床面下施設 240 窯材付膏

356 碗 20s 1床号面窯下燒施成設窒 (16 2) 8.4 48 もみ 糸切り 不明 良 良 あ り あ り B 
9-71 21欠●ね

I 242 

357 碗 20s 1床号面窯下燒施成設室 (17 0) 82 47 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり B 
1 9-71 

242 

358 碗 20s 
1-i}窯焼成室

83 もみ 糸切り指ナデ 良 良
9-71胎土に小石含む

床面下施設 243 

359 碗 20s 
1号窯燒成室

15 7 80 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり 8 
9-71 飴土に小石含む

床面下柁般 4 245 

360 碗 20s 
1号窯侠成室

78 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり あり
9-71 内面底糾にかまくそ付"'

床面下施設 - - 246 胎土1こ•Iヽ石含む

361 碗 20s 1床号面窯下煉筋成設室 16 5 87 5.0 もみ 糸 切り指ナデ不a 良 ありあり あり D 3 92-4761 高胎台土3に/4小11石存含む

362 碗 20s 
1号窯燒成室

84 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり
9-71 内面洟灰

床面下抱設 - - 247 高台厩面板状痕あり

363 碗 ls I床~面窯下焼胞成殷室 (161) 80 50 もみ 糸切り 不明 及 良ありあり あり B 3 92-4791 2全枚体重にね籍1寸糟

364 院 Is 
1号窯競成室

85 もみ 糸切り 指ナデ 良 良あり あり
9-71 

床面下柁設 250 

365 碗 Is 
1丹窯悦成室

16 2 82 5,3 もみ ナデ 指ナデ 良 良 あ り あ り あり B 
2 9-71 内面底郎に重ね慎き片付着

床面下抱設 251 胎土に小石含む

碇 1号窯燒成室 (160) 82 5.0 もみ ナデ 指ナデ 良 a あり C 
9-71 366 ls 

床面下施設 5 251 

367 碗 Is 
1号窯煉成室

90 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり
9-71 内iii閾灰

床面下施設 252 

368 碗 Is 1床号面窯下燒施成設室 (16 8) 80 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり B 4 92-5721 高内台面騒底面灰に板状痕あり

369 碗 Is 1号窯燒成室 (17.0) 8,5 52 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり A 
2 9-71 内面底郎重ね煉き片あり

床面下栢設 253 

370 碗 ls 
1号窯焼成室

8.3 もみ 糸切り 不明 良 良あり あり
9-71内iii全iiililll

床面下施設 253 

371 碗 ls 
1号窯燒成室

15 6 83 53 もみ ナデ 指ナデ 良 良ありあり あり D 
3 9-71 寓台患面板状痕あり

床面下施設 254 内面贄灰

372 碗 Is 1吾窯燒成至 (16.0) 80 5.0 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あ り あ り あり B 
3 9-71 内面慮船重ね煉き片付着

床面下施設 257 

373 婉 ls 1岳窯燒成室 (15.8) 80 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありありあり あり 8 
9-71 高台と高台底面に,1ヽ石含む

床面下詑設 I 259 

374 !Ji! ls 1床号面窯下侠抱成設室 16.6 8.5 50 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あ り あ り あり E 
4 9-71 内面鴎灰

259 

375 碗 Is 
1号窯憬成室

77 もみ 糸切り指ナデ 良 良
9-71 高台盃みあり

床面下胞設 259 

376 祝 Is 
1岳窯燒成室

82 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり
9-71 高台ぼ面にヘラキズあり

床面下陀設 260 

377 碗 ls 1床号面窯下煉施成設室 150 73 50 もみ 糸切り 不明 良 良 ありありあり あり B 
9-71 内面全面粕及びかまくそ付膏

I 261 

378 碗 ls 
1号窯煉成室

83 不明 不明 指ナデ 良 良 ありありあり
9-71 富台と外面全面釉付鯖

床面下肥設 262 

379 況 Is 
1丹窯煉成室

8.4 もみ 糸切り 18ナデ不良 良 あり
9-71 生慎It

床面下施設 - - 263 高台1/3残存

380 碗 ls 
1岳窯焼成室

83 もみ 糸切り指ナデ 良 良あり ありあり
9-71 飴土に小石含む

床面下施設 - - 264 内面粒付糟

381 碗 ls 1号窯悦成室 (17 2) 80 49 もみ 糸切り指ナデ 良 良ありあり あり B 
2 9-71 口緑邸内面絡灰

床面下把設 265 

382 碗 Is 
1号窯燒成窒

97 もみ 糸切り指ナデ 良 旦 あり
9-71 

床面下施設 266 

383 碗 1s 
1号窯燒成室

9.0 もみ 糸切り 不明 良 良あり あり
9-71 3桟重ね

床面下柁設 - 令 - 266 口縁が全iii欠ける

384 硯 ls 
1号窯侠成室

9.0 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり
9-71 lit土1こ,1ヽ石含む

床面下柁設 267 

385 硯 ls 
1号窯侠成室

90 もみ 糸切り指ナデ 只 良 あり
9-71 

床面下施設 268 

1号窯燒成窒 16 2 
t 

9-71澤郎にひび割れあり386 碗 Is 
床面下施殷

86 5.2 もみ 糸切り 指ナデ a 良 ありあり B 2 269 

387 院 Is 
1号窯煉成室

82 もみ 糸切り 指ナデ 良 良あり あり
9-71 胎土に小石含む

床iiii下施設 - - 270 内面降灰

388 碗 ls 1床号面窯下焼施成設窒 (17 2) 9.0 56 もみ 糸切り指ナデ 良 艮 あり B 
9-71 胎土1こヽlヽ石含む

5 271 

389 貌 Is 1床号面窯下煤施成設室 (16.4) 87 5.5 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり B 
9-71 胎土に,1ヽ石含む

I 271 

390 椀 Is 1丹窯侠成室 16 2 [8 9) 52 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり あり B 
2 9-71 高台が楕円形璃半面に歪み

床面下施設 272 外面に三本繍あり

391 碗 ls 
1号窯煉成室

84 もみ 糸切り 1Hナデ R 只 ありありあり 8 
9-71 3枚重ね

床面下施設 3 273 ..tiltの口緑内面に粕あり

392 碗 1s 1号窯煉成室 (16 8) BO 55 もみ 糸ナ切Tり、 指ナデ 良 良ありあり あり B 4 9-71 胎高土台にに小重ね石慎含むきと見られる剥纏
床面下施設 273 あり

393 碗 Is 
1昂窯燒成室

8.5 もみ 糸切り指ナデ 良 a あり
9-71 

床面下施設 274 

394 硯 Is 1床号面窯下侠施成設室 (17 4) 82 47 もみ 糸切り指ナデ 良 良 あり B 1 9-71 胎高土台にに小重石ね含煉むきと見られる剥纏
275 ぁり

395 碗 ls 
1号窯慎成室

82 もみ 糸切り指ナデ 良 良 ありあり
9-71始土に小石含む

床面下施設 _,_ 275 

396 碗 Is 
1号窯慎成室

8.3 もみ 糸切り 指ナデ 良 良あり
9-71 内面降灰

床面下施設 - - 276 内面重ね煉き片付着

397 碗 Is 
1~ 窯煉成窒

8.2 もみ 糸切り指ナデ 良 a ぁり 9-71 舶土に小石含む
庄面下施設 277 

第 7表 1号窯床面下施設出土碗類観察表 （その11)
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番丹

398 

399 

400 

401 

402 

403 

404 

405 

406 

407 

408 

409 

410 

411 

器種 グリット名 出土位口

1号窯悦成室
床面下花設
1昼窯焼成室

床面下泥設
1号窯煉成室
床面下施設

(16.4) 

1号窯煉成室

床面下施設
1号窯焼成室

床面下施設
1号窯焼成室

床面下施設
1号窯焼成室

床面下施設
1号窯焼成室

床iili下施設
(16.2) 

1号窯焼成室
床面下詑設
1号窯焼成室
床面下施設

(16.4) 

1号窯競成室

床面下施設
(16.8) 

1岳窯燒成室

床iili下施設
(170) 

1号窯燒成至

床iili下施設
1号窯燒成室

亜

1号窯床面下施設出土碗類観察表

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

院

第 7表

ls 

Is 

Is 

ls 

ls 

ls 

Is 

Ir 

lr 

1, 

ls 

Is 

Is 

Is 

口径

(16.6) 

9.2 

8.4 

8.4 

7.8 

9.0 

8.2 

9.3 

8.4 

8.5 

8. 〇

84 

9.4 

8.8 

器高

4 7 

4.8 

5A 

~ 1 

5.1 

5.0 

古ほ 面 底而外面見込み焼成胎土
の p 口靱収上

接合系統体部
付亮痕 内面口縁外面高台 靖部番号

傭考

もみ 糸切り指ナデ 良 良あり A 2 
9-71 内iii隣灰

278 

もみ糸切り指ナデ不良良 あり
9-71 生煉け

- - 278 底印1こ板状直あり

もみ 糸切り指ナデ 良 良 A I 
9-71 
278 

もみ 糸切り指ナデ良 良あり ありあり
9-71 内iii閾灰 胎土Iこ小石含む

- - 279 高台と冠郎外ililこ釉 11痕

もみ 糸切り指ナデ良 良 ありあり
9-71 胎土に小石含む

- - 279 高外iii隣灰

もみ糸切り指ナデ良良あり 一 一
9-71 
280 

もみ糸切り指ナデ良良 あり
9-71 胎土に小石含む

281 

もみ 糸切り指ナデ良 良ありあり あり A 5 
9-71 2枚重ね
282 内iii重ね煉き痕9寸精

もみ 糸切指ナデ良 良
9-71 底糾外iiiひび割れ

283 

もみ 糸 切 指 ナ デ 良 良あり ありあり B I 
9-71 口絨、内iii.外iiiの釉＼よ餞灰
284 底糾外面に板痕あり

もみ 糸切指ナデ良 良 あ り あ り あり B 3 
9-71 胎土に小石含む

285 内面に重ね煉き片付膏

もみ 糸切指ナデ 良 良あり あり B 
9-71 胎土に小石を含む

1 286 内iii、高台に枯9寸賛

もみ 糸切指ナデ良 良あり
9-J¥内iii閾灰

, - - 286 ． 
もみ 糸切指ナデ良 良

9-7 
287 

（その12)

~ 。
10cm 

筍211叉I 1号窯焼成室床面下施設出土皿類 （その 1)

写真8

412 

1号窯焼成室床而下施設出土皿類

413 

（その 1)

番岳

412 

413 

414 

415 

416 

417 

418 

419 

420 

421 

小Jill

小llil

小皿

器穫 グリット名 出土位置

小皿 20, 
1号窯焼成室

床面下施設

小Jill 20, 
1丹窯競成窒

床iiii下施設
1号窯燎成室

床iiii下肥設
1号窯煉成室
床面下施I反
1岳窯燒成空
床面下施骰

1号窯焼成窒

床面下施設
1号窯焼成室
床iiii下施設
1丹窯焼成室

床iiii下施設
1号窯焼成窒

床iiii下陀設
1号窯悦成室

面下柁殷

1号窯床而下施設出土Jlll.類観察表

小皿

小皿

小皿

小皿

小皿

Ir 

20s 

20, 

Ir 

1s 

20, 

20, 

20, 

口径

8.5 

8.5 

8.4 

8.7 

8.6 

83 

8.0 

(8.0) 

8.4 

(8.0〉

4.3 

3.7 

4.0 

4.5 

4.4 

4.5 

4.3 

4.2 

4.6 

器嵩

2.1 

2.6 

2.3 

2.4 

2.6 

2.5 

2.2 

2.5 

2.7 

2.5 

古 ;,i扁
付汗痕

底面外面見込み

指ナデ

指ナデ

指ナデ

指ナデ

もみ

もみ

もみ

もみ

糸切

糸切

糸切

糸切

糸切

糸切

不明

不明

不明

不明

指ナデ

不明

不明

狂

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

胎土
和の椋所 口靱収上

内面口縁外面 高台
接合系統体部

瑶部番吾
漏考

良ありありあり ill E 3 
9-71 内面重ね煉痕あり

21 

良ありあり ill C 3 
9-71 内面騒灰

123 

良 ありありあり ll C I 
9-71 7枚重ね

164 

良 あ り あ り ll E 6 
9-71 内面伍灰
205 Jl. 込みにかまくそ付lll

良 ありありあり ill D 4 
9-71 2枚重ね
213 内面因灰かまくそ付賛

良 ありありあり ill C I 
9-71 7枚●ね
226 内面隕灰見込みにかまくそ付

且 あ り あ り ill C I 
9-71 4枚重ね・'枚重ね・ '枚の上に
233 磯及びかまくそ付青

9-71 
良 ll C 3 144 

良 あ り あ り ill C I 
9-71 2枚重ね
214 内団隣灰 かまくそ付賛

良ありありあり あり
9-71 胎土に小石含む

244 2枚重ね

第 8表
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~ □三6

第21図 1号窯焼成室床面下施設出土皿類 （その 2)

415 

写真8 1号窯焼成室床面下施設出土皿類（その 2)

0
 

10cm 

第21図 1号窯焼成室床面下施設出土皿類（その3)

41S 

写真8 1号窯焼成室床面下施設出土皿類（その 3)
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422 

゜
10cm 

第22図 1号窯焼成室床面下から出土した辿物（焼台）

422 

写真9 1号窯床面下施設から出土した辿物（焼台）

遺物
器種 グリット名 出土位置

法量(cm)
焼成 取上番号 傭考番号 最大長 最大嘔 最大高

422 焼台 20 Is 1号窯侠成室 (10.3) (12.0) 42 良 9-22 

423 悦台 20s 
1号窯jJ!成室

14 0 (142) 11.4 良 9-65 
床面下詑設

第9表 1号窯焼成室床面下焼台観察表
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'-

＼
 

---
/ 

゜
1m ---

第23図 1号窯床面下施設辿物取上位闘番号図
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 辿物観察表対照 備考

1 碗 伏せ l 無し 125 

2 碗 伏せ 1 有り 126 

3 碗 横 1 無し 127 

4 碗 伏せ l 無し 128 

5 碗 伏せ 1 無し 129 

6 碗 伏せ 1 無し 130 

7 碗 伏せ 1 無し 131 

8 碗 伏せ 1 無し 132 ， 碗 伏せ 1 無し 133 

10 碗 伏せ 1 無し 134 

11 碗 伏せ l 無し 135 

12 碗 伏せ l 無し 136 

13 碗 伏せ 1 無し 137 

M 碗 伏せ 1 無し 138 

15 碗 伏せ 1 有り 139 

16 碗 伏せ 1 有り 140 

17 碗 伏せ 1 有り 67 

18 碗 伏せ 1 無し 141 

19 碗 伏せ 1 無し 68 ほぼ完形品

20 碗 伏せ 1 無し 142 

21 小皿 伏せ 1 無し 412 ほぼ完形品

22 碗 伏せ ] 無し 143 

23 碗 伏せ ］ 有り 144 

24 碗 伏せ 1 有り 145 

25 碗 伏せ 1 有り 146 

26 碗 伏せ 1 有り 147 

27 碗 伏せ 1 有り 148 

28 碗 伏せ 1 有り 69 

29 碗 伏せ l 無し 149 ほぼ完形品

30 碗 伏せ 1 有り 150 

第10表 1号窯床面下施設辿物取上記録 (1)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 追物観察表対照 備考

31 碗 伏せ 1 無し 151 

32 碗 伏せ 1 無し 70 

33 碗 伏せ 1 有り 152 

34 碗 伏せ 1 無し 153 

35 碗 伏せ 1 無し 154 

36 碗 横 1 無し 155 

37 碗 伏せ 1 有り 156 

38 碗 伏せ 1 有り 71 

39 碗（重ね） 伏せ 1 無し 157 

40 碗 伏せ 1 無し 158 ほぼ完形品

41 碗 伏せ 1 有り 72 

42 碗 伏せ 1 無し 73 

43 碗 伏せ 1 無し 159 

44 碗 横 1 無し 160 

45 碗 横 1 無し 161 

46 碗 伏せ 1 有り 74 

4.7 碗 伏せ 1 無し 162 

48 碗 伏せ 1 無し 163 

49 碗 伏せ 1 無し 75 ほぼ完形品付4咋あり

50 碗 伏せ 1 無し 164 

51 碗 伏せ 1 有り 165 

52 碗 伏せ 1 有り 166 

53 碗 横 1 有り 167 

54 碗 横 1 無し 168 

55 碗 伏せ 1 無し 76 

56 碗 伏せ 1 有り 169 

57 碗 伏せ 1 有り 170 

58 碗（重ね） 伏せ 3 有り 77,171,172 

59 碗（重ね） 伏せ 2 無し 78,173 

60 碗 伏せ 1 無し 174 ほぼ完形品

第10表 1号窯床面下施設辿物取上記録 (2)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 辿物観察表対照 備考

61 碗 伏せ 1 無し 175 

62 碗 伏せ 1 有り 176 

63 碗 伏せ 1 無し 177 

64 碗（重ね） 伏せ 1 有り 178 

65 碗 伏せ 1 有り 79 

66 碗 伏せ 1 無し 179 

67 碗 伏せ 1 有り 180 

68 碗 伏せ 1 無し 181 

69 碗 伏せ 1 無し 182 

70 碗 伏せ

゜
無し

71 碗 伏せ 1 無し 183 

72 碗 横 1 有り 80 

73 碗 横 1 有り 184 

7'1 碗 伏せ 1 無し 185 

75 碗 伏せ 1 無し 186 

76 碗 伏せ

゜
有り

77 碗 伏せ 1 無し 187 

78 碗 伏せ 1 無し 188 

79 碗 伏せ 1 無し 189 

80 碗 伏せ 1 無し 190 完形品

81 碗 伏せ 1 有り 191 

82 碗（重ね） 伏せ 1 無し 192 

83 碗（重ね） 伏せ 2 無し 193,194 

84 碗（重ね） 伏せ 2 有り 195,196 

85 碗 横 1 無し 197 

86 碗 伏せ 1 無し 81 

87 碗 伏せ 1 無し 198 

88 碗 伏せ 1 無し 199 

89 碗 伏せ 1 有り 82 

90 碗 伏せ 1 有り 83 

第10表 1号窯床面下施設辿物取上記録 (3)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 辿物観察表対照 備考

91 碗 伏せ 1 無し 200 

92 碗 伏せ 1 有り 201 

93 碗 伏せ 1 無し 202 

94 碗 伏せ 1 無し 203 

95 碗 伏せ 1 有り 204 

96 碗 伏せ 1 有り 205 

97 碗 伏せ 2 有り 206,207 

98 碗（重ね） 伏せ 1 無し 84 

99 碗 伏せ 1 無し 208 

100 碗 伏せ 1 有り 209 

101 碗（重ね） 伏せ 1 有り 210 

102 碗 横 1 有り 211 

103 碗 伏せ 1 有り 212 

104 碗（重ね） 伏せ 1 有り 213 

105 碗 伏せ 1 有り 214 

106 碗 伏せ 1 無し 85 

107 碗 伏せ・横 1 無し 215 

108 碗（重ね） 伏せ 1 無し 216 

109 碗（重ね） 伏せ 1 無し 217 

llO 碗 伏せ •横 1 無し 86 

111 碗 伏せ 1 有り 218 

112 碗（重ね） 伏せ 1 有り 219 

113 碗 伏せ 1 無し 220 

114 碗（重ね） 伏せ 1 有り 221 

115 碗（重ね） 伏せ 1 有り 222 

116 碗 伏せ 1 有り 223 

117 碗（重ね） 伏せ 1 無し 87 

118 碗 伏せ・横 1 有り 224 

119 碗（重ね） 伏せ 1 無し 88 

120 碗 伏せ 1 無し 225 ほぼ完形品

第10表 1号窯床面下施設迫物取上記録 (4)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 辿物観察表対照 備考

121 碗 伏せ 1 無し 89 
元）杉ur,14浮瞑こ口認部1寸
芥・

122 碗 伏せ l 無し 226 

123 小皿 伏せ 1 無し 413 ほぼ完形品

124 碗 伏せ 1 無し 227 

125 碗 伏せ 3 有り 228,229,230 

126 碗 伏せ 1 有り 90 

127 碗（重ね） 伏せ 1 有り 231 

128 碗 伏せ 1 有り 232 

129 碗 伏せ 2 有り 233,234 

130 碗（重ね） 伏せ 1 無し 235 

131 碗（重ね） 伏せ 1 有り 236 

132 碗 伏せ 2 有り 237,238 

133 碗 伏せ 1 有り 239 

134 碗 伏せ 1 無し 91 

135 碗（重ね） 横 l 有り 240 

136 碗 伏せ 1 無し 92 ほぼ完形品

137 碗 伏せ 1 無し 241 

138 碗 伏せ 1 有り 242 

139 碗 伏せ 1 無し 243 

140 碗 伏せ 2 無し 244 

141 碗 伏せ 1 有り 245 

14.2 碗 伏せ 3 有り 246,247,248 

143 碗 伏せ 2 無し 249,250 

144 小皿 伏せ 1 無し 419 

145 碗 伏せ 1 無し 251 

146 小皿 伏せ 1 無し 252 

147 碗（重ね） 伏せ 1 無し 253 

148 碗 伏せ 2 有り 93,254 

149 碗（重ね） 伏せ 1 有り 255 

150 碗（重ね） 伏せ 1 無し 256 

第10表 1号窯床面下施設辿物取上記録 (5)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 迫物観察表対照 備考

151 碗（重ね） 伏せ 1 有り 257 

152 碗（重ね） 伏せ 1 有り 258 

153 碗 伏せ 1 無し 94 

154 碗（重ね） 伏せ 2 無し 259 重ね2枚

155 碗 横 1 有り 260 

156 碗 伏せ 2 有り 261,262 

157 碗（重ね） 伏せ 1 無し 95 

158 碗 伏せ 1 無し 263 

159 碗 伏せ 1 無し 264 

160 碗 横 1 有り 265 

161 碗 横 1 無し 266 

162 碗 伏せ 2 有り 267,268 

163 碗 横 2 無し 269,270 

164 小皿（重ね 伏せ 1 無し 414 ほぼ完形品あり

165 碗（重ね） 伏せ 1 有り 271 

166 碗 伏せ 1 有り 96 

167 碗 伏せ 1 無し 272 

168 碗 伏せ 2 有り 273,274 

169 碗 伏せ 1 無し 275 

170 碗 伏せ 1 無し 97 
ほぼ元）f多品体部に倣片

釉で付沿

171 碗（重ね） 伏せ l 無し 276 

172 碗 伏せ 3 有り 277,278,279 

173 碗（重ね） 伏せ 1 有り 98 

174 碗 伏せ 1 無し 280 

175 碗 伏せ 1 有り 281 

176 碗 伏せ 2 有り 282,283 

177 碗 伏せ 2 無し 99,284 

178 碗 伏せ 1 無し 285 

179 碗 伏せ 1 有り 286 

180 碗 伏せ 1 無し 287 

第10表 1号窯床面下施設辿物取上記録 (6)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 辿物観察表対照 備考

181 碗 伏せ・横 1 無し 288 

182 碗 横 1 有り 289 

183 碗 横 1 無し 290 

184 碗 伏せ•横 2 有り 100,291 

185 碗 伏せ 2 無し 293,294 

186 碗 伏せ 2 無し 182,295 

187 碗 伏せ 1 有り 296 

188 碗 伏せ 2 有り 297,298 

189 碗 横 1 有り 299 

190 碗 伏せ 2 有り 300,301 

191 碗 伏せ 1 無し 101 

192 碗 伏せ 1 無し 302 

193 碗 伏せ 1 有り 303 

194 碗 伏せ 1 無し 102 

195 碗 伏せ 2 有り 304,305 

196 碗（重ね） 伏せ 1 無し 103 

197 碗 伏せ 2 有り 104,306 

198 碗 伏せ 1 無し 307 

199 碗 伏せ 2 有り 308,309 

200 碗 伏せ 1 有り 310 

201 碗 伏せ 2 無し 311,312 

202 碗 伏せ 1 無し 313 

203 碗 伏せ 1 無し 314 

204 碗 伏せ 2 有り 105,315 

205 小皿 横 1 無し 415 

206 碗（重ね） 伏せ 1 有り 316 

207 碗（重ね） 伏せ 1 無し 317 

208 碗 伏せ 2 有り 318,319 

209 碗 伏せ l 有り 320 

210 碗 伏せ 1 有り 106 

第10表 1号窯床而下施設辿物取上記録 (7)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 辿物観察表対照 備考

211 碗 伏せ 1 無し 321 

212 碗（重ね） 伏せ 1 有り 322 

213 碗（小皿） 伏せ 2 有り 107,416 

214 小皿（重ね 伏せ 1 無し 420 

215 碗（重ね） 伏せ 1 無し 108 

216 碗 伏せ 2 有り 323,324 

217 碗 伏せ 2 有り 325,326 

218 碗 伏せ 2 無し 326,327,328 

219 碗（重ね） 伏せ 1 有り 109 

220 碗 伏せ 2 無し 329,330 

221 碗 伏せ 1 有り 110 

222 碗 横 2 無し 331,332 

223 碗 伏せ 3 無し 333,334,335 

224 碗 伏せ 1 有り 336 

225 碗 伏せ 2 無し 337,338 

226 小皿（重ね 横 1 無し 417 

227 碗（重ね） 伏せ 2 有り 111,339 

228 碗 伏せ 2 有り 340,341 

229 碗（重ね） 伏せ 1 有り 112 

230 碗 伏せ 1 無し 342 

231 碗 伏せ 1 無し 113 ほぼ完形品

232 碗 伏せ 1 無し 343 

233 小皿（重ね 伏せ 1 無し 418 

234 碗 伏せ 3 無し 344,345,346 

235 碗 伏せ 3 有り 347,348,349 

236 碗 伏せ 1 無し 350 

237 碗 伏せ 1 無し 351 

238 碗 伏せ 1 有り 352 

239 碗 伏せ 2 有り 353,354 

240 碗（重ね） 伏せ 1 有り 355 

第10表 1号窯床面下施設追物取上記録 (8)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数） 破片の有無 辿物観察表対照 備考

241 碗（重ね） 伏せ 1 有り 114 

242 碗（重ね） 伏せ 3 有り 115,355,357 

243 碗 横 1 無し 358 

244 小皿（重ね 横 1 無し 421 

245 碗 伏せ 2 有り 116,359 

246 碗 伏せ 2 有り 359,361 

247 碗 伏せ 1 有り 362 

248 碗（重ね） 伏せ 1 有り 117 

249 碗（重ね） 伏せ 1 有り 363 

250 碗 伏せ 1 有り 364 

251 碗 伏せ 2 有り 365,366 

252 碗 伏せ 2 有り 367,368 

253 碗 伏せ 3 有り 118 369,370 

254 碗 伏せ 1 有り 371 

255 碗（重ね） 伏せ 1 有り 119 

256 碗 伏せ 1 有り

257 碗 伏せ l 有り 372 

258 碗（重ね） 伏せ 1 有り 120 

259 碗 伏せ 3 無し 373,374,375 

260 碗 伏せ 2 有り 375,376 

261 碗 伏せ 1 有り 377 

262 碗 伏せ 1 有り 378 

263 碗 伏せ 1 有り 379 

264 碗 伏せ 1 無し 380 

265 碗 伏せ 1 無し 381 

266 碗（重ね） 伏せ 2 有り 382,383 

267 碗 伏せ 1 有り 384 

268 碗 伏せ l 有り 385 

269 碗 伏せ 1 有り 386 

270 碗 伏せ 1 有り 387 

第10表 1号窯床面下施設辿物取上記録 (9)
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取上No. 器種名 出土状態 個体数（高台数）

271 碗 伏せ 2 

272 碗 伏せ 1 

273 碗 伏せ 2 

274 碗 横 1 

275 碗 横 2 

276 碗 上 1 

277 碗 伏せ 1 

278 碗 伏せ 3 

279 碗 伏せ 2 

280 碗 横 1 

281 碗 伏せ 1 

282 碗 伏せ 2 

283 碗 伏せ 1 

284 碗 伏せ 1 

285 碗 伏せ 1 

286 碗 伏せ 2 

287 碗 伏せ 1 

第10表 1号窯床而下施設辿物取上記録 (10)

出土迫物観察表の凡例

［法批の，t十測l

破片の有無 追物観察表対照 備考

有り 388,389 

有り 390 

有り 391,392 

無し 393 

有り 394,396 

有り 395 

無し 396 

有り 397,398,399 

有り 400,401 

無し 402 

有り 403 

有り 122,404 

無し 405 

有り 406 

無し 407 

有り 408,409 

有り 410 

口 径 宴測できるものはそのまま計測し、 1/2以下の場合は椎定伯を （ ）で、変形しているものは平均値を〔 〕で

それぞれ記した。また測定が困難な箇所は「測定不能」と、測定箇所が欠担している場合は「一」とした。

高台径 実測できるものはそのまま計測し、 1/2以下の楊合は椎定値を （ ）で、変形しているものは平均値を 〔 〕で

それぞれ記した。また測定が困難な筒所は 「測定不能」と 、測定箇所が欠損している場合は「一」とした。泊j台

径で邸台が欠損している楊合は「底径」として数値を記した。

器 高 実測できるものはそのまま計測し、 1/2以下の場合は推定値を（ ）で、変形 している ものは平均佃を 〔 〕で

それぞれ記した。また測定が困難な箇所は「測定不能」と、測定箇所が欠祖している場合は「一」とした。

【各部位の観察l
高台底面付箔面

高台底面には様々な痕跡が認められるが、籾痕 • 砂 ・硲痕などを観察した。

底部外面（碗皿共通）

底部外面には様々な痕跡が認められるが、回転台から切り離す工程でできた糸切り痕と糸切り後にナデたものな

どを観察した。

見込み 内面底部中央のこと。その箇所の状態を記した。

焼成 生焼けのものは不良とし、それ以外は良とした。

胎 土 緻密で砂粒が少ないものを最良とし、それ以外を良とした。

釉 全部自然釉で、釉が少しでもかかっていれば、 「あり」とした。

接 合 修復により破片が戻ったところがあれば、 「あり 」とした。

備 考 該当する項目がないもの、若しくは記した方が良い点があれば適宜記入した。
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第 4節考察

砂原古窯では、出土追物から碗類と皿類を主としで焼成していたと考えられる。それらの辿物の詳

細は第 2節 • 第3節及び迫物観察表に記した通りである。ここでは、碗類と皿類の法批や器形分類デ

ータ等の全体的なまとめについて記述する。

碗類は、369点（窯24点、床面下施設345点） 、皿頻は、 45点（窯35点、床面下施設10点）が

調査の対象となった。窯と床面下施設から出土した碗類と皿類の法醤の比較を第 11表に示した。

こ 碗類 皿類

ロ径 高台径 石ロ百ロー信 ロ径 底径 4!JC! 吝ー品

平均値 16. 5 8. 2 5.4 8. 2 4. 6 2. 2 

窯 最大値 17.9 9.4 6. 2 9.4 5. 2 2. 7 

昂小値 15.2 7. 6 4. 7 7. 6 4. 0 1. 8 

平均値 16.4 8. 4 5. 2 8. 3 4. 4 2. 4 

床面下 最大値 18.0 9. 7 6. 3 8. 7 5. 0 2. 7 

最小値 15. 0 7. 2 4. 5 8. 0 3. 7 2. 1 

第11表碗類J□l類法砧比較表

碗類について、窯と床面下施設との法罹を比較すると 、 平均値 • 最大値 • 最小値ともほぼ近い数字

となった。他の窯跡で出土した碗と比較すると、海陸庵古窯の碗（平均値で、口径15.9cm、高台径7.1

cm、化怜高5.0cm)よりは大き く、 神明古窯の碗 (2号窯の平均値で口径16.7cm、高台径7.9cm、器高5.2

cm)は、 17径は下回るが、高台径、器高は上回っている。刀池古窯跡群の碗 (12号窯の平均値で口径

15.7cm、翡台径7.6cm、器邸5.0cm)は、何れの数値も上回っている。森岡節 1号窯とでは、かなり近

い数値とな った。

次に、器形分類について、碗類は第 12表に示すように、窯と床而下施設から出土した碗を比較し

たと ころ、体部において、床面下施設ではB類が50%以上を占めているが、窯では26%となっている。

口縁端部においては、床面下施設では 1類と 3類が同じように55%を占めており、窯では73%を占め

る。

1~ ミ〖 1類 2類 3類 4類 5類 6類 7類 A口'=at 
A類 1 1 2 

゜
1 

゜ ゜
5 

B類 1 

゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜
4 

c類

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

D類 3 

゜
1 1 

゜ ゜ ゜
5 

E類

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜合計 5 2 6 1 1 

゜ ゜
15 

第12表碗頬器形分類別組合せ表
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2
 個体数

゜1類2類3類4類5類6類7類

ロ縁端部

第24図 碗類器形分類別組成図

皿類について、窯と床面下施設との法証を比較すると、平均値 .i立大値 • 最小値ともほぽ近い数字

となった。他の窯跡で出土した碗と比較すると、海陸庵古窯の碗 （平均値で、口径7.9cm、高台径3.7

cm、器高2.1cm)よりは大きく、神明古窯の碗 （灰原の平均値で口径9.3cm、高台径5.1cm、器高2.6cm)

は、全ての数値において下回っている。刀池古窯跡群の碗 (12号窯の平均値で口径8.1cm、窃台径4.6

cm、器翡2.1cm)とは、近い数伯となった一方で、森岡第 1号窯とは、全ての数値において下回った。

次に、器形分類について、皿類は第 13表に示すように、窯と床面下施設から出土 したll1lを比較し

たが、顕著な傾向は見られなかった。

なお、窯から出土した碗類や皿類は極端に少なく 、統計で比較や検討をするには適していないと思

われるが、これから出土する可能性がないため、残っている数字で検証した。

心 1類 2類 3類 4類 5類 6類 合計

A類 4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

B類 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

c類

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

D類 11 

゜ ゜
1 

゜ ゜
12 

E類 13 

゜ ゜
3 

゜ ゜
16 

合計 29 

゜ ゜
5 

゜ ゜
34 

第13表 皿類器形分類別組合せ表

個体数

第25図

体部
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当迫跡は猿投山西南麓古窯群と知多古窯跡群との間に属するため出土追物の時期を決めるにあたり 、
藤澤良祐氏による編年区分、中野睛久氏による編年区分、赤羽一t贈氏による編年区分などを考慮する
必要があるが、一番最近の 19 9 4年に日本福祉大学知多半島総合研究所の主催で行われた 「中世常
滑焼をおって」のシンポジウムで新たな編年案（中野 ・赤羽編年）が提示されたため、これを参考に
したい。

砂原古窯跡において、先の第 1 節 • 第 2節で述べた形態や法屈で見てみると、碗類の場合、形態で
は2型式期 (12世紀第 3四半期を中心とする時期） 、法址では 1b製式期 (12世紀第2四半期に
相当）がそれぞれ該当する。Jill類の場合、形態では 2型式期、法悩では 3型式期 (12世紀第4四半
期に相当）がそれぞれ該当する結呆となった。

'lj¥・ 滑窯の窯体構造の変遷については、 1 2世紀代の窯体はほとんどが全長10m前後、最大幅2m前
後のもので、床面傾斜は、焚口から分焔柱にかけて一旦下降し、焼成室前部で‘ド坦面を持つもの（山
茶碗窯）と更に下降するもの（甕焼成窯）とに別れ、その後は40゚ 前後の急傾斜で一気に煽道部へと
続く 。 13世紀代になると、全長15m前後、最大幅3m前後の大型の甕焼成窯が出現し、床面傾斜は
焚き口から緩やかに分焔柱まで進み、焼成室では25゚ 前後の一定の領斜を保持し、煙迫部へと続く 。
砂原古窯跡群の窯体構造を見ると、焚き IIから分焔柱まで下降し、焼成室前部で平坦而を持つ。これ
らのことから、砂原古窯跡群は 12世紀末から 13世紀初頭の窯跡であると考えられる。 （中村）
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熱残留気測定作業風呆



第 1節 砂原古窯の考古地磁気学的研究
富山大学理学部地球科学教室

広岡公夫、小暮亮宣、金井友理

はじめに

岩石や土には、鉄酸化物の磁鉄鉱 (Fe304)や赤鉄鉱 (Fe203、ベンガラ）など磁石になること

ができる磁性鉱物が1~3%程度含まれている。鉄原子が少拡のチタン原子に協き代わってできたチタ

ン磁鉄鉱 ((Fe,Til304)や、チタン赤鉄鉱 ((Fe,Ti)203) も混じっている。これらの磁性鉱物は加熱

されて、キュリー点と呼ばれるその鉱物に固有の温度に達すると、磁石になる性質（磁性）を失う 。

しかし、この反応は可逆的で、磁性を失った高温の状態から冷えて、キュリー点 (Curiepoint)まで

温度が下がった瞬間に再び磁性を取り戻し、磁石になる。磁鉄鉱のキュリー点は 578℃、赤鉄鉱のそ

れは 670℃、チタン磁鉄鉱やチタン赤鉄鉱のキュ リー点は、チタンの含有景が増えるにしたがって低

くなる。通常のチタン磁鉄鉱は、 560℃程度のものが多い。

このように、 ‘加熱ー冷却の過程が、地球磁場中で行なわれると、磁性鉱物は冷却中にその時の

その場所での地球磁場の方向と同じ向きに磁化される。このようにして獲得された磁化を熱残留磁化

(thcrmoremanent magnetization、略して、 YRM) という 。これらの鉄 （およびチタン）の酸化物

の熱残留磁化は、常温では磁気的に非常に安定であって、何百万年経っても残留磁化の方向や強さは

変わらずに保存される。このため、過去のある時期に焼かれた焼土は、その当時の、その場所の地磁

気の）］向を、熱残留磁化の形で現在まで記悟していることになる。このようにYRMは、いわば、過

去の地磁気を記緑している眼に見えない ＇地磁 気の化石＇ といえよう 。

考古学的な辿跡に残されている炉跡や窯跡などの焼土辿構から測定試料を得て、このような地磁

気の化石 (YRM)' を測定し、考古学が扱う過去の時代の地磁気の変動の様子を明らかにする研究を

考古地磁気学 (Archeomagnetism)という 。

地磁気永年変化とその地域差

地球磁場は、地球上の地点ごとに遥っている。磁針が指す北（磁北）の方位は、地理学的な北（真

北）から東または西に少しずれている。このずれの角度を偏角 (declination) という 。また、磁針は

水平面内で廻るように針の重心から少しずれたところで支えているので水平に向いているが、実際

の地球磁場は相当大きく水平から傾斜した方向に傾いている。この傾斜角は伏角 (inclination) と呼

ばれており 、緯度が高くなるほど大きくなる。このように地球磁場は 3次元のベクトルなので、通常、

偏角と伏角と磁場強度（全磁力、 totalforceという）で表わすことになっている。

地球磁場の方向は、このように場所によって異なる上に、時間的にも非常にゆっくりとではあるが

変化している。この変化を地磁気永年変化 (geomagneticsecular variation) と呼ぶ。

地磁気を直接観測して地球磁場の方向（偏角と伏角）が求められたのは、英国のロンドンで 16世

紀の後半に始められた継続的観測が最古の記録となるが、それ以降の観測結果を見ると、明らかに地

磁気の永年変化が認められる。

日本では、北陸・東海地方から九州北部に至る西南日本の各地に分布する辿跡から焼土試料が採集

され、考古地磁気測定が行なわれた結果、過去 20 0 0年間については相当詳しい考古地磁気永年変
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化曲線が得られている (Hirooka、1971年；広岡、 1977年） 。

この永年変化曲線によると、西暦 1世紀頃は偏角 (declination)が西偏し、伏角 (inclination)は

比較的浅い値を示す。3~4世紀には著しい東偏の偏角と深い伏角となり、 6世紀は著しい西偏偏角、

7世紀は西偏偏角で深い伏角が特徴的である。8世紀から 10世紀にかけては、偏角は西偏のままで

時代が下るにしたがって伏角が浅くなり、その後、 13・1 4世紀には東偏偏角、深い伏角となる。

1 5 ~ 1 6世紀にかけては伏角が時代とともに急激に浅くなるのが特徴である。 17世紀には東偏偏

角と浅い伏角であったのが、 20世紀には偏角は西編に変わり、伏角も少し深くなり現在に至ってい

る。焼成年代が不詳の焼土の残留磁化方向を測定して、上記の永年変化と照合することによって、考

古地磁気学的に年代を推定することができる。これが考古地磁気年代推定法である。

最近までに、東海地方においては多数の考古地磁気データが諮積されてきており、この地域のデー

タのみで、西暦70 0年~1700年の 10 0 0年間にわたる東海地方の永年変化が明らかにされ、

詳細な東海版考古地磁気永年変化曲線が発表された（広岡 ・藤澤、 2003年） 。この曲線を見ると、西

南日本で求められた上記の永年変化曲線と大勢は一致しているが、全体的に伏角が深めで、 12~ 

1 4世紀の偏角が西南日本ほどには東偏せず、変化速度も小さいという違いが見られる。この特徴は、

北陸版永年変化曲線 （広岡、 1997年）にも見受けられるものである。これらの事実は日本付近の地球

磁場の地域差によるものと思われる。

試料採取と磁化測定

大府市内で発掘調査された山茶碗の古窯群については、海陸庵古窯址群 ・神明古窯址群（広岡ほか、

1996年）、ガンジ山A古窯 (2000年） 、深廻間A (2005年） 、深廻間B (2006年） 、深廻間C古窯跡

群（投稿中）など考古地磁気測定例が最近増加している。今回は、砂原古窯について試料を採取した

ので、それらの考古地磁気測定の結果を報告する。本窯では 2枚の床（最終床と第 1床）が確認され

ているので、その双方から試料を採取した。最終床から 13個、第 1床から 13個の、総計26個の

試料を採取した。採取試料個数および試料番号は第 14表に示されている。

古窯の北方約1.5mの地点で トランシットによる太陽の方位観測を行い、辿跡現場の現在の偏角

（磁北の方位）を求めた。観測点の緯度 ・経度と観測時刻から太陽の方位角を算出することが出来

る。この方位角は真北からの方位を示す。追跡現場では、 トランシットの磁針の指す北 （磁北）を基

準にして太陽の方位角を求めるので、計算値と観測値の差異が追跡現場の現在の偏角を示すことにな

る。第 14表には、迅跡現場の緯度 (Lat.)および経度 (Long.) と求まった現在の偏角 (Dp) も掲

げられている。

考古地磁気測定によって焼土の磁化方向を精度よく求めるためには、試料として採取した焼土が迫

構中でどのような方位をとっていたかを詳しく測っておかなければならない。このときの方位測定の

正確さが、測定結果の梢度を左右する。また、いくら精密に方位測定や磁化測定を行なっても、焼土

の磁化そのものが採取部位によって少しずつ異なっているので、統計的に処理できる個数が必要とな

る。試料個数は多いほど統計学的精度は向上するが、余り数が多いとサンプリングにも磁化測定にも

膨大な時間を要し、多くの辿構について考古地磁気データを得ることが難しくなる。そのため、私た

ちの研究グループでは、追跡現場での試料の方位測定の精度がよくて、しかも、余り 長時間を要しな
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いサンプリング法として、次に述べるような石店を用いる方法を採用している。

試料採取の手順は次のように行なう 。

1)まず、 窯址の床面のよく焼けて、しかも、焼成後現在まで動かされた形跡が認められない部分を

選んで、試料として採取する焼土（こぶし大）の周りに深さ数cmの溝を掘る。このとき、焼土が動か

ないように、根の部分が辿梢につながったままの状態が保たれるように気を付ける。

2)次いで、多めの水で溶いた石行をその部分にかけ、全体がくずれないようにする。その後、 i農い

めに溶いた石費を焼土の表面にのせ、数cm角のアルミ板を押し付けて石麻の上面に平面をつくる。

3)石行が固まった後に、アルミ板をはがして、石狂平面の最大傾斜線（これをpitchという）の方位

とその傾斜角 (dip) を考古地磁気用の特製クリノメーターで測り、野帳に記録する。石店平面には、

その面の走向 (strike) と傾斜方向を示す3点と試料の番号を油性マーカーで記す。

4) 1本刃の手鍬を用いて石行で固めた試料を追構から掘り起こす。

5)掘り起こした試料の裏面にも石行をかけて補強した後、 1個ずつ壊れないように紙で包む。

通常、迫構の大きさにかかわらず、 1辿楷当りこのような試料を 1O~ 1 5個採取して、研究室に

持ち帰る。

残留磁化の測定には、夏原技研製のリングコア型スピナー磁力計 (SMM-85型）を使用した。測定

は6回置直し法で行なった。

測定試料に含まれる磁性鉱物は色々な種類のものから構成されており、中には磁気的な安定性に劣

るものも含まれている場合が多い。特に、十分な嵩温にまで熱せられていない場合には不安定成分が

多くなる傾向がみられる。これらの不安定な磁化成分の中には、最終焼成が行なわれて熱残留磁化を

獲得した時以来、現在に至るまでの期間に、後世の地球磁場の影牌を受けて磁化方向を変えるものが

でてくる。このような磁化成分は焼成時の地磁気の化石とはいえないものになっているので、それら

を消去し、最終焼成当時の地磁気の方向を忠実に記録している安定な磁化成分のみを選び出すことが

必要となる。

不安定な磁化成分を効果的に消去する実験的手段として、試料を交番磁場の中に四いて磁気的に揺

するという交流消磁実験が考案されており、今回の試料についても交流消磁実験を行なった。辿構か

ら採取してきた試料が持っている残留磁化（これを自然残留磁化、 naturalremanent magnetization、

略して、 NRMという）を測定した後、段階的に交番磁場強度を上げていく段階交流消磁が一般的で

ある。

交流消磁には夏原技研製の交流消磁装爵 (DEM-8601C型）を用い、消磁磁場が2.5mT、5.0mT、

7.5mT、10.0mT、15.0mT、20.0mTとなる 6段階を設定し、辿構ごとの消磁のされ具合を見て、 4~

6段階で消磁を行なった。段階ごとに、消磁実験が終わると残留磁化を測定し、磁化方向のばらつき

具合や磁化強度の減少度を検討し、最も効果的に不安定な残留磁化成分を消去できた段階（最適消磁

段階）を判定する。

残留磁化の測定結果

NRMおよび各消磁段階の残留磁化の測定の結果、大きく外れている若干個の試料を除けば、両床
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ともまとまりの良い磁化方向を示した。十分な嵩温（キュリー点以上の）にまで加熱されていると磁

化弛度も強くなり、 10-4~10―3 (Am 2 /km)の値となる。最終床では10-3、第 1床では10―4のオー

ダーの磁化強度を示しており、いずれも充分湿度が上がったことを示している。

最終床の各消磁段階の磁化測定結果は第 15~19表に、第 1床の結果は第20~26表にまとめ

られている。最終床の表中に＊印が付されている試料は、まとまった磁化方向を示す試料から大きく

磁化が外れているものであることを示し、平均磁化方向を求める統計計算の際にはこれらの試料は除

外した。

平均磁化方向を求める統計処理には、フィッシャーの統計法 (Fisher、1953年）を用いた。段階ご

とに、平均偏角 (D) 、平均伏角 (I)、フィッシャーの信頼角 (ags)、フィッシャーの精度係

数 (K)、平掏磁化強度を計算する。段階ごとに統計計算に用いた試料の個数 (N) も加えて、その

結果は第 27表に示されている。

a gsは測定データから考えられる真の磁化方向が95%の確率で存在する範囲を示すもので、その

範囲（信頼円）は、計算によって得られた平均磁化方向を中心にその周り土 agsの角度内であり、

真の磁化方向がその信頼円内に95%の確率で存在することを意味している。この角度は小さいほどま

とまりがよいことを示し、よく焼けて磁化方向のまとまりがよい古窯の場合には、 a9 sの値は 3゚ よ

り小さくなる。Kは個々の試科の磁化のばらつきの程度を表わすパラメータで、値が大きいほど磁化

方向のばらつきが少ないことを表し、古窯の場合には、通常、 50 0以上の値となる。最適消磁段階

でみると最終床は 17 0 0を超えており、第 1床も 50 0に近い値であるので、磁化方向のまとまり

がよいことを示している。

a gsの値は両床とも 10 台となり、非常によくまとまっているといえよう 。

各消磁段階で、磁化強度、磁化方向などを考感して過去の地磁気の記録ではないと思われる試料を

除外して、 D、 I、 a9 s、Kを計算し、 agsが最も小さく、 Kが最も大きくなる段階を最適消磁段

階として、そのときの測定結果を考古地磁気データとして採用する。

考古地磁気年代の椎定

東海地方では従来から古窯の発掘調査が盛んに行われており、出土陶器について詳細な編年がなさ

れている。また、発掘調査の際に考古地磁気測定が行われた例も多く、多鼠の考古地磁気データも密

積されている 。 最近、主に岐阜• 愛知両県から得られたこれらの考古地磁気データを用いて、東海地

方における高精度の考古地磁気永年変化曲線が完成された（広岡 ・藤澤、 2003年） 。

今回は、上記の東海版永年変化曲線を用いて、砂原古窯の考古地磁気年代の推定を行う 。第14表

の最適消磁段階の結果を、東海版永年変化曲線にプロットしたのが第 26図である。

第26図では、黒丸が各床の平均磁化方向を表し、 ags (フィッシャーの95%レベルの信頼角）は

黒丸を囲む円として示されている。永年変化曲線が大府市付近の過去の地磁気変動を正しく表してい

るとすると、黒丸に最も近い永年変化曲線の部分の年代が、考古地磁気学的に推定される追構の年代

となる。また、この推定年代の年代幅（誤差）は、 agsの円に覆われる曲線の線分の長さで示され

る。この図から明らかなように、最終床と第 1床の磁化方位は互いに相手の信頼円の中にある。 した

がって、統計学的には誤差の範囲内で、両床の年代差はないことになる。
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第26図の東海版永年変化仙線から推定される考古地磁気年代は次のよ うになろう。

砂原古窯最終床 ：A.D. 1070士 15年

砂原古慾第 1床： A.D. 1080士 25年

従米、考古地磁気学的年代雅定に）Tlいられてきたのは、主に、 西南I□1本の考古地磁気学的測定から

得られた過去 20 0 0年間の考古地磁気永年変化曲線 （西南H本版永年変化曲線：広岡、 1977年）で

あった。そこで、参考のために、今回得られた砂原古窯の結果を西南日本版永年変化ill!線と照合して

みると、永年変化仙線上には載ってこないが、強いて年代を求めると、

砂原古窯最終床 ：A.D. 1170士 20年

砂原古慾第 1床 ：A.D. 1180土 30年

となり、 10 0年のずれが生じる。
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遣構名 個数 言式料番号

砂原古窯最終床 15 CT 3131~3143 

砂原古窯第 1床 12 CT 3151 ~3163 

Lat. : 35°02'10.5" N、 Long.: 136°56'57.8" E 

Dp = -6.09° 

第 14表砂原古窯の考古地磁気試料番号

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(°E) (°) (X 10 -4 Arri/kg) 

CT 3131 -3.7 55.4 37.0 

3132 -2.9 57.8 19.2 

3133 -6.9 55.1 5.56 
＊ 3134 -9.4 54.5 10.0 

3135 -0.2 56.9 4.34 
＊ 3136 1.3 61.6 20.8 

3137 -2.6 56.4 18.2 

3138 -0.2 57.1 16.3 

3139 -4.4 55.0 17.1 

3141 2.2 57.2 19.6 
＊ 3142 -101.2 -22.8 28.0 
＊ 3143 -159.0 52.2 24.8 

＊：統計計算の際に除外したもの

第 15表砂原古窯最終床のNRMの磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(° E) (°) (x10-4A面/kg)

CT 3131 -4.9 55.9 36.8 

3132 -3.3 57.9 19.1 

3133 -5.8 55.2 5.53 
＊ 3134 -9.7 53.9 9.93 

3135 -0.2 57.7 4.30 
＊ 3136 0.3 61.9 20.8 

3137 -3.7 56.2 18.2 

3138 0.8 56.4 16.2 

3139 -5.1 55.5 17.0 

3141 2.3 56.4 19.3 
＊ 3142 -101.9 -22.5 28.5 
＊ 3143 -157.5 51.7 24.5 

＊：統計計算の際に除外したもの

第16表 砂原古窯最終床の2.5mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(° E) (°) (XlO→ Arri/kg) 

CT 3131 -3.6 55.9 36.6 

3132 -1.9 57.5 18.9 

3133 -7.2 55.7 5.45 
＊ 3134 -9.l 54.1 9.75 

3135 -0.5 57.6 4.24 
＊ 3136 0.6 61.6 20.6 

3137 -2.9 56.0 17.9 

3138 0.8 56.4 16.1 

3139 -3.7 55.4 16.9 

3141 3.1 56.5 19.1 
＊ 3142 -102.5 -22.0 27.8 
＊ 3143 -158.2 51.1 24.5 

＊：統計計算の際に除外したもの

第 17表 砂原古窯最終床の5.0mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

『 E) (°) (X 10 -4 Arri/kg) 

CT 3131 -3.6 56.1 36.3 

3132 -3.2 58.2 18.7 

3133 -6.7 54.8 5.38 
＊ 3134 -9.7 54.5 9.73 

3135 0.5 57.5 4.14 
＊ 3136 1.2 61.7 20.3 

3137 -4.4 56.8 17.6 

3138 1.4 56.6 15.9 

3139 -3.8 55.4 16.9 

3141 2.9 56.2 18.9 
＊ 3142 -102.6 -22.1 27.7 
＊ 3143 -157.9 51.8 24.2 

＊：統計計算の際に除外したもの

第 18表 砂原古窯最終床の7.5mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(° E) (°) (X 10 -4 Arri/kg) 

CT 3131 -4.1 55.9 36.0 

3132 -2.8 57.9 18.4 

3133 -6.2 55.0 5.24 
＊ 3134 -8.9 54.0 9.43 

3135 0.0 58.3 3.90 
＊ 3136 1.2 61.6 20.0 

3137 -4.8 56.7 17.5 

3138 1.5 56.5 15.7 

3139 -3.9 55.2 16.6 

3141 2.0 56.5 18.6 
＊ 3142 -102.7 -23.0 27.4 
＊ 3143 -157.5 51.5 24.0 

＊：統計計算の際に除外したもの

第 19表 砂原古窯最終床の10.0mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(°E) (°) (X 10 -4 Arrl/kg) 

CT 3151 -8.3 58.2 5.1 

3152 1.1 52.9 5.98 

3153 -11.1 60.8 6.34 

3154 -4.0 54.9 7.05 

3155 -7.5 56.4 6.41 

3156 3.0 59.4 11.0 

3157 -4.9 58.6 6.95 

3158 5.8 53.9 5.27 

3159 7.9 57.4 6.65 

3160 -0.8 59.6 7.58 

3161 -6.1 59.1 6.33 

3162 2.2 51.8 8.90 

3163 0.9 55.5 7.53 

第20表砂原古窯第 1床のNRMの磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(° E) (°) (X 10 -4 Arri/kg) 

CT 3151 -7.6 58.3 5.05 

3152 2.0 53.6 5.88 

3153 -8.2 61.2 6.30 

3154 -3.0 54.0 7.00 

3155 -6.2 57.0 6.28 

3156 4.0 58.8 10.9 

3157 -4.9 59.2 6.87 

3158 5.7 54.0 5.19 

3159 9.2 57.7 6.60 

3160 -2.0 58.4 7.46 

3161 -6.1 59.9 6.29 

3162 1.6 51.7 8.80 

3163 0.3 56.2 7.44 

第21表砂原古窯第 1床の2.5mTr肖磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(° E) (°) (X 10 -4 Arri/kg) 

CT 3151 -9.7 58.6 4.9 

3152 0.7 53.5 5.65 

3153 -8.5 60.7 6.06 

3154 -5.2 54.6 6.78 

3155 -8.4 56.5 6.10 

3156 2.2 58.2 10.6 

3157 -5.6 59.0 6.60 

3158 4.3 54.1 4.97 

3159 8.3 57.5 6.34 

3160 -1.6 58.7 7.20 

3161 -4.8 59.6 6.06 

3162 2.6 51.4 8.45 

3163 -0.3 55.7 7.14 

第22表砂原古窯第 1床の5.0mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(0 E) (°) (X 10 -4 Arri/kg) 

CT 3151 -8.1 58.2 4.88 

3152 0.7 53.9 5.25 

3153 -7.9 60.4 5.62 

3154 -1.6 54.3 6.27 

3155 -9.0 56.7 5.61 

3156 3.9 58.6 9.90 

3157 -5.3 59.2 6.06 

3158 5.3 54.2 4.53 

3159 7.5 57.8 5.85 

3160 -1.5 58.8 6.73 

3161 -5.5 59.8 5.62 

3162 2.5 51.7 7.80 

3163 1.2 55.9 6.57 

第23表 砂原古窯第 1床の7.5mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(° E) (°) (X 10 -4 Arrl/kg) 

CT 3151 -9.5 58.2 4.29 

3152 0.3 53.2 4.65 

3153 -8.3 59.8 4.86 

3154 -3.4 54.7 5.48 

3155 -6.7 56.8 4.85 

3156 2.4 58.5 8.84 

3157 -4.5 58.5 5.31 

3158 4.6 53.3 3.83 

3159 6.9 57.8 5.07 

3160 -2.1 59.1 5.95 

3161 -5.0 59.2 4.98 

3162 2.3 52.9 7.38 

3163 -0.4 56.9 5.60 

第 24表 砂原古窯第 1床の10.0mTの消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(° E) (°) (X 10 -4 Arri/kg) 

CT 3151 -7.6 58.2 3.32 

3152 0.9 54.0 3.41 

3153 -8.2 60.3 3.25 

3154 -3.1 54.5 3.52 

3155 -4.9 58.6 3.10 

3156 3.9 58.3 6.11 

3157 -4.6 59.2 3.67 

3158 3.6 53.8 2.17 

3159 9.3 60.2 3.29 

3160 -1.5 59.2 3.99 

3161 -4.9 59.5 3.49 

3162 2.5 52.1 4.51 

3163 1.2 58.3 3.65 

第25表砂原古窯第 1床の15.0mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(°E) (°) (X 10 -4 A面/kg)

CT 3151 -7.5 58.5 2.58 

3152 2.5 54.1 2.61 

3153 -8.7 61.0 2.21 

3154 -3.3 54.4 2.27 

3155 0.0 60.7 1.95 

3156 1.1 58.5 4.40 

3157 -2.4 58.5 2.71. 

3158 2.3 53.3 1.05 

3159 8.4 63.1 2.14 

3160 -2.0 59.5 2.82 

3161 -3.4 60.1 2.50 

3162 2.0 52.0 3.17 

3163 3.1 58.2 2.56 

第26表砂原古窯第 1床の20.0mTの消磁後の磁化測定結果

迫構名 消磁段階 n/N D I a 9 5 K 

(°E) (°) (°) 

最終床 NRM 8/12 -2.4 56.4 1.31 1799.7 

2.5 mT 8/12 -2.5 56.4 1.33 1740.4 

【5.0mT 8/12 -2.0 56.4 1.32 1770.6 

7.5 mT 8/12 -2.1 56.5 1.46 1435.7 

10.0 mT 8/12 -2.3 56.5 1.41 1548.2 

下層床 NRM 13/13 1.5 56.9 2.16 370.1 

2.5 mT 13/13 1.0 57.0 2.10 392.4 

5.0 mT 13/13 1.8 56.9 2.09 394.8 

7.5 mT 13/13 1.2 57.0 2.04 414.2 

【10.0mT 13/13 1.6 56.9 1.89 483.1 

15.0 mT 13/13 0.9 57.5 1.98 438.4 

20.0 mT 13/13 0.6 57.9 2.11 387.1 

n/N: 採択試料個数／採取試料個数、 D:平均偏角、I : 平均伏角、

a gs : フィッシャーの信頼角、 K:フィッシャーの精度係数．

【 】 ：考古地磁気データとして採用したもの．

第27表 砂原古窯の考古地磁気測定結果
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砂原占窯跡

平均磁化強度

(X lQ-4 Am/kg) 

17.2 

17.1 

16.9 

16.7 

16.5 

7.01 

6.93 

6.68 

6.21 

5.47】

3.65 

2.54 



第 2節 砂原古窯出土炭化材の樹種同定
植田弥生（パレオ ・ラボ）

1. はじめに

大府市共和町4丁目に所在する砂原古窯 1号窯跡から出土した炭化材の樹種同定結果を報告する。

この窯跡は標高約30mの地点に設置された中世の窯跡である。炭化材の樹種を明らかにする事は、窯

業活動を支え大歯に要した燃料材の調達 ・確保や、窯業活動の維持 ・継続の状況を理解するための、

試料蓄積の一環となる。

2. 試料と方法

試料は、 1号窯の窯体内の 6箇所から出土した炭化材である。

取り上げられていた試料から、形状や大きさの異なる炭化材を選び、樹種同定試料とした。

同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の 3方向（横断面 ・接線

断面・放射断面）の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察した。走査電子顕微

鏡用の試科は、 3断面を 5mm角以下の大きさに整え、直径 1cmの真鈴製試料台に画面テープで固定し、

試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査遁子顕微鏡（日本電子（梱製 JSM-TlOO型）で観察と写

真撮影を行った。

3. 結果

同定結果の一既を第28表に、第 29表では出土位置ごとに検出された分類群を〇印で表示した。

1号窯の窯体内から検出された分類群は、針葉樹のマツ屈複維管束亜屈、落葉広葉樹のコナラ節と

クヌギ節、合計3分類群であった（第28表） 。いずれの分類群（樹種）も、燃料材としてよく知られて

いる樹種である。各分類群を比較して、全体的には、批や炭化材点数に、特に大きな差はないようで

あった。

マツ属複維管束亜属は、焚口から焼成室にかけての広い範囲から検出された。 一方、コナラ節とク

ヌギ節は、焚口と燃焼室から検出され、焼成室からは検出されなかった（第29表、第27図） 。

炭化材の形状は分類群により相違が見られた。マツ屈複維管束亜屈は、大きな破片と小径の枝材や

樹芯部を含む破片であり、コナラ節やクヌギ節に比べ大きな破片が目立った。マツ属複維管束亜属の

材は、一般には成長が早く年輪幅が広い。 しかし、追物番号42には放射方向の幅7mmに21年輪が

含まれていた破片があり（写真101 a)、追物番号23から年輪が緻密なマツ屈複維管束亜属の破片

があった。 一方、コナラ節とクヌギ節は、直径2~3cmの芯持ち丸木の細かい枝材やその破片と思わ

れるものがほとんどであった。コナラ節とクヌギ節には、樹皮が残っていて最終年輪が晩材部である

ことが判る試料が複数あり 、これらは晩秋から冬に伐採されていた事を示している。

同定された樹種の材組織記載

(1)マツ屈複維管束亜属 pinussubgen. Diploxylonマツ科写真10la-le (迫物番号42)

垂直と水平の樹脂道がある針葉樹材。分野壁孔は窓状である。放射組織の上下端に有縁壁孔対を持

つ放射仮道管1~3阿ありその内壁には鋸歯状肥厚がある 。
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マツ属のアカマツまたはクロマツの材である。二次林の主要樹種である。

(2)コナラ屈コナラ亜属コナラ節 Quercussubgen. Quercus sect. Prinusブナ科写真10 2a-2c (辿物

番号24)

年輪の始め中型の管孔が 1胴配列し、その後は簿壁 ・角形の小型管孔が火炎状 ・放射方向に配列す

る環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は単列のものと広放射組織がある。

人里近くの二次林や落葉広葉樹林に普通に生育し、コナラ屈コナラ亜属のうちコナラ節にはコナ

ラ ・ナラガシワ ・ミズナラなどが屈する。

(3)コナラ属コナラ亜属クヌギ節 Quercussubgen. Quercus sect. Cerrisブナ科写真10 3a-3c (辿物

番号24)

年輪の始めに中型の管孔が1~3層配列し、その後は厚壁 ・円形の小製管孔が単独で放射方向に配列

する塚孔材。放射断面と接線断面の特徴は、前述のコナラ節と同様である。

人里近くの二次林や落葉広葉樹林に普通に生育し、コナラ屈コナラ亜屈のうちクヌギ節にはクヌギ

とアベマキが属する。

4. まとめ

中世に否定される砂原古窯 1号窯の窯体内からは、マツ属複維管束亜属・クヌギ節 ・コナラ節の 3

分類群が検出された。最や炭化材点数に大きな差はなかったが、マツ屈複維管束亜属の炭化材には大

きな破片と小径の材があるのに対し、クヌギ節とコナラ節は小径の材が多いという形状の違いがあっ

た。また、マツ）函複維管束亜屈は焚l二1から焼成室の広範囲から出土したが、クヌギ節とコナラ節は焚

□から燃焼室の範囲に分布していた。このような出土状況から、マツ属複維管束亜属が主要燃料材で

あり、クヌギ節とコナラ節の細い枝材は焼成段階の後半にマツ屈複維管束亜属と共に使用されていた

のかも知れない。

マツ属複維管束亜属の炭化材破片には、年輪幅の狭いいわゆるぬか且材が2破片見られた。マツは

開放地にいち早く発芽生長する陽樹であり、成長が早く年輪幅も広い。炭化材試料に年輪幅が非常に

狭い破片が含まれていたことから、成長速度が遅くなった老齢な木や、樹木が密在する自然林に生育

していた木も伐採利用していたことが連想される。

大府市内に分布する中世の窯跡で燃焼材樹種調査が実施された窯跡には、吉田町に所在する神明古

窯址群（市教委 1996年） 、森岡町の森岡第 1号窯跡群（愛知県埋蔵文化財センター 1999年）、桃

山町のガンジ山A古窯群（市教委 2000年）、長草町の深廻間A古窯跡群 （市教委 2005年） ・深廻

間B古窯跡群（市教委 2006年）が知られている。これらの窯体内または灰原から出土した主要な炭

化材樹種は、窯跡により飯占する分類群に差異はあるが、マツ屈複維管束亜屈 ・クヌギ節 ・コナラ節

の3分類群である。当窯跡の調査結果も同様であった。この 3分類群は、丘陵から低山地には普通に

生育する樹種であり、人為的開発を受けた跡地には二次林として繁茂する樹種である。従って当地域

一帯にはこの3分類群が燃料材として入手容易な森林として発達していたと考えられる。ただし二次

林にはこの 3分類群以外にも様々な樹木が生育している。ところが大府市内の窯跡からは今まで継続

的に窯跡の樹種調査が実施されてきたにもかかわらず、また今回の調査でも 、この 3分類群以外の樹

種はほとんど検出されていない。マツ属複維管束亜属 ・クヌギ節 ・コナラ節が二次林の主要樹で入手
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が容易であるという理由だけではなく、中世窯の焼成燃料材として適材であったために、選択使用さ

れていた結果とも言えるのではないだろうか。大府市北部に隣接する名古屋市に所在するNA32 4 

号窯群およびNA33 6号窯群（名古屋市教育委員会 1998年） ・NA3 3 1号窯（愛知県埋蔵文化

財センター 2005年）の中世窯においても、マツ屈複維管束亜属が優占しクヌギ節とコナラ節が随伴

している。

ただし大府市でも知多半島に近い森岡第 1号窯跡群の灰原からは、この 3分類群以外にアカガシ亜

屈 ・ミズキ属 ・エゴノキ属などの広葉樹材が検出されている。知多半島に分布する中世窯である常

滑古窯群の燃料材樹種は、中田古窯址群（武農町教育委員会 1992年） ・上白田古窯址群（常滑市教

育委員会 1988年） ・大曽公園古窯跡群（常滑市教育委員会 2001年） ・茨廻間古窯跡群（常滑市教

育委員会 2001年）などの報告から、マツ属複維管束亜属 ・クヌギ節 ・コナラ節に加え、アカガシ亜

属 ・シイノキ属の常緑広葉樹など複数種類の広葉樹材が検出されている。現時点では大府市内の窯跡

では森岡第 1号窯跡群だけが、燃料材樹種構成が常滑古窯群と類似している。大府市は猿投窯と常滑

窯の境界または接点に位置することから、窯跡の燃料材は窯周辺の古植生と関連性が強いだけではな

く、人為的に燃料材樹種が選択されている窯跡もある可能性が考えられる。今後は燃料材樹種の選択

性が古植生の影孵を受けているのか、人為的選択性の影孵が強いのかを解明してゆくためにも、調査

事例を蓄租してゆく必要性があると思われる。

引用文献

「海陸庵古惣址群 ・神明古窯址群」 （大府市教育委員会 l 9 9 6年）

「森岡第 1号密跡群」 （廊愛知県埋蔵文化財センター 1 9 9 9年）

「ガンジ山A古窯跡群」 （大府市教育委員会 2000年）

「深廻A古窯跡群j (大府市教脊委貝会 2005年）

「深廻B古慾跡群J (大府市教脊委員会 2006年）

「大邸南地区辿跡発掘調査報告料 NA207号窯 NA324号密群 NA336号窯群J (名古屋市教宥委貝会 1 9 9 8年）

「NA331号叫 （呻愛知県埋蔵文化財センター 2 0 0 5年）

「中田古窯址群J (武戯町教脊委員会 l 9 9 2年）

「上白田古密址群」 （常滑市教育委員会 1 9 8 8年）
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「茨廻II」]古窯跡群」 （常滑市教宥委且会 2 0 0 1年）
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試料No.辿物番号 グリット 辿構 肪位 区分 出上位附 検出樹種 備考

マツ屈複維管束亜属 大破片

l 13 20-R 1号窯 2罰 13・C区 焚口～燃焼室 コナラ節 小径破片

クヌギ節 小径破片

2 23 20-R 1号窯 3胴上 F区 焼成室 マツ屈複維管束亜｝屈
大破片
年輪1,闊狭い

マツ属複維竹束i[]IJ屈 破片

3 24 20-R 1号窯 2陪 A区 焚口 コナラ節 破片

クヌギ節 破片

幅5cmの大破片や

4 31 20-R 1号窯 2阿 F区 焼成室 マツ｝屈複維管束亜屈 樹皮付の小径材

大小破片多数

1号窯 股土 c区 燃焼室
マツ屈複維管束亜屁 樹芯部の破片

5 36 20-S 
クヌギ節 年輪幅の狭い破片

年輪幅の狭い破片（放射

6 42 1-R他 1号窯
4尼

II区 焼成室 マツ屈複維管束亜）屈
方向7mmで21年輪）

（ベルトp、!) 直径J.3cm丸木で10年輪

あり

第28表 砂原古慾出土炭化材の樹種同定結呆

位皿 焚n 焚口～
燃焼室 焼成室

燃焼室

区分 A区 B・C区 c区 F区 F区 H区

試料No. 3 1 5 2 4 6 
検出樹種

マツ属複維管束亜屈

゜゜゜゜゚ ゜クヌギ節

゜゜゜コナラ節

゜゜第29表砂原古窯 1号窯の検出樹種と出土位附の関係
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1-¥s 1-R 

G区

H区
マツ）成複維符束而板

乙
20-R 

0昌出

20-S ¥G 
マツ屈複維管ぬm1,14C区
クヌギ節

コナラ節

上
z

クヌギ節

コナラ節

D区

マツ属複維符東亜屈

クヌギ節

コナラ節

1m 

第27図 砂原古窯における炭化物出土位四と検出樹種
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2 aコナラ節（横断面）

辿物番サ24 ba1-:0.5mm 

2 bコナラ節（接線l訴I面）

辿物番号24 bar :Q. 5mm 

3 a クヌギ節（横断面）

辿物番砂24 bar: 1. 0mm 

写真10 出土炭化材樹腫

3 bクヌギ節（接線断面）

辿物番り24 bar:O.lmm 

3 C クヌギ節（放射断而）

此物番り・24 bar:O.lmm 
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まとめ

砂原古窯跡は、市内で 16例目の発掘調査のうち、窯業追跡としては 13例目の発掘調査となった。

本辿跡は 1基の窯体のみで、その窯体も焼成室上部は削平されており 、消失していた。残存していた

焼成室の下からは床面下施設が検出された。

床面下施設について

窯体焼成室の床面は 2層になっており、数回の焼成が行われていたことが窺える。床面下には碗類

や皿類を伏せて並べた床面下施設が存在し、知多半島の中世窯ではたびたび見られるもので、窯内の

水分を除湿 ・排水するのが主な役割と考えられている。床面下施設を持つ窯跡は 19 9 5年の『刀池

古窯跡群』の報告（余合昭彦他 愛知県埋蔵文化財センター 1995年）でまとめられている。床面下

施設を持つ窯跡の数は、赤羽 ・中野編年では 1b製式で確認され、 2~ 3型式が最も多く 、それ以降

は減少している。床面下施設は知多（常滑）窯に限られたものではなく、北側に広がる中世猿投窯の

嗚湘地区を中心に同様の施設が検出されおり、中世猿投窯の斉藤編年では第VlI期 2~3型式で、この

第VN期 3型式は赤羽 ・中野編年の 3~4型式併行と考えられるため、ほぼ同時期に知多（常滑）窯と

猿投窯において広がっていったものと考えられる。これは、猿投窯と常滑窯の関係が非常に密接して

いたとも考えられ、床面下施設を伴った窯の分布と築窯年代から、猿投窯南端と常滑窯北端の境界を

確定する上で非常に璽要な要素となりうるものである。

炭化材について

残存状態があまり良くない本古窯からは、炭化材が少屈しか採取できなかったが、樹種同定を行っ

た。その結果、針葉樹のマツ）属複維管束亜属、落葉広葉樹のコナラ節とクヌギ節の 3種であった。

マツ属複維管束亜屈とは、短枝に 2本の葉があり、その基部にある鱗片葉は宿存する。葉の横断面

では、中央にある周縁層内に 2個の維管束があるもので、クロマツ・アカマツ ・リ ュウキュウマツが

挙げられる。海岸沿いに多く分布するクロマツ、山麗から高所に分布するアカマツ ・沖縄や小笠原な

どに分布する リュウキュウマツというように分布状況から見ると、クロマツ とアカマツに絞られるた

め、クロマツ及びアカマツの可能性が高い。コナラ節とクヌギ節は同じコナラ屈に分類されるブナ科

の植物である。詳細は第4章の第 2節を参照して頂きたい。

当逍跡か ら3.2km南東にあるガンジ山A古窯群においても同様に、マツ屈複維管束亜属、コナラ節、

クヌギ節の 3種類が検出されている。更に、当追跡から 4km南の神明古窯址群では、マツ屈とコナ

ラ属の 2種類が、そこから700m東の森岡 1号窯では、マツ属複維管束亜属、コナラ属アカガシ亜属、

クヌギ節、クリ、ミズキ属、エゴノキ属などが炭化材として残っていた。

針葉樹であるマツと広葉樹であるブナ科の植物という構成になっているのか考えてみると、 『森岡

第 1号窯跡群』 （中野良法他1999年）で優占樹種の違いを述べているが、要するに生産陶器の種類に

より燃料材の樹種構成に遮いが見られるのかどうかということである。灰釉陶器を生産した窯ではコ
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ナラ亜属に比ベマツ属複維管束亜属は最的に少なく、山茶碗生産窯ではマツ屈複維管束亜属の利用が

目立つ傾向であると指摘している。砂原古窯跡に当てはめると 、山茶碗と皿の焼成が行われ、炭化材

の最も範囲もコナラ亜屈に比ベマツ属複維管束亜属の方が多かった点では指摘に当てはまっていると

言える。これは窯周辺の植生によるところが非常に大きいと考えられるが、この考えでは山茶碗窯は

マツ属が主として植生している所に築窯していると言い換えることもできる。要因については今後の

更なる発掘調査の結果を照らし合わせ検討する必要がある。

次に燃料となる個々の樹種として、アカマツ ・コナラ ・クヌギの 3種について調べてみると (BE-

PAL 2001年 2月号 小学館）、コナラ 5kgに相当する体栢を 1斗缶で燃焼させる実験の結果、ア

カマツは脂分の松ヤニが火を勢いづかせ、登り窯の中に1300℃の高温をもたらす。他の材料では無理

であるが、猛烈に空気を送り込める窯が条件となる。裸火では400℃にも達せず、火持ちも短い。そ

れに対しコナラは、着火から約15分後には500℃弱まで温度が上昇するなど、火力と熾きや火持ちで

マツ属を圧倒する。クヌギもコナラと同様だが400℃以上の持続力ではコナラを凌ぐなど、火持ちと

火力ではコナラより飯れるが、中間火力の保持力ではやや劣る。針葉樹の細胞は広葉樹より 3倍も長

い。そのため、同じ体精では広葉樹より軽くなり、そのぶん空気の含有醤が多くなり滸火性がよくな

るが火持ちはせず、灰の絨も少ない。コナラ屈の木が薪炭材として特に優れている理由では、カリウ

ムの含有屎が高いことが挙げられる。カリウムは熱せられると酸素と水素原子を優先的に結びつける

触媒作用があるため、炭素が燃えるための酸素砿を抑えるため、燃焼速度が遅くなり、じわじわと燃

えて火持ちが良くなる。

燃料から考えると、残りが悪いマツ属の灰が多く検出されるということは、かなりの割合でマツ属

を燃料として投入していることが考えられる。 しかし、灰釉陶器窯も山茶碗窯も温度の上昇にはマッ

屈を燃焼させることが必要不可欠であるが、アカマツの灰には、珪石• 長石 ・石灰といった釉薬の成

分が含まれており、大紙に使用すれば温度は上昇するが、自然釉がかかり過ぎ、碗同士が融着するな

どの短所もある。逆に言えば、少砿の使用では、温度が上がりきらず、生焼けになる可能性を含んで

いるため、窯体構造にも依存するが、その個々の窯に適した薪炭材の微妙な割合の加減で、焼成は成

功するし、失敗もすると言えるのではないか。

第4章の第 2節の樹種同定の結果において、 「コナラ節とクヌギ節には、樹皮が残っていて最終年

輪が晩材部であることが判る試料が複数あり、これらは晩秋から冬に伐採されていた事を示してい

る。」とある。これも樹木の成長期である春夏に伐採を行うと、含水拡が多く、薪炭材としては適当

でない。このことから晩秋から冬の伐採は、材料を乾燥させる期間や手間を考えると至極当然であり、

理にかなっているといえる。

築窯年代について

本古窯跡では、考古地磁気年代測定を行った。それによると次のようである。砂原古窯最終床は

AD. 1 0 7 0土 15年、砂原古窯第 1床はAD.1 0 8 0士 25年という結果が得られた。これは

最近になり 、 主に岐阜 • 愛知両県から得られた考古地磁気データを用いて、東海地方における高精度

の考古地磁気永年変化曲線（広岡 ・藤澤、 2003)である。
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しかし、従来、考古地磁気学的年代推定に用いられてきたのは、主に、西南日本の考古地磁気学

的測定から得られた過去20 0 0年間の考古地磁気永年変化曲線（西南日本版永年変化曲線 ：広岡、

1977)であった。参考のために、今回得られた砂原古窯の結果を西南日本版永年変化曲線で強いて年

代を求めると、砂原古窯最終床はAD.1 1 7 0土 20年、砂原古窯第 1床はAD.1 1 8 0土 30 

年という結果でおよそ 10 0年の差が出た。

これまでの各章において、残存していた焚き口から焼成室までの窯体構造を他の常滑窯と比較した

場合と、他の床面下施設を伴う窯体構造と比較した場合と、出土した迫物の編年と、地磁気年代測定

の結果を総合して比較すると、 12世紀末~1 3世紀初頭に砂原古窯は、築窯・焼成が行われていた

と考えられる。
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松田 訓他 「円通寺古硲 N A335号窯 I・IIJ (闘愛知県埋蔵文化財センター l 9 9 8年）

中野良法他 「森岡第 1号窯跡群」 ((I! オ）愛知県埋蔵文化財センター 1 9 9 9年）

佐竹義iliilf他 「日本の野生植物 木本 IJ (平凡社 l 9 8 9年）
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報告書抄録

ふりがな すはらこようあと

書 名 砂原古窯跡

副書名 大府共和西特定土地区画整理地内埋蔵文化財発掘調査報告 I

巻 次

シリーズ名 大府市文化財調査報告書

シリーズ番号 第 8集

編著者名 中村伸吾、服部孝信、古田功治、広岡公夫、植田弥生

編集機関 大府市教育委員会

所 在地 〒 474-OOll 大府市中央町五丁目 70番地

発行年月 日 西暦2007年 3月 30日

コード
ふりがな ふりがな 北緯 東経 調査期間 調査m面2積 調査原因

所収遺跡名 所在地 ゜'"゜'"
市町村 遺跡番号

232238 44097 35・ 136' 20030811 lOOm2 区画整理事業

おおぶ しさょうわちょう
2' 56' I 

すはらこようあと
大府市共和町四丁目 9" 58" 20030919 

砂原古窯跡 188番地ほか

遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安時代末期 窯体1基・ 碗・皿・ 床面下設が

砂原古窯 古窯跡 ＼ 床面下 焼台・ 窯体に施工され

鎌倉時代初期 施設l など ていた
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大府市文化財調査報告書刊行案内

タイトル 刊行年 値段 在庫

第 1集大府市山車調査報告書 平成7年 3, 5 0 0円 在庫あり

大府市指定有形民俗文化財になっている藤井神社祭礼 山車3輌 と山之神社祭礼 1輌の詳細

調査の報告書で図面多数掲載。 3分冊で構成。

第2集海陸庵 古窯址群 ・神明古窯址群平成8年 2, 0 0 0円 在庫あり

平成6年から 7年に発掘調査した前期中世山茶碗窯の追構である。神明古窯址群からは大

凪の広□長頸壺が出土。

第 3梨円通寺古墓 平成9年 1, 5 0 0円在庫あり

平成 6年に発見された江戸中期の経塚追構。近世村落社会における庶民の信仰を探る ｝資料。

第 4集ガンジ山A古窯跡群 平成 12年 1. 2 0 0円 在庫あり

平成9年に発掘調査した中世山茶碗窯の追構で、検出した窯跡 1基から市内ではじめて床

面下施設を確認した辿跡である。

第 5梨深廻間A古窯跡群 平成 16年 2, 4 0 0円 在庫あり

平成9年に発掘調査した平安末期から鎌倉初期にかけての中世山茶碗窯の追梢で、検出し

た窯跡2基に床面下施設を確認した辿跡である。

第 6集 羽根山古窯跡群 未完

平成 10年に発掘調査した鎌倉期の中世山茶碗窯で、市内で過去に確認された最大規模の

窯跡である。

第7集深廻間B古窯跡群 平成 17年 1,5 0 0円 在庫あり

平成 11年に発掘調査した中世山茶碗窯の辿構で、窯跡3基を検出した追跡である。
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